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			必勝ダンジョン運営方法⑥

			雪だるま

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			落とし穴19掘　兎姫の日常

			第１３６掘　オマケの進軍開始

			落とし穴20掘　寒くなってまいりました

			落とし穴21掘　メイドさん

			第１３７掘　残り１日

			第１３８掘　変態に明日はなし

			第１３９掘　茶番劇の準備

			第１４０掘　関攻略

			落とし穴22掘　少しの隙間とゲームという暇つぶし

			第１４１掘　魔王城攻略　前夜

			第１４２掘　魔王城攻略　前編

			第１４３掘　魔王城攻略　中編

			第１４４掘　魔王城攻略　後編

			落とし穴23掘　またさぼりの日々

			第１４５掘　細かい説明

			落とし穴24掘　デリバリーの定番

			第１４６掘　ゆっくりさせる気がない駄女神

			第１４７掘　嫁さんたちへの説明と説得

			第１４８掘　ダンジョンにとっての勇者とは？

			第１４９掘　健康診断、そして発覚

			第１５０掘　メンバー選出

			第１５１掘　新大陸説明会

			第１５２掘　予定通りにはいかない

			第１５３掘　お約束はもういいわ

			第１５４掘　とりあえず、どうしようか？

			第１５５掘　おや、魔物の様子が？

			第１５６掘　村の決断と対策

			第１５７掘　運命の出会いはいりません

			第１５８掘　情報収集と魔剣の姫

			第１５９掘　まっとうに戦いますよ？　無論俺たちが戦いやすいようにな

			第１６０掘　魔剣の姫と傭兵団？

			第１６１掘　まっとうな戦い？　裏側

			第１６２掘　交渉……の前にひと騒動。

			第１６３掘　交渉と勝負

			第１６４掘　脱走、そして村との交渉

			番外編　新大陸　魔力研究録

		

	
		
			落とし穴19掘　兎姫の日常

			　

			　ｓｉｄｅ　シェーラ

			　いろいろありましたが、季節は移ろうもの。

			　すでに木々は紅葉し、葉の色を赤に染め上げております。

			　私もユキさんに嫁ぎ、はや２か月。

			　怒ど涛とうのように押し寄せてきている数々の問題に対して、私たちの日常生活を守り抜くために奔ほん走そうする、我が夫。その姿を見て、私も日々、奮起する次第です。

			　ガルツにいた頃とは違い、私はここで存分に才覚を発揮し、よき友に囲まれ、楽しい日々を過ごしております。

			　日々、大小の問題もありますが、我が夫はどんなときでも和を望みます。

			　それを妻の皆はよく知っており、それを支えようとしております。

			　こうした日常を、私たちは大事に過ごしているのです。

			　今日も、そんな平凡な１日。

			「少し寒くなったねー」

			　長袖そでのシャツを着たアスリンが言います。

			　この子は私にとって、よき友人であり、よき妻仲間です。

			「そうですね。もう秋ですから」

			「あき？」

			「季節のことですよ」

			「ああ、うん。お兄ちゃんから教えてもらったよ。へぇ～、これが秋なんだね～」

			　２人で赤く染まった木を眺めます。

			　アスリンの何気ないひと言から、彼女がここに来るまでにどれだけ悲惨な毎日を送っていたのかを想像して悲しくなりました。

			　彼女は、いえ、フィーリアもラビリスも、他の妻の方々もほとんどが奴ど隷れいだったと聞きます。

			　正直に言いましょう。

			　私は奴隷という制度をこの目で見て、世の中から根絶すべきだと思っています。

			　私の横で笑顔を浮かべているアスリンに首輪を付け、動物のように扱い、虐しいたげ、売り物として扱う。彼女から奴隷時代の話を聞いたときは、怒りでどうにかなりそうでした。

			　奴隷という言葉は知っていましたが、文字通り言葉の意味を知っているだけだったのです。

			　アスリンやフィーリアたちが過去にそんな扱いを受けていたと知った今は、奴隷商人を見かけたらくびり殺してしまいそうです。

			　ですが、そんな彼女たちも、ユキさんのおかげでそれぞれの才能を開花させつつあります。

			　学は教えれば誰でも一定の基準に達する。それは、学校の子供たちを見ていれば分かります。

			　ユキさんの言う通り、奴ど隷れいという制度で貴重な人材を使い潰すべきではありません。それは国にとっても損であり、人として、やってはいけないことなのです!!

			　ただ、ダンジョン以外の現実は非情です。

			　鉱山などの死亡率の高い仕事は奴隷たちの強制労働で賄まかなわれ、その財源が国家を潤うるおしています。現在の国のあり方は、奴隷なしには成り立たないのです。

			　こうした現実をすぐに変えられないのは悔しいことですが、ユキさんの案に従って緩やかに大陸を変えていけばいいのです。

			　ウィードが少しでも多くの奴隷を受け入れ、世の中を率先して変えていかなければならないのです!!

			「……ラちゃん？　シェーラちゃん？」

			「あ、どうかしましたか？」

			「お兄ちゃんがそろそろ帰ってくる時間だから、帰ろ？」

			「もう、そんな時間ですか」

			　アスリンと手をつないで、家への道を歩いていく。

			　ダンジョンの中は、ほぼ安全が保証されています。

			　それでキルエも安心して私を自由にしてくれていて、こうやってアスリンと２人で散策をしていたのです。

			　フィーリアは鍛か冶じの練習、ラビリスは統括の仕事で忙しくしています。

			　私もエリスさんのお手伝いをしているのですが、今日はお休みなのでのんびり過ごすことができました。

			「お帰り、２人とも」

			　家で私たちを出迎えてくれたのは、神に使わされた勇者以上の存在であるダンジョンマスターのユキさん。

			　本来、ユキ様とお呼びするべきなのでしょうが、本人が家族なのだから普通に接して欲しいと望んでいるので、ユキさんと呼んでいます。

			　ユキさんは、勇者の中でも特別と言われる異世界の出身で、神に乞こわれてダンジョンマスターとしてこの大陸にやってきたのです。

			　その意味でも、ユキさんは神の使い、いえ、その神と同等の存在であるはずなのに……。

			「今日はパスタだ。いろいろ種類を作るから楽しみにしてろよ」

			「お兄ちゃん、手伝います!!」

			「私も、お手伝いします!!」

			　とっても料理がお好きな庶民派なのです。

			　といってもユキさんによると、もともと料理が上手かったわけでもないそうです。それが、私たちがなんでも美味おいしく食べるので、レシピを調べていろいろと凝こったものも作るようになったというわけです。

			「これは、シェーラ様、アスリン様、お帰りなさいませ」

			「ただいまー、キルエおねーちゃん」

			「ただ今戻りました、キルエ」

			　台所では、キルエがユキさんのお手伝いをしています。

			　キルエは私のメイドなんですが、夫であるユキさんの妻でもあります。

			　キルエ本人は私と同じ妻の座は恐れ多い、ガルツの面目に関わるなど言って愛あい妾しようの位置にとどまっております。

			　結婚式の際もドレスを着ないで、裏方に徹しました。

			　そのあと、家に帰ってから遠慮する彼女に皆で無理やりドレスを着せたのは、いい思い出です。いざ、ドレスを着ると、キルエは嬉しさのあまり泣き出したんです。

			　素直になれない人です。

			「今日はどうでしたか？」

			「はい、今日も学ぶべきことの多い１日でした」

			「それはようございました」

			　私もキルエも笑顔です。

			「さて、お手伝いに来てくれた２人は、まず手を洗って綺き麗れいになってくれ」

			「「はい」」

			　ユキさんに言われた通り、石せつ鹸けんで手を綺麗にしてお手伝いを始めます。

			「ソース関連はユキ様がやっておられます。私たちのお仕事は、材料となる肉や野菜を切ることです。いいですね？　前に言ったことは覚えていますね？」

			「はい、手はにゃんこです!!」

			「その通りです、アスリン様。そうすれば指を切る危険性を減らせます」

			「丸いモノは、いったん半分にしてから切ります」

			「はい、それも合っています、シェーラ様。球体に近いモノは非常に不安定です。なので、いったん真ん中からバッサリ切って、安定させてから切ります」

			「「最後に、けがをしたら隠さない」」

			「そうです。料理に怪け我がはつきもの……というわけでもありませんが、ちょっとした不注意で怪我をすることが多いのも確かです。もし怪我をしたら、すぐに言ってください。治療をいたします」

			　キルエからの注意を受け入れ、台所に立ちます。

			　初めて台所に立ったときは何もできなかった私ですが、今では普通にジャガイモの皮をむいたりできます。

			　こうした作業は下々の者がやるべきことだと教えられてきましたが、やってみると楽しい作業でした。

			　自分で食べるものを自分で作る満足感。さらに、自分以外に美味おいしく食べてくれる人がいる嬉しさ。ユキさんが楽しそうに料理をする気持ちもよく分かります。

			「皆、お待たせー。今日はいろんな種類のパスタだ」

			　ユキさんに続いて、アスリン、キルエと一緒に料理を運びます。

			　机には色鮮やかなパスタ料理が並びました。

			「うわー、こりゃまた凄すごいですね。パスタって、てっきりトマト味だけかと思っていましたよ」

			「そうよね。何か混ぜるにしても野菜ぐらいしか見たことないし」

			「あら、これ辛くて美味しいわ」

			「……辛いのは敵よ。それは食べないわ」

			「これ、見てよ、スープに浸つかってるよ。僕、初めて見たよ」

			「これはキノコですね。バターで炒めたのかしら、良い匂い」

			　ふふふ、どうですか、皆の喜びようは。

			　私も、ほとんどのパスタ料理の手伝いをしたのです!!

			「凄いです、アスリン、シェーラ。美味しいです!!」

			「……うん、美味しいわ。２人ともありがとう」

			　そう言ってくれるフィーリアとラビリスの笑顔を見て、その近くに座ります。

			「これね、シェーラちゃんが作ったんだよ」

			「アスリンも手伝ったんですよ」

			　そうやって、今日も１日が終わっていきます。

			　この日々がいつまでも続くよう、願うだけではなく、私も行動していかなくてはいけません。

			　ランクス問題、魔王問題、そして私たちの未来の問題――すべて薙なぎ払ってあげましょう。

			　それが、シェーラの目標なのです。

		

	
		
			第１３６掘　オマケの進軍開始

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　ついに、魔王討とう伐ばつのための連合軍の進軍が開始された。

			　進軍路は予定通り、ロシュールから魔王城へと延びるルートで行くことになった。

			　だが、エルジュやセラリアをはじめ従軍する予定のウィードのメンバーは、現在……。

			「リーア、こんなのはどうかしら？」

			「こっちのもいいと思いますよ？」

			「妾わらわはこっちを推すかのう」

			　進軍はドッペルにすべて任せて、昨日誕生したばかりの嫁勇者の強化をしようと、皆でわいわいやっている。

			　ちなみに、俺は昨日の夜もリーアと楽しんだおかげで寝不足だ。

			　出発式もすっぽかせるって便利だよな。

			「リーアさん、勇者専用の武器は任せてください!!　全力で作りますよ!!」

			「えっと、ありがとうございます」

			「ふふふ、まさか勇者様の武具を手掛けることになろうとは!!　鍛か冶じ師冥利につきますね!!」

			　ナールジアさんに至っては、ＤＰをフル活用して、前人未到のチート武器を作る気まんまんだし。それにしても、リーアが目立ちすぎるのは危険な気もするが。

			「なあ、リーアが勇者だってことは隠すんだろう？　あまり派手なのは……」

			「それはダメよ」

			「なにを言っておるか」

			「女の子になんてことを……」

			　疑問の声を上げた途端、なぜかセラリア、デリーユ、エルジュから信じられないって感じの目線を向けられる。

			「あ、あの。ユキさんに許していただけるなら、その……立派な物を着たいです。だって、あなたの隣に立つんですから。それに、護ご衛えいですし」

			「よく言ったわ、リーア」

			「うむ、嫁の鑑かがみじゃ」

			　いや、リーアが着たいのならいいよ。

			　護衛役だって認識されるのは大事だと思うしさ。

			「別にいいけどな。無理はするなよ」

			「はい」

			　リーアもしっかり考えがあってのことだろうから、まぁ大丈夫だろう。

			　とりあえず、リーアたちのことはいったん置いといて、連合軍の進軍状況を見ることにする。

			　出発して約３時間。現在はウィードから24㎞離れた地点か。

			　１時間あたり８㎞のペースね。１万超えの軍隊の行軍にしては異常に速いな。

			　馬だけの進軍ならもっと速いだろうが、完全装備した正規軍が足並みをそろえての進軍だから、普通はもっと進軍速度が落ちそうなものだ。

			　そう考えると、用意した部隊が精鋭揃いってのは嘘ではないらしい。今回は攻城戦を想定しているから、騎馬の数は全体の１割もいない。歩兵が主戦力でこの進軍速度は大したものだ。

			　時速８㎞と聞くと遅いと思えるかもしれないが、それは科学の発達した世界から見ているからだ。

			　単純計算で時速換算しているが、当然、24時間歩けるわけがない。

			　実際に移動に費やせるのは１日のうちの10時間くらいで、残りの14時間は飯や睡眠、設営などに使われるのが普通だ。

			　人の歩行速度は時速４㎞と言われている。速くて10㎞前後。

			　こうして考えてみると、この連合軍は非常に優秀だというのが分かるわけだ。

			　ちなみに、その延長で俺たちが移動に使っている車、マローダーのことを考えると、それがどれだけこの世界で異常なのかも分かる。

			　だって、時速１２０㎞まで出せるし。

			　今回は連合軍のことを立てないといけないので、俺たちのチートアイテムは使用できない。

			　まあ、先回りのために地下からラッツたちはマローダーで移動するけどな。

			「ラッツ、調子はどうだ？　画面を見る限り問題はなさそうだが」

			『はいはい、問題はありませんよ。地面が凸でこ凹ぼこしてない分、アクセル踏めますからね』

			「安全運転を心掛けてくれ」

			『分かってますよ』

			　ラッツたちの道のりが安全なのを確認し、再び作戦内容が書き込まれた地図に目を向ける。

			　魔王城まで直線距離にして約１０００㎞。進軍速度から考えれば、単純に20日以内にたどり着く計算だ。

			　ま、今後、迂回して軍が通れるルートを進まないといけないし、途中に関はあるし、山登りにもなるし、その分をプラスして30日ぐらいで間違いはないか。

			　マローダーは作戦の都合上、進軍路の地下を通っているから、４日ほどかかることになる。直線距離なら１日でたどり着いたんだが。

			「スラきちさんは、どうだ？」

			『めんどくせー。作戦はとりあえず問題なく進行中。予定通り規定数以上で固まっている戦力と、指定された強力な魔物は排除したぜ』

			「は？　もうか？」

			　はやい、はやいよ。

			『ＭＡＰに敵の位置が映るからな。俺たちは、２日前にはもう進軍路の雑魚排除を始めてるんだ。大将だって知ってるだろう。俺のレベルと部下の平均戦力ぐらい』

			「そりゃ分かるが、点在しているのを良くもまあ……。距離だってかなりあるだろう？」

			『ああ、そのことか。ほれ、前に大将が教えてくれた砲丸タックルの応用さ』

			「直接魔物まで飛んでいったのかよ」

			『おう。あれをやれば、だいたいのところまでひとっ跳びだしな』

			　砲丸タックルは、以前、リテアの争いの時にスラきちさんに教えたのだ。

			　魔力による爆発を利用して自らを砲弾とし、突っ込む方法。無論、飛距離も出る。

			　もっとも、よほど魔力で体を強化できるか、スライムみたいな体の形状という概念がない存在しか使えない方法だが。

			「とりあえず、警戒は怠おこたらないでくれ。魔王城からの進軍がないとも限らないからな」

			『へいへい。分かってるよ。しかし、これだったら学校で坊ちゃんや嬢ちゃんの相手をしている方が、よっぽど骨が折れるね』

			　お前、骨ないだろ……とツッコミたかったが、必死でこらえた。

			　まぁ、スラきちさんに任せておけば、そこいらの魔物や魔王には負けないだろう。

			　ん、なにか変な気はするが、安心できるのは間違ってないよな。

			「魔王を倒せるスラきちさんを露つゆ払ばらいに使うとは、贅ぜい沢たくじゃのう」

			「うぉ、どうした、デリーユ？」

			「ん、リーアが服装に悩んでおっての。ユキの意見を聞きたくてな」

			「あー、一応、公式の場に出るわけだからな……」

			　分からないでもないが、女性の服選びに付き合うには強い精神力が必要だ。

			　現代特有の文化だと思いたいが……リーアの方に視線を向けると、すでにおびただしい数の服がハンガーにかけられて並んでいる。

			　奥さんたちが、リーアの晴れ姿をどうするか、あれやこれやと悩んでいた。

			「まあ、気持ちは分からんでもないがのう。身内から勇者が出たのじゃ。我慢せい」

			「デリーユだって魔王だろうに」

			「妾わらわを華はなと愛めでるのは、ユキだけでいい。だが、リーアはユキの護ご衛えいじゃ。勇者であることは隠すにしても、下手な恰好では舐められる。結果、面倒事を引き寄せるじゃろう。それ相応の服装というのが大事なのじゃよ」

			「だよな、仕方ない。協力するか」

			　デリーユの言葉に納得してリーアたちの下へ行くと、いっせいに視線が集まった。

			「で、服選びに悩んでるだって？」

			「そうなんですよ。護衛ですから、私はがっしりとしたフルプレート系と軍服を勧めたのですが……」

			「ミリーの言いたいことも分かるわ。でも、リーアは護ご衛えいの前に妻なの。無骨な恰好はどうかと思うわ。私と同じようにドレスアーマーがいいんじゃないかしら？」

			　ミリーは軍服に鎧よろい、セラリアはドレスアーマーを推おしているようだ。

			「僕は、動きやすいのがいいと思うなー。だから、ミリーに賛成かな」

			「私は華がある方がいいから、ドレスアーマーかな」

			　リエルはドレスアーマーに反対、トーリは賛成ね。

			「あの、ユキさんはどれが好みですか？」

			　リーアが悩ましそうに服を見比べながら聞いてくる。

			「うーん、ただ可愛かわいさを求めるならドレス系がいいんだろうが、ミリーやリエルの言う通り戦装束でもあるしな。俺も悩むな。なにか決め手があればいいけど」

			「ふふふ、なら、私が決め手になるドレスアーマーの究極の利点を教えてあげましょう!!」

			「なにかあるのか？」

			　セラリアが自信ありげに胸を張っている。

			「ええ。いい？　ドレスアーマーなら、そのまま夫とできるわ!!　ズボン系は脱がないといけないのよ!!」

			「おい！」

			　間違ってはいないが、いろいろな意味で間違ってるだろ。

			「私、ドレスアーマーにします!!」

			「うぉい!?」

			　リーアも即決かよ。

			「なんてことだ。僕にとっては盲点だったよ。僕はホットパンツだから、回数が少ないのかな？」

			「私もズボンだから、外であまりしてくれないのかな？」

			「いやいや……」

			　ズボン派のリエルとトーリが、なにやらおかしいことを言っている。

			　この件があって以後、嫁さんたちはこぞってスカートを穿はくようになって、おかげで仕事中でもお構いなしに迫ってきたりこなかったり……。

			　閑話休題。

			「はいはい、じゃあ、リーアさんの鎧よろいはドレスアーマーですね。基礎カラーは黒でっと。うん、任せてください。３日でやってやりますよ」

			「まあ、無理しない程度に」

			　ナールジアさんはやりすぎるからな。

			「大丈夫です。３日間、すべての時間をリーアさん専用装備に費やしますので!!」

			　世界のパワーバランスを変える気か。

			　いや、ウィード自体がすでにパワーバランスを崩してはいるんだが。

			　というか、俺の嫁さんたちだけで魔王城攻略が余裕だという時点でアレだがな。

			「そういえばさ、リーアの勇者の力ってなんなの？」

			「うん、そういえば聞いてなかったね」

			「……仲間の力を把は握あくするのは大事」

			　お、いつの間にかカヤが戻ってきたか。

			　なんだかんだでリーアのことを心配してるよな、カヤは。

			「えーと、ごめんなさい。まだ、リリーシュ様から詳しい話は聞いてないんです」

			「ふっふっふ、そう言うだろうと思っていましたよ」

			　リーアが困っていると、すぐさま、そのリリーシュが現れた。

			「いや、それなら昨日のうちに言っとけよ」

			「お腹いっぱいで、忘れてました」

			　駄目だ、こいつ。

			　ルナほどじゃないが駄女神の一部だ。

			　できることが多い分、細かいことに手が回らないタイプだな。

			「まあまあ、出発前に間に合ったんですから」

			　おばあちゃんみたいだよな。

			　ということで、勇者のスキルについてまとめると以下のような効果らしい。

			　

			●愛の勇者のスキル効果

			・恋人、夫が健在の場合、ステータスが２倍

			・指輪など特定の物を互いに持っているとステータスが５倍

			・家族にも恩恵があり、ステータスが１・５倍になる

			・ただし、本人の精神状態が悪化すると恩恵がなくなる（恋人や夫の死亡により恩恵が消える。家族の喪失は恩恵が半分になるなど）

			・本人に対するステータス異常がなくなる

			　

			「と、こんな感じで、破格の能力ではあるんですが……」

			「無理だ。これは国や組織で扱える能力じゃない」

			「……はい。今までの愛の勇者は家族を人質に取られたり、恋人を殺されて無力化されました」

			　超高性能な分、代償が大きすぎるわ。

			　これは、真面目にリーアが勇者であることを隠さないといけないな。

			「寝取られでも恩恵下がるんで、気を付けてくださいね。まあ、ユキさんなら心配ないと思いますが」

			　そりゃ、がっちり周りが嫁さんだらけだしな。

			「うわー、本当だ。僕のステータスが１・５倍になってる」

			「私たちも家族って思われてるみたいだね」

			「当然です。リエルにトーリも大切な家族です」

			「「ありがとう」」

			　ひしっと抱き合う３人。

			　仕事中の嫁さんにも確認してもらったが、この旅館に住んでいるメンバーは全員恩恵を受けているようだ。

			　スゲーな勇者の力。

			「……のう、妾わらわもステータスアップしておるのじゃが……」

			「いいんじゃない？　勇者の恩恵を受ける魔王がいても」

			　いろいろ複雑そうな表情をしているデリーユのことを、セラリアが笑って気にするなと慰なぐさめている。

			　まあ、魔王が勇者の恩恵を受けるとか、考えものだよな。

			　ちなみに、デリーユが魔王であることはリーアももう知っている。

			「デリーユさんも、ちゃんとステータスが上がっているんですね！」

			「うむ、上がっておるぞ。でも、なんだかのう。いいものかと」

			「大丈夫です!!　デリーユさんも私の家族ですから!!」

			「そ、そうか。ありがとう。妾わらわもリーアは勇者以前に家族じゃ!!」

			　うん、性格も立派な勇者だと思うぞ。

			　でもさ、勇者と魔王が抱き合うってのは事実だけ考えると異常事態だよな。

			「……と、皆、リーアの能力は周りに知られるととても不利になる。家族の安全のためにも、口外しないように頼む」

			「「「分かりました」」」

			『『『絶対喋しやべりません』』』

			　今日、連合軍が移動を開始したけど、なんか俺たちにとってはオマケになったような……。

		

	
		
			落とし穴20掘　寒くなってまいりました

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「ん、寒っ」

			　朝、体が冷え切って目が覚める。

			　とっさに掛け布団を探すと、隣でリエルが掛布団で丸くなっていた。

			　あー、リエルも素っ裸だし、無理に剥はぎ取るのは良くないよな。

			　そろそろ、布団は１つじゃなくて２つ用意しないと凍えそうだな。

			　とりあえず、服を着よう。

			　タンスから衣服を取り出して着ていく。

			　寝る前は基本浴衣だが、さすがに寒くなってきたし〝奥の手〟を出すか。

			「リエル、起きろ。朝だぞ」

			「んー。ユキさん、キスー」

		

	
		
			[image: p_25.jpg]
		

	
		
			　リエルは結構甘えん坊で、こうやって２人のときはべったりだったりする。

			　本人としては活発で元気なイメージを崩したくないそうで、俺の前でしか、こんな女の子っぽい行動をとらない。

			　こうした可愛かわいらしいギャップを見ると、ついつい甘やかしてしまう。

			　リエルの求めるまま優しく起こしてやる。

			「ありがと」

			「おう」

			　目が覚めたのか、リエルがモソモソとかぶっていた掛け布団を落とす。

			「うっ、寒いね」

			「そうだな。ほら、コレを着ろ」

			「ん、なにこれ？」

			「寒くなってきたときに家で着る、お約束の服だ」

			「お約束って、ユキさんの異世界の？」

			「ああ」

			　すでに着ている俺の姿を見て、リエルは見よう見真似でその上着を羽は織おった。

			「これは、何て言うの？」

			「綿入れとか袢はん纏てんってのが、メジャーな呼び方だな。寒い日は家の中でこれを着て過ごすんだ。外出用に使えないこともないけど、ジャンパーとかの方があったかいしな」

			「じゃんぱー（？）がどういうのかは分からないけど、このはんてん（？）は暖かいよ」

			　さて、この袢纏の機能は暖かいだけではない。

			　そう、あれだ。子供の時に一度はやったりやられたりしたあれだ。

			「リエル、こっちに来てくれ」

			「？」

			　首を傾げながら近づいてきたリエルを、着ていた袢纏で包みこんだ。

			　二人羽織の前バージョン。

			　誰もが合体とか言って、家族の袢纏やジャンパーなどに潜り込んだ経験があるだろう。

			「暖かい」

			「だろ？」

			　リエルが嬉しそうに、そのまま袢纏の中で俺の胸に顔をこすりつけている。

			　リエルのこうした姿を見て、不意に、自分がガキだった頃を思い出した。

			　親父もお袋も、こんな感じの気持ちだったのかな。

			　もう会えないし、覚えていないだろうけど、あの時の暖かさを俺も誰かに伝えられたよ。

			「じゃ、そのまま前を向いて出発だ」

			「うん!!」

			　リエルはそのまま、俺の袢纏の中から顔だけ出して進んでいく。

			「お兄ちゃん、リエルお姉ちゃん、おはよー……って、ああーっ!!　ずるいです!!　ずるいです!!　うらやましいです!!」

			「どうしたの、アスリン。って、兄様!!　私も!!　わたしも―――!!」

			　２人がひな鳥のように鳴き始めた。

			　視線が合ったリエルが、少し困った顔をしてすぐに俺から離れる。

			「うん、僕は堪たん能のうしたからね。さあさあ、２人ともユキさんにやってもらうといいよ」

			「わ、私を先に!!」

			「兄様、私!!」

			　すぐさまこちらに駆け寄ってくる２人。

			　どちらを先にするべきか悩んでいたが、小さい２人を見て思いついた。

			「それっ!!」

			「「ひゃっ!?」」

			　そのまま２人同時に袢はん纏てんで包んでやる。

			　２人がまだ小さいからこそできる荒業だな。

			「暖かいです」

			「兄様の匂い～!!」

			　２人とも、リエルと同じように顔をぐりぐりと俺の体に押し付けてくる。

			「……あらあら、酷ひどい裏切りだわ。まさか私を除け者にして、そんなことを楽しむなんて」

			　そこに、ラビリスが暗い顔で現れた。

			　ラビリスは朝に弱いから、２人より遅い起床なのだ。

			「よし、アスリン、フィーリア、ラビリスを引き込むんだ」

			「「分かりました」」

			　そう言ってラビリスも袢纏の中に、ぎりぎり（？）巻きこむ。

			「うん、ありがとう」

			　ラビリスが嬉しそうにしている。

			　ま、こんなことをしていると朝ご飯が作れないから、台所でおしまいにするはずだったのだが……。

			「おはようございます。ユキさ……ま」

			「アスリンもフィーリアも、おは……よう」

			　楽しそうな俺たちの姿が目に入ったとたん、キルエとシェーラが光が消えた瞳ひとみで、うらやましそうにこちらを見つめ始めた。

			　とりあえず、あの目が怖いし減るもんではないので、アスリンたちを解放後、すぐにキルエとシェーラを包んでやる。

			　すぐに２人の機嫌は直ったが、なんか地雷踏んだか？

			　その後、朝ご飯を食べ終わったあと、セラリアと２人きりの時にこっそり彼女にも袢纏ハグをしたのだが……。

			「……他の皆にもやってあげなさい。他の誰かが、こんな素敵なことをユキと隠れてやっていたなんて知ったら、私でも許せないわ。あなたの香り、暖かさ、それが同時に感じられるなんて、袢はん纏てんって素晴らしいわ」

			　セラリアも他の皆と同じように、袢纏の中でスーハーしながらそう言う。

			　うん、セラリアが言うなら間違いないだろう。他の皆にもやらなければ、のちに禍か根こんを残しそうだ。

			　袢纏事件は、その後、俺が１人につき１時間ハグすることで解決をみた。

			　さすがに、疲れた。長時間するような行為じゃないな、これは。

			　

			　それからは、普通にいつもの業務をこなしていく。

			　といっても魔王城の件は、マローダーで秘密裏に動いているものの、到着はまだ３日後。

			　俺が今考えるべき重要事項は、今日の晩ご飯だ。

			　ある程度、構想はまとまっている。

			　だが、この料理は多た岐きにわたる。種類が多すぎるのだ。

			　この料理を作る上で、それを仕切る将軍という大仰な役職まで存在する、日本の冬の代表料理、鍋。

			　日本にいて、鍋ものを食べたことのない日本人などいないだろう。

			　寄せ鍋、湯豆腐、鴨かも鍋、水みず炊たき、軍しや鶏も鍋、ちゃんこ鍋、すき焼き、すき鍋、ぼたん鍋、もつ鍋……。軽く種類をあげていくだけで、この数。さらに、家の数だけオリジナルの鍋がある!!

			「そうか、オリジナル!!」

			　俺は閃ひらめいた。

			　確かにメジャーな鍋もいいだろう。

			　だが、それぞれの家庭特有の鍋こそ、わいわい楽しめるものだ。

			　どこまで再現できるか分からないが、昔、家族で食べた鍋の味を思い出しながら必要な材料をメモしていく。

			　……スープが一番大事だよな。鍋はその場で煮て食べるから、調整している暇ひまがない。

			「リーア、帰るぞ」

			「え？　あ、はい」

			「スティーブ、あとは任せた」

			　報告に来ていたスティーブを、俺の代わりに椅子に座らせてその場をあとにする。

			「なんすか、いったいぃぃぃいい!!」

			　許せ、嫁さんたちの晩飯のためだ。

			　いつか埋め合わせはする。

			　今日は、ＤＰを使ってさっさと食材を集めることにした。

			　ラッツの店で売ってない物だけＤＰで出せばいいのだが、そんな時間も惜しかったのだ。

			　とりあえずスープを作るために、味噌、みりん、昆布と用意していく。

			　リーアが、俺が出したものを物珍しそうに見ている。

			「えっと、これは味噌ですよね？　で、これは何でしょうか、飲み物？　こっちの黒いのも？」

			「これはみりんと言って、料理酒だ。お酒を料理用に調整している。黒いのは昆布と言って、海の草なんだが、いい出だ汁しが出る」

			「海、ですか。私、見たことないです」

			　そう、この大陸はかなりデカく、中央に陣取る５大国は海に面していない。

			　だから、必然的に海を見る機会がない。

			　日本の味を再現するには、ちと厳しい場所ではある。

			　が、俺にはＤＰがある!!　この点だけはルナに感謝しよう!!

			「まずは、この昆布を鍋に入れて煮る」

			「はあ」

			　その間に、鶏肉や材料を刻んでもらう。

			　しばらくすると、昆布から出汁が出てきていい匂いが漂ただよい始めた。

			「へー、良い匂いですね」

			「ああ、だがこれからだ。味噌を入れる。気が付いてないかもしれないが、これは味噌の中でも赤味噌といって、俺がいつも作っている味噌汁用のものより塩分が濃ゆいし、味も深い」

			「お味噌にもいろいろあるんですね」

			　赤味噌を多めに溶いたあと、汁を小皿に少し移して飲んでみる。

			「んー、濃ゆくないですか？」

			「いや、これぐらいでいい。鍋ってのは、ここに具材を入れていくんだ。具材から水分が出るから、濃い目にしないとかえって味が薄くなったりする。本来の鍋の多くは、小皿に味のついた汁を入れて、それにつけて食べたりするんだが、今回はそっちじゃなくて、皆の食べ慣れた味噌ベースの味でいこうと思う」

			「なるほど」

			「……と、切った鶏肉をくれ」

			「え、まだ煮込むには早くないですか？」

			「違うんだよ。鶏肉もいい出汁が出るんだ。味噌と相まって、さらに美味おいしくなるはずだ」

			　そう、鴨かも蕎そ麦ば、または鴨南蛮と言われる料理がある。

			　あれは、鴨の肉が上に載っているから鴨蕎麦というわけではない。

			　出し汁からして鴨を使用しているのだ。これによって、こってりとしたいい味が出る。

			　それの応用である。鳥系の肉は煮込むと想像以上にこってりしがちだが、味噌と合わせると味噌本来の味と相まって絶妙なバランスになる。

			「まあ、実験でもあるんだ。これが上手くいけばこのままスープにするし、上手くいかないなら、味噌と昆布のみにするよ」

			「ああ、そういうことですか」

			「で、肉系をスープ物に入れるときの基本だ。今日はみりんを使うが、ワインでもいい。鶏肉に直接みりんをかけて揉もむ。それを鍋に入れて、さらにみりんを適度にかける」

			「すると、どうなるんです？」

			「肉特有の臭味が消えると同時に、酒に含まれる成分で肉が柔らかくなる」

			「はぁー、いろいろなことを知ってますね」

			　いや、日本にいれば基礎知識みたいなもんだがな。

			　そうやって鶏肉を投入してしばらく煮込んでから、また小皿で味見をしてみる。

			「ふわぁ!?　すごい、こんな味初めてです!!　でも、すごく美味おいしい!!」

			「うん、いい感じだな。よし、これを18人分だから……この土鍋で６つ作るぞ」

			「１つのお鍋で３人分ですね。分かりました。材料は任せてください」

			「頼む、俺はスープを量産する」

			　そうやって準備は滞とどこおりなく終わり、晩ご飯の時間がやってきた。

			「あら？　なにこれ、確かコンロよね？」

			「こっちは生のお肉に野菜ですか？」

			「え、これが晩ご飯？」

			　皆は予想通り、初めて見る鍋に驚いている。

			　いや、この大陸にも煮込み料理は存在するが、目の前で煮込んで食べる文化は存在しないのだ。鍋は、囲い炉ろ裏りという暖を囲んで飯を食べる日本だからできた文化と言えよう。

			「「ふっふっふっふ……」」

			　勝手知ったるリーアと一緒に、皆の前で肉や野菜、キノコを入れていきコンロに火をつける。

			　最初は皆、俺たちの行動を不思議がっていたが、蓋ふたをされた土鍋から良い匂いが漂ってくると次第に落ち着きがなくなってきた。

			　幸い、リーア以外は、皆お箸はしが使えるので食べる上でほとんど問題がない。

			　各土鍋の近くにお玉とお皿を置いていく。

			「さあ、そろそろいいだろう。リーア、そっちから開けてくれ」

			「はい」

			　２人で順に鍋の蓋を開けていった結果、一気に美味おいしそうな匂いが部屋に広がった。

			「よし、皆、このお玉で鍋の中の具を小皿にとって食べるんだ。ま、箸でとってもいいけどな」

			　そう言って、食べ方を実演して見せる。

			　はふっ。おお熱い。けど、味も味噌が濃ゆい分しみている。

			　うん、美味うまい。

			　そして、俺の美味おいしそうに食べる姿を合図に、第一次鍋戦争が勃発した。

			　簡単に言えば、具の取り合い。

			「あら、ラッツ、その鶏肉は私が先よ？」

			「いえいえ、私が先でしたよ？」

			「野菜が美味しいわ」

			　と、こんな感じでどこもかしこもお互いに牽けん制せいしあっては、鍋をがっついている。

			　次々に具を投入するが、それもなくなる。

			「はぁー、美味しかったけど、何か足りないね～」

			　リエルが満足げにお腹を膨ふくらませながらも、何か足りないと呟つぶやく。

			「ふふふ、リエル、よく言った。鍋には締めが存在する」

			「「「締め？」」」

			　皆の視線が一気に集まった。

			　そう、締め。鍋の終わりに食べるお約束。

			「これから６つの鍋へ、３つずつ交互にご飯と麺を入れる。肉や野菜の出だ汁しが良く出た味噌のスープの中にこれを入れると、どうなると思う？」

			「「「っつ!?」」」

			　そう、鍋は一番最後が美味うまいのだ!!

			　結果、食後は全員、食べすぎで１時間ほど動けなくなった。

			　うん、やりすぎた。でも、後悔はしていない。

		

	
		
			落とし穴21掘　メイドさん

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　連合軍の進軍が開始してから３日目。

			　ラッツたち先回り班が魔王城に着くまで、あと１日。

			　連合軍は問題なく進軍中。そろそろ、ロシュールから魔王城へ行ける隠しルートに差し掛かるところだ。

			　ここからは魔物の生息区域のため進軍速度が多少落ちるだろうが、スラきちさんがすでに露つゆ払ばらいをしているので、よほどのことがない限り問題ない。

			　リリアーナとエルジュの２人は、律儀に連合軍の進軍を率いている。

			　まあ、寝るときは、毎日隠しゲートでこっちに戻ってきているが。

			　暗殺されないとも限らないしな。

			　あ、ちなみに俺も進軍はドッペルに任せてる。ただ歩くだけってつまらんし。

			「はあ、今日は暇ひまだわ」

			　そうそう、軍部の仕事はスティーブに押し付けた。

			　セラリアたちは普通に仕事で忙しい。

			　リーアも明後日が魔王城殴り込みなので、デリーユと最後の訓練をしている。

			　明日は、魔王城殴り込みメンバー全員、休みを取って休憩することになっている。

			　だから、今日は皆、詰め込んで仕事をしているわけだ。

			　いや、俺が一緒に遊ぼうって誘えば即座について来てくれるだろうが、邪魔する気はない。

			「完全にフリーってのは珍しいよな」

			　朝食が終わり、皿を洗って、皆を送り出して、今はのんびりお茶をしばいている。

			　縁側に座っていると、入り込んでくる朝日が暖かくて心地いい。

			　学校に行こうにも、一応、俺は従軍してるはずの身だからな。下手に人前に出られない。

			　軍部は基本、魔物たちと見知った人間だけなので問題ない。

			　が、軍部についてはスティーブの成長を促うながすためにも、行くわけにはいかない。

			「10時を過ぎたくらいか……」

			　洗濯もやろうと思ったのだが、キルエから旦那様は休みの日ぐらいゆっくりしてくださいと言われて、干すのを手伝うことすらかなわなかった。

			　まあ、皆の下着なんかもあるだろうから、俺に触られるのはアレだろうしな。

			　この後、キルエでも誘ってどこかに行こうかね？

			　今や掃除や洗濯、料理までキルエが主体でやってくれていて、旅館の維い持じに欠かせない存在になっている。

			　いつも忙しくて大変だろうなと思ったが、本人曰いわく「便利なキッチン用品や洗濯機など、優れた道具があるので全然平気です」とのこと。

			　この大陸の文明レベルを考えれば、そうだよなー。

			　洗濯は手洗いだし、台所は薪たきぎを使って火を起こすのが普通。まあ、めんどくさいこと。

			　その点、この旅館なら、例えば掃除ひとつとっても、自動清浄で細かい塵ちりは自動で片付けられるし、ゴミなんかは大型ゴミ箱に入れておくだけで勝手に消えてくれる。

			　ちなみに、このゴミ箱だが、子供たちなんかが誤って入ったら恐ろしいので、生物は消えないようになっている。ただ、それがあだになって、ゴミを捨てに行ったトーリが開けた時にＧが出てきて、半壊事故を起こしたっけ？

			「よし、キルエでも誘うか」

			　お茶を台所へ持っていき、キルエを探す。

			　あれ……部屋にも宴会場にもいないな。

			　洗濯物はすでに終わってる……って、いた！

			「ふっ、はっ!!」

			　キルエは、外でナイフを振って訓練をしていた。

			　シェーラのメイドという立場上、クアルみたいに長物を常に持ち歩くわけにはいかない。そのため彼女は、隠し武器にできるナイフを主要武器にしている。

			　他の妻たちと同様、レベリングしたのでレベルは２００台のはずだ。そんな彼女が、真剣な表情で訓練に励んでいる。

			「キルエ」

			「あっ、ユキ様」

			　声をかけると、キルエは即座に訓練をやめてこちらに向き直った。

			「もしかして、いつも仕事が終わったあとで訓練してる？」

			「はい、シェーラ様のお手伝いはお昼過ぎですし、いつも洗濯が終わり次第、ここで訓練をさせていただいております」

			「趣味とかちゃんと息抜きしてるか？」

			「趣味？　道楽や遊びには割さく時間がありません。そんな時間があれば、自己を鍛きたえることに使いたいです。でも、あえて趣味と言うのであれば読書です。寝る前や空いた時間で、学びたいことを学んでいます」

			「本ね。なるほど、アスリンやフィーリアにたまに聞かせているお話は本から？」

			「はい、さすがに創作で物語が作れるほど学がありませんので」

			「ふむふむ。それなら……っと、キルエ、今日は俺と一緒にいてくれないか？」

			　いけない、いけない、ここで話し込むところだった。

			　キルエを誘ったあと、歩きながらでも話はできる。

			「え、あ、でもシェーラ様が……」

			「シェーラ、キルエを今日１日借りていいかな？」

			『もちろんです。キルエもユキさんの妻なのですから。存分に可愛かわいがってあげてください』

			「よし、ということだ。行こう、キルエ」

			　そう言って、キルエの手を取って歩き出す。

			　昼ご飯には早いから、まずは少し散歩するか。

			　住民区の公園へ向かった。

			　今日は平日なだけあってなのか、公園には人が少ない。

			　働いている住人も多いだろうし、今この公園にいるのは老人と、今日が休みでのんびりしている人たちといったところか。

			「……でだ。家を出る前の話の続きだけど、日本語を覚えたら、もっと本が読めるぞ？」

			「にほんご？　ユキ様の国の言葉ですか？」

			「ああ、軽く見たことがあると思うが、俺の国には書物、本がたくさん出回っていてね。こっちと比べて、いろいろな本が山ほどある」

			「なるほど、でも、その日本語の習得には時間がかかりそうですが……」

			「普通に学ぶならね、でも、俺はＤＰでズルができるんだよ。他の嫁さんたちもＤＰで日本語のスキルを習得していて、いろいろな本を読み漁あさっているよ」

			「いいのでしょうか？　私がユキ様の母国語を覚えてしまっても？」

			「構わないよ。俺の国を知って欲しいって気持ちもあるし、シェーラももう覚えている。キルエだけタイミングがなかったんだが、遅れてごめんな」

			「いえ、感謝こそすれど、怒る理由などございません」

			　承しよう諾だくしてくれたので、ベンチに座っているキルエに、ＤＰを使って日本語スキルを取得させる。

			「っつ!?　な、なんという複雑な言語なのですか。ひらがな、カタカナ、漢字、和製英語」

			「あー、キルエも痛かったか。ごめん。やっぱり情報量の多さで脳に負荷がかかるみたいだな」

			「いえ、しかしこの程度で日本語を習得できるとは、ダンジョンマスターの力は素晴らしいですね」

			「とりあえず、これが読めるか試してみてくれ」

			　そう言って、家から持ってきたライトノベルを手渡す。

			「これは？」

			「日本の本で、俺のように異世界に行った人の話かな？」

			「まあ、戻ってこられた方もいたのですね」

			「……たぶんね」

			「？」

			　空想の物語と言っても、ここが俺たちにとっての空想の世界だしな。

			　……なんと説明すればいいのやら。

			「その人の冒険記みたいなものかな？　俺が見本にしてる話の１つだ」

			「はぁ、素晴らしいことですね。記録を残し、今後に備える」

			　キルエが感心して、受け取った本を輝かんばかりの瞳ひとみで見ている。

			　うん、どうしたもんか。

			「まあ、とにかく目を通してみてくれ。まずは読めるか確認したいから」

			「あ、はい」

			　キルエは緊張したように本をめくった。

			　そして、文字を目で追っていく。

			「読める。読めます!!」

			「そうか、それならその本を読んでみてくれ。続刊もあるから、気に入ったなら続きを読むといい。気に入らなければ読む必要はない。他にもいろいろあるしね」

			「なんというか、贅ぜい沢たくな話ですね。でも、ありがとうございます」

			「と、そろそろお腹が空いてきた。外でなんか食べよう」

			　キルエを連れて、顔を出しても問題のない実験堂へと足を運ぶ。

			「えーと、私だけよろしいのでしょうか？」

			「いいんだよ。基本、皆、お昼はバラバラだろう？」

			「いえ、あの、ユキ様をこう独り占めにしてよいものかと」

			「大丈夫、大丈夫。だから楽しもう」

			「はい!!　で、注文は何にするのですか？」

			「そうだなー。メニューの内容は、ほとんど俺が考案してるから食べたことあるしな。キルエはどれが食べてみたい？」

			　隣に座るキルエにも見えるようにメニューを差し出す。

			　自然と、肩をよせて２人でメニューをのぞき込むような形になる。

			「そうですねー。ん？　これってパスタですね。ここでも食べられるんですね」

			「ああ、家で好評だったし、実験堂にもレシピを渡したんだ。上手くいけばパスタ専門店もいけるかなって」

			「専門店ですか。確かに、この種類の多さは専門店と言っていいレベルですね。……っと、ではこの和風ソースキノコ和えパスタを。この前、食べられませんでしたので……」

			「ふむふむ、じゃ、俺もシーザーサラダとサーモンとイクラ和えパスタにしようかな。すいませーん、注文頼みます」

			「へい、大将」

			「これと、これと、あとサラダと、これを食後にな」

			「分かりやした、しばらくお待ちください」

			　注文を聞き終えた店員が引っ込む。

			「食後……ですか？」

			「ああ、この前提案した料理がメニューに載ってたから頼んでみた。楽しみにしててくれ」

			「はい」

			　頼んだパスタ料理を堪たん能のうし、ついに食後に頼んだものが届く。

			「こ、これは!?」

			　キルエが目の前の物体に驚き、震えている。

			　まあ、女性ならしゃーないよな。
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			「こいつは、パフェという」

			「ぱふぇ!?」

			「語源は『完全な』だっけ？　つまり、お菓子の完成形？　というより、いろんなお菓子をまとめてみたぜ!!　ってデザートだ」

			「も、もしや、この中央にある白い塊かたまりは……」

			「ああ、キルエの好きなバニラアイスだ」

			「!!」

			　キルエが驚きよう愕がくで目を見開いている。

			「これは通称イチゴパフェと言って、キルエが好きなイチゴをメインにパフェを作っている」

			「イチゴをメインに!?　何という贅ぜい沢たくな!!」

			「見ての通り、バニラアイスの上にイチゴを２つに切って添えて、さらに周りを４等分したイチゴで囲んでいる。さらに、ソースにこれまたイチゴを使い、バニラをベースにイチゴの甘みを味わえるようになっている」

			「あ、あ、あ」

			「まあ、それだけだと見み栄ばえが今ひとつだから、長物の焼き菓子を突き刺して、それにアイスを乗せて食べるといった楽しみ方もできる」

			「げ、芸術品です。これは、どこからどう見ても食の芸術です!!」

			　あれー？

			　嬉しそうに食べるかと思ったら、キルエはなかなか手を出さない。

			　それどころか、芸術だと言って見み惚ほれている。

			　まずい、このままじゃアイスが溶けるぞ……。

			「さて、このパフェ、さらに楽しみ方がある」

			「ええ!?」

			「それには特定の条件がいる」

			「条件？」

			　キルエが首を傾げている間に無造作にスプーンを掴んで、パフェをえぐる。

			　もちろん、アイスとイチゴは一緒に。

			「ああっ、芸術が!!」

			「……それはな、大事な相手がいることだ。ほれ、あーんしてくれ」

			「え、しかし、あの、ユキ様に……」

			「グダグダいうならパフェを捨てるぞ。いいのか？　芸術品を無下にあつかって？」

			「ううっ、あーん」

			　開いた口に、スプーンを放り込む。

			　キルエは口を閉じて、ゆっくり口を動かした。

			「お、おいひいです。ぐすっ」

			「へ？　泣いた!?　ごめん、なにか痛かったか？　配慮が足らなかったか？」

			「違います。嬉しいだけです。とても嬉しいんです」

			　キルエが涙を流しながら、嬉しそうに笑っている。

			「そうか、なら残りもしっかり食べような」

			「はい」

			　それから瞬またたく間に、パフェはキルエのお腹へと消えていった。

			　食後は実験堂でお茶を飲みながら、いろんな話に花を咲かせ、気が付けばもうすぐ皆が帰ってくる時間になっていた。

			「さて、そろそろ皆が帰ってくるし、家に戻って晩ご飯の準備でもしようか」

			「はい。今日はありがとうございました」

			「毎週はきついかもしれないが、月に２～３回はこんなことをしような。きっと楽しいから」

			　俺の言葉が意外だったのか、キルエは目を丸くしていたが、すぐに満面の笑みを浮かべて口を開いた。

			「喜んで、お供いたします!!」

			　うん、この笑顔だけで、今日１日、キルエとすごした意味はあったな。

			　そう思いながら先に家へと歩き出し、キルエに背を向けると……。

			「…………す」

			　キルエが何か呟つぶやいたようだが、聞き取れなかった。

			「何か言ったか？」

			「いえ、独り言ですよ」

			「そうか」

			　

			　ｓｉｄｅ　キルエ

			　シェーラ様の旦那様でありながら、こんなメイドの私を奥様たちと同様に扱ってくれる心優しい人。

			　リーア様の言ったことが分かる気がします。

			　きっと、勇者とは力があることや、スキルや称号を持っていることではないのです。

			　目の前を歩くあの人のように、すべての人のために頑張れる人を指すんだと思います。

			　主あるじに対するものではなく、１人の女性として心から思います。

			「ユキ様、あなたを心より愛しております」

			　シェーラ様は気にしなくて良いと言ってくれるのですが、メイドの分には余る発言でしょう。ユキ様に聞こえるように言ってしまえば、すぐに奥様入りしてしまうでしょうから、こっそり言います。

			　愛しております。

			　さあ、けじめはつけないといけません。

			　これから旅館に戻って、メイドとして責務を果たしましょう!!

			　今日の夜は私の番ですから、うん、燃え上がってしまいそうです。

		

	
		
			第１３７掘　残り１日

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　さて、今日は魔王城攻略の前日で、普段の仕事は１日お休み。

			　今日の最終ミーティングでは、嫁さんたちにしっかり話しておく必要がある。

			　とはいえ、朝飯の支度がなくなるわけでもない。現在は普通に朝ご飯を食べ終わり、後片付けをしているところだ。

			　洗う食器の数も増えたよな。

			　最初は１人だったのが、まずエルジュたちが来て６人、そこから一時的に減って４人、そして一気に増えて15人……といろいろあったが、今、この旅館に住んでいるのは、俺と嫁さんたちだけだ。

			　モーブたちは、街がある程度発展したところでここを出て、冒険者区の一角に家を構えてそこで日々を過ごしている。

			　たまに遊びに来るが、大物が増えすぎて居心地が悪いそうだ。

			　でも、恐ろしいことに、全員、俺にとっては嫁さんなんだよ。

			　魔王相手であろうが、１人とて命をくれてやるわけにはいかん。

			「さて、皆、お茶を飲みながらでいいけど明日の話をしよう」

			　宴会場に戻ると、皆、お茶を飲んで待っていた。

			「というわけで、明日の魔王城攻略メンバーの発表をする」

			　俺の言葉に、数人がぴくっと反応する。

			「どういうことなの？　お兄ちゃん、みんなで行くんじゃないの？」

			　アスリンが小首を傾げて聞いてきた。

			　無論、全員が行くなんて博打はできない。

			　保険は常にかけておく必要がある。

			「ごめんな、アスリン。今回の魔王城攻略には、かなりの危険が伴うと思う。それこそ、攻略組が全滅する可能性がある。だから、ウィードで待機する人員も必要なんだ」

			「ええっ!?」

			「アスリン、落ち着きなさい。リテアの時とは違うのよ」

			「でも、ミリーお姉ちゃん……」

			「聞き分けのない子は嫌われるわよ？」

			「え、でも、でも……えぐ、ひっく。絶対、私とフィーリアちゃんがはずされるぅぅぅ……うえーん」

			「そ、んな。兄様、嫌です。いやでずうぅぅううぅう!!」

			　２人が泣きだしてしまった。

			　泣きながらしがみ付いてくるが、俺には抱きしめてよしよしするしか慰なぐさめる方法がない。

			「皆もリリアーナからの話を聞いているだろう。現在、魔王を名乗っている魔族デキラ。こいつは、もともと魔族の強硬派で軍閥の筆頭だ。なぜ軍閥の筆頭だったのかは覚えているな？」

			「はい、個人の武勇は当然として、魔物の大量使役ができたことですね？」

			「そうだ。個人の武勇なら嫁さんたちの方が上だろう。だが、一番の問題は魔物の大量使役だ」

			　エリスの言う通り、リリアーナから聞いたデキラの注意すべき点は２点。

			　一番に注意すべきは……そう、この大量使役。どの程度の規模か分からないことだ。

			　一定のレベルの魔物を使役しているのは分かるが、どこが上限か分からないのだ。

			　そして、どういった方法で使役しているのか、リリアーナですら知らない。

			　なので、ある危険性が浮上する。

			「私たちの部下の魔物たちが奪われる可能性もあるということですよね、お兄さん？」

			　ラッツが答えを言った。

			「そうだ、そこが一番の問題だ。今回、一番危険が伴うというのはそこだ。魔物が通用しない場合、当然、ドッペルも使えない。その際は生身、つまりドッペルではなく本体で行かなければいけない」

			「ユキさん、どうしてですか？　確かに魔物の制御が奪われるのは危険です。けど、ドッペルは私たちの影武者で高レベルだし、相手の制御規模を計るのにはちょうどいいのでは？　敵に回っても、倒せないことはないと思うのですが……」

			　トーリが不思議そうに聞いてくる。

			　そうなんだよな。確かにトーリの言う通りなんだ。ある１点を除けばだが。

			「トーリの言ってることは分かるけど、ドッペルが敵に回ったとき、どんな危険性があるか分かるか？」

			「ドッペルが敵に回る危険ですか？　レベルが高いことぐらいだと思いますが……」

			「……あ、そういうことね」

			「え、ミリーは分かったの？　僕はトーリと一緒でよく分からないや」

			「……情報ですね？」

			「当たりだ。万が一、ドッペルが敵の手に落ちたら、俺たちのスキルや動き、さらにはウィードの機密がばれる可能性が非常に高い」

			「「「っつ!!」」」

			　事実に気が付いてなかったメンバーの顔が、一気に強張る。

			「それは、まず過ぎるわね。ドッペルを便利に使っているから忘れがちだけど、その危険性は確かにあるわね」

			「そう、ですね。迂う闊かつでした。万が一、ドッペルの制御が奪われれば、こちらの情報が完全に漏もれてしまいます。そうなれば、ウィードは窮地に立たされるでしょう」

			　セラリアが自分の考えの迂闊さに気が付き、シェーラがその結果引き起こされる問題を考えて顔を青ざめさせている。

			「そう、だから魔王城攻略は、まずレベル１５０までの魔物で攻めて、これの制御が奪われるのであれば、俺たちが出る。状況をよく見てどうやって制御が奪われるのか、各々でしっかり観察してくれ。ドッペルは、万が一にも制御を奪われるわけにはいかないので出さない。俺たち最高戦力が切り札だ」

			　俺の言葉に皆が頷く。

			「今まで述べた理由で、魔王城攻略とは別に、ウィードに残る組が必要なんだ。皆、納得してくれ」

			「……理由は分かりました。が、お兄さんが死ぬようなことは決してさせません」

			「……同じく」

			　ラッツとカヤがそう言うと、他の皆も頷く。

			　こっちは皆を死なせたくないんだがな。

			「じゃ、ウィード居残り……いや、防衛組はラビリス、シェーラ、アスリン、フィーリア、エリス、ラッツ、リエルだ」

			「……分かったわ。でも、必ず戻ってきて」

			「……外交の代表として私、ですか……」

			「引き受けました」

			「嫌というのは簡単なのでしょうが、分かりましたよ、お兄さん」

			「何で僕がっていうのは我わが儘ままだよね。皆、ユキさんを頼むよ」

			「「うえーん」」

			　ラビリスは俺との接触で内容を把は握あくしているから、ある程度納得しているが、アスリンたちと同じく一緒に来たそうだ。でも、俺に代わるのはラビリスしかいないからな。任せた。

			　シェーラ、お前の言う通り、セラリア、ルルアが死亡した場合、各国との外交はお前に頼るしかない。だから頼む。

			　エリス、あっさり返答してるが、拳に血が滲にじんでるぞ。あとで治療しないとな。

			　ラッツ、お前はその笑顔を崩さないよな。嫌なことでもそうやって引き受けてくれて、感謝してる。

			　リエル、一番成長が凄すごいよな。疑問に思ったことはなんでも聞くし、人知れず訓練、研けん鑽さんを積んでいる。ウィードの治安は任せた。

			　アスリン、フィーリア、ごめんな。お前たち２人を、今、危険な場所に連れていくわけにはいかない。２人は、俺たちにとっての未来でもあるから。

			「次に、魔王城の地下、ダンジョンの警護……つまり退路の確保および情報漏ろう洩えい阻そ止しを、セラリアとデリーユ、カヤで頼む」

			「……ウィードの顔である私は、死亡する危険をなるべく減らさなくてはいけない……か」

			「ぬぐぐぐ……万が一、退路を確保する必要が出たら、この中では妾わらわが一番適任か……」

			「……今度は、きっと守ってみせる」

			　セラリア、それもあるけど、進軍中の連合軍を引かせる必要がある。俺たちが全滅するようなら、今の連合軍に勝ち目はないからな。冷静でいてくれよ。

			　デリーユ、俺たちの中で一番戦闘経験が多い、だからこその防衛だ。頼む。

			　カヤ、村のことを言っているのか？　ああ、ちゃんと戻ってくるから守ってくれ。

			「最後に、魔王城内の敵の掃討および魔王の首をとるのは、ルルア、リーア、ミリー、トーリ、リリアーナ、俺だ」

			「回復の要かなめですね。任せてください」

			「私ができるのかな。いえ、絶対やって見せます!!」

			「私は、トラップの探知関連やサポートね」

			「刀によるアタッカーですね」

			　ルルア、その通り、最高の回復要員だ、任せた。

			　リーア、君を最前線に立たせてごめんな。でも、頼りにしている。

			　ミリー、冒険者ギルドに勤めていた時の腕を見せてくれ。

			　トーリ、刀の扱いはもう俺より上だ。ここ一番では突破力がある。後ろは任せて、前の敵を倒せ。

			「最後に、キルエ」

			「はい」

			「この家を頼む」

			「この身が滅びても、守って見せましょう。ですから、ユキ様、奥様方、どうかご無事にお戻りください」

			　キルエ、君におかえりって言われるのは嬉しいんだ。家で待っててくれる人がいるって実感できるからな。

			「次に、今回は時間がないからかなり適当な作戦だが、本来は目標の場所を最低１か月以上、いや、２か月は監視をして相手の動きを把は握あくするのが基本だ。それを忘れないでくれ」

			「ええ、言ってることは理解できるけど、そこまで監視されたら向こうに勝ち目はないと思うわ」

			　セラリアが顔を引きつらせつつ答える。

			「実のところ、魔王城には２日目に到着している。ラッツとカヤとミリーには無理をさせてすまなかった」

			「いえいえ、お兄さんのためです」

			「……安全はなるべく確保するべき」

			「ユキさんの言ってることは、至極当然かと」

			「で、今まで俺たちで集めた情報だが、まず、予定通り魔王城の１キロ手前でマローダーを停止後、俺が直接ダンジョンを魔王城地下まで延ばした。その結果、魔王城に異変はなし。相手は、ダンジョン化した異変に気が付いていないみたいだ。まあ、かなり奥深くに設置したからな。モーブたちなどの冒険者から、ダンジョンには特有の魔力が流れているから感知されやすいって聞いていたしな」

			　モーブたちが迷うことなく出来立てのダンジョンにたどり着いたのは、その魔力に気が付いたからだ。

			　だから、魔力に長たける魔族にも気付かれるだろうと判断して、出口は作らずに真下まで延ばして試したわけ。

			「でも、それでは魔王城のダンジョン化ができないのでは？　中の様子もうかがえないと思うのですが……」

			　シェーラがもっともなことを言う。

			「ああ、シェーラの言う通りだ。しかし、昔、どこかの大聖堂をダンジョン化したことがあったんだが、その時は誰にも気が付かれなかった」

			「そういえば、そうね」

			「その時、疑問に思ってたんだが、ザーギスの研究と冒険者の協力で理由が分かった。ダンジョン特有の魔力が発生する一番の原因は、出入口が１個しかないのが問題なんだ」

			「どういうことかしら？」

			「つまりだ、本来ダンジョンは魔力の換気口が１個しかないんだ。だが、外部、つまり地上部分をダンジョンの影響下に置けば、その分、換気口ができることになる」

			「なるほどね。それで、その地上部分が広ければ広いほど、大量に換気できることになって感知されにくくなるというわけね？」

			　セラリアには俺の説明で言いたいことが伝わったようだ。

			「そういうことだ。そういうわけで、その後、試しに魔王城全体をダンジョン化したけど気が付かれなかった、というわけだ」

			「でも、あえて無視しているとは考えられないかしら？」

			「それも考えられなくもない。が、昨日の夜、デキラ魔王が寝ている寝室の中に召しよう喚かん陣を敷いて、魔物を普通に配置したが、寝たままだった」

			「「「……」」」

			「いや、一応起きたが、その前に魔物は消したし、起き上がって言ったセリフが……」

			『ん、制御が甘かったか？　部屋は立ち入り禁止にしないとな』

			「だと」

			「「「……」」」

			「あと、ダンジョン化した初日の夜だが、なんか知らんが、魔王が部屋にあった女性物の服の匂いを嗅かいでたんだけど……」

			『デキラめ、殺す!!』

			『落ち着いて、レーイア。気持ち悪いけど、追い出された私が悪いの』

			　ミーティングに参加していたレーイアがキレて、それを一番の被害者のリリアーナが抑えるという変な構図になっていた。

			「ああ、そうか。あそこはリリアーナさんの部屋だったんだよな。それなら、誰の服かおして知るべしか。でも、なんでそんな物を残してたんだ……という疑問は不ぶ躾しつけか」

			「「「変態ですね」」」

			　魔王で変態とは救いようがねえな。

			　まあ、どこかの場所では多くの男性から勇者と称えられるだろうが。

			「まあ、魔王が変態なのは置いておいて、リリアーナやレーイアによると、魔族だからといって、特に夜に起きていたりすることはないらしい。だから、明日の夜、強襲を仕掛ける」

			「それは朗報ね」

			「まあ、見張り役なんかは起きてるだろうからな。落ち着いて対応してくれよ。あとは、調べられる限りの敵の強さと配置、リリアーナの地図との差異がないか確認してみた」

			　というわけで、判明したのは以下の通り。

			・地図に差異はなし。

			・敵の強さは平均レベル１００前後。

			・魔王はレベル２３３。ただ、ここから変身したりしそうだが。

			・敵の配置は、まあ見てくれ。

			　俺の報告を聞いて、セラリアが真っ先に発言する。

			「魔王がレベル２３３か。これはあなた、自分でとどめを刺す気ね？」

			「そりゃな。侵入させる予定のレベル１５０の魔物じゃ、キツイだろうからな。レベル２００以上の魔物を送りたいところだが、もし制御を奪われると俺たちでも面倒なのが多いしな」

			「当然ね。私は退路確保の担当だし、任せたわ」

			「後は、皆、今日１日装備品の確認と作戦の確認だ。そのあとは、のんびりしてくれ」

			　その後は、皆、思い思いに明日に備えることになった。

			　リーアはナールジアさんの装備品をつけるのが初めてなので、俺も付き添ってやる。

			「あ、ユキさん。どうですか？」

			「うん、似合っているけど。……ナールジアさん？」

			「ふっふっふ、どうでしょうか!!　私の最新作は!!」

			　目の前に立つリーアは希望通りの黒を基調としたドレスアーマーを着込んでいるが……。

			　篭こ手てやブーツ、そのどれもが、けた違いの品だというのが分かる。色は黒ベースなのに、何というか悪者という感じはせず気品があって、リーアの白い髪が映える。

			　黒いティアラってなに!?　その装備、意味あるの!?

			「リーアさん、魔力を流し込んでみてください」

			「え、はい」

			　そうすると、リーアの体を魔力の膜が覆おおう。

			　ん、これって俺の防壁に似てない？

			「その通りです!!　ユキさんの超強固な魔力防壁を参考にしました。防壁層の数は、ユキさんのものより劣りますが、防具の各箇所の中に防壁展開の術式を組みこんで、使用者の魔力に呼応して魔力防壁を展開するようにしています」

			「つまり……なんだ。篭手で２つ、ブーツで２つ、鎧よろいで１つ、ティアラで１つ、それぞれ１個ずつ防壁を作っているわけか？」

			「その通りです。組み込める場所が少ないので、面積が小さい部分ほど魔力防壁の強度は下がります。ですが、それを複数装備して下を鎧で覆うことで、ユキさんの魔力防壁に近づけたわけです!!」

			　なるほどな。俺の魔力防壁に付け加えて、さらに強固な鎧をつけているわけだ。

			　俺は、基本鎧よろいをつけねーからな。

			「そして!!　リーアさん、この剣と盾をどうぞ!!」

			「あ、これも黒ベースにしてくれたんですね。ありがとうございます!!」

			　まて、待てよ。その剣、リボルバーがついてない!?　ガンソード!?

			　でもな、砲身がないから意味ないぞ。

			「これは、ユキさんが使っている銃を参考にさせていただきました。リーアさん、銃って分かりますか？」

			「あ、はい。スティーブさんに見せてもらいましたけど……」

			「では、そのイメージで剣を構えてください」

			「分かりました」

			　そうすると、自動的に剣とは別に砲身が伸び始める。

			　魔力の砲身だ。剣の魔力に呼応しているのか、黒い魔力の砲身ができた。

			「それで、弾を込めるイメージのあと、撃つイメージで放ちます」

			「こうですか？」

			　リーアが何気なく、庭の大石を狙ったのだが……。

			　ドカーン！――と、大石が木こつ端ぱ微み塵じんになった。

			「どうですか。狙った対象だけを破壊する魔力弾!!　味方を撃つ危険はなし!!　凄すごいでしょう!!　もちろん魔力による剣の強化もしているので、剣としても十分戦えます!!」

			「凄すごすぎるどころじゃねーよ……」

			「これなら私も戦えますよ!!」

			　魔王が生存する可能性が、ぐんと減った気がした。

			　あ、盾はさらに魔力防壁を指向性で展開できるので、受け流しが可能になるみたい。

			　もう、リーアが怖いぞ。

		

	
		
			第１３８掘　変態に明日はなし

			　

			　ｓｉｄｅ　リーア

			　今日はついに魔王城へ乗り込みます。

			　私にとっては、命がけの初めての戦場です。

			　レベルは１５３と高いのですが、それはユキさんのダンジョンを使って安全が保障された状態で上げてきただけで、経験がまったく足りていません。村にいたときに、ゴブリン退治を手伝っておくべきでした。どんな些細なことでも、経験になっていたでしょうから。

			　ううー、こんなことではユキさんにご迷惑をおかけしてしまいます。

			「おはよ。ん、リーア、眠れなかったか？」

			　私が考えごとをしていると、ユキさんが心配そうにのぞき込んできます。

			　今日は魔王城攻略の日なので、皆仕事はお休みです。

			　全員、旅館で思い思いに体調や心を整えています。

			「いえ、眠れなかったのも少しありますけど……どうも、ナールジアさんに強力な武具をいただいて、ユキさんに結婚指輪をもらって、ステータスも５倍になったんですが……でも、怖いんです。足を引っ張らないかって」

			　私は素直に今の気持ちを伝えます。

			「ん、それはダメだな」

			「ご、ごめんさい」

			　あ、ユキさんの期待に応えられなかった。

			　失望される。勇者なのに情けないことを言ったんだから当然ですね……。

			　死のう……。

			「ダメだぞ。足を引っ張るのは当たり前だ。怖がるべきなのは、死に別れないかってことだ」

			「え？」

			「足を引っ張るのは新人なんだから当然だ。今リーアが怖がるべきは、自分が死ぬことと、俺や他の仲間が死ぬことだ。いいのか？　リーアが死んだら、俺が泣くぞ？　後追いするかもしれないぞ？」

			「そ、そんなこと言うのは、やめてください!!」

			「嫌だろう？　そして、怖いだろう？　死んだら、話しかけてももう二度と答えてくれないんだ」

			「……はい。経験があります」

			「だから、ほれっ」

			「きゃっ!?」

			　ユキさんがいきなり抱き付いて、そのまま私を抱えて膝の上に乗せてくれます。

			「これで足を引っ張る心配も、死に別れも怖くない。大丈夫、皆いるから。皆と一緒に帰れるから」

			「はい、そうですね」

			　温もりと優しい声が、私の心配を消していきます。

			「ああ、そうだ。腹部の攻撃は絶対に防げよ」

			「なんでですか？」

			「子供ができてるかもしれないからな」

			「っつ!?　絶対、防ぎます!!」

			　ユキさんとの子供。

			　それを害する者がいるなら、すべて消し飛ばします!!

			　魔王、あなたが世の人々に害をなすのなら、容よう赦しやはしません。

			　

			　ついに、作戦が開始されることになりました。

			　出発場所はウィードの軍事施設。万が一、私たちが倒れて敵がなだれ込んできても、ここで食い止めるのが目的です。その間に、ラビリスたちがウィードとのあいだを繋ぐ転移ゲートを解除するという手て筈はずになっています。

			「さて、現在、時刻は22時33分。23時に作戦を開始する。皆、準備はいいか？」

			　全員が頷きます。

			「前も説明したと思うが、この時間が、一番敵が寝静まっている頃だ」

			「当然ね。ウィードみたいに電気が通っていないのだから、蝋ろう燭そくや魔法の明かりでこんな時間まで起きてる意味がないわ。よほどのことがない限りね」

			　セラリアがそう言います。

			　その通りだと思います。

			　そもそも、ウィードがおかしいんですよ？

			　夜でも煌こう々こうと光が灯っていて、蝋燭や魔力の明かりなどとは比べものにならない明るさです。

			　外の世界だと、日が落ちたら仕事にならないので、そのまま晩ご飯を食べて寝てしまうのが普通でした。

			　用事があれば起きていることもありますが、蝋燭代だってただではないのです。

			　なので、ユキさんが決めた奇襲の開始時刻は打ってつけだと思います。

			「じゃ、現在の状況を説明する。ルーメルへ攻勢中の魔王軍は、いまだ勇者たちに足止めを喰らっている。損害は13万と言ったところだが、ほとんどが魔物なせいか、まったく引く気配はない。まあ、最初に一気に10万を損失してからは、無理な進軍はしていないようだが」

			　なるほど、いまだ魔王軍の主力は動いていないと。

			　これなら、急ぐ必要もないわけですね。

			「次に、連合の進軍状況だが、思いのほか魔王城へと続くルートで足を取られている。関につく予定が、２～３日遅れそうだ」

			　ふむふむ。

			　精密とはいえあの地図だけでは、どれだけ道が荒れているかまでは分かりませんでしたからね。

			「これに合わせて今日の作戦を遅らせることはない。予定通り、魔王城攻略をする。関の工作準備期間も、長ければ長いほどやりやすいからな」

			　そうですね。リリアーナさんが内応にじっくり時間をかけられますから。

			「あと、別件だけど。ランクスは現在、タイキ君率いる解放軍とガルツの連合軍により、王都をすでに追われて追撃をかけられている状態だ。キユによると、タイキ君支援部隊からの報告では、強襲で王都を占拠し、国王、王妃は捕縛。あの馬鹿姫は逃亡したそうだ。残党数は５００ほど。ほとんど抵抗はできないだろう」

			「……バカですか？」

			「勇者様の名前を欲望のままに使ってたんだ。こんなもんだろう。ガルツのティークが出てきたことも、自分たちに頭を下げに来たくらいに思って油断していたらしいぞ」

			「「「うわぁ」」」

			　駄目な国、ここに極まれりですね。

			「といっても、これもタイキ君が今までがんばった根回しの結果だ。いきなり謀む反ほんを起こしても、どうにもならんからな。タイキ君が一番心配していた世話になった人たちの被害についても、大丈夫だったそうだ。事前に逃がして、王都の人に迷惑が掛からないようにあっさり占領したようだよ」

			　凄すごいです。

			　さすが、ユキさんと同じ異世界の出身者というべきでしょう。

			「最後に、ウィードのことは残ることになった皆がやってくれる。万全とはいいがたいが、できうる限り力を尽つくした結果として、状況は俺たちへ傾いている。皆の頑張りを無駄にしないように、今日魔王城を落とす」

			「「「はい」」」

			　話が終わると同時に、全員のコールからアラームが鳴り響きました。

			　22時45分、行動開始です。

			「よし、じゃ行ってくるよ。ラビリス、アスリン、フィーリア、シェーラ、エリス、ラッツ、リエル、ナールジアさん、頼んだ」

			「「「がんばってー!!」」」

			　声援を受けて、私たちは転移ゲートへ足を踏み入れ、移動しました。

			「予定通りに動く。現在の場所は、魔王城の真下に作ったダンジョン通路だ。コールでＭＡＰを確認してくれ」

			　ユキさんに言われた通り、全員がＭＡＰを開きます。

			「何度も言ったが、赤い点が敵の位置だ。しかし、これは城内すべての生命体をマーキングしているだけだから、侍女なども含まれている。逃げるならともかく、立ち止まって対峙したり、こっちに向かってくるようなら斬り捨てろ。そうしないと危ない。腰が抜けて動けないようなら、渡したスタンガンで気絶させろ」

			　確認作業なので、皆即座に頷いて次を促うながします。

			「魔王の位置はここだ。俺たちは宝物庫に転移陣を敷いて、一気に飛ぶ。まさか宝物庫が俺たちの出入り口になっているとは思わないだろうしな。魔物が攻めてきた騒ぎで、宝物庫の門番は手薄になる。そこを制圧して、俺たちは魔王の首を取りに行く。セラリア、デリーユ、カヤは宝物庫の防衛を頼む。内側から開かないようにすることも忘れるなよ」

			「任せなさい」

			「うむ」

			「……大丈夫」

			　ユキさんの作戦は素晴らしいです。

			　宝物庫が私たちの出入り口になるとは、敵は露にも思っていないでしょう。

			「最後に、一番懸念される魔王の動向を見てみるか。ダンジョン内、城の寝室にいてくれているので、様子が見られるのがありがたいな」

			　ユキさんがそう言って、魔王の部屋を映しだしました。

			　そこには……。

			『すーはー、すーはー。うむ、もうすぐリリアーナの奴は私の元に跪ひざまずき、股を開き、女の喜びを知るのだろうな。うはははは!!　っと、すーはー、すーはー』

			　変態がいました。

			　アレは魔王ではありません。

			　いえ、女性にとって魔王よりも忌むべき存在。台所のＧと同等かそれ以下。

			「あー、その、魔王デキラは起きているみたいだ。作戦は槍やりでいく。いいな？」

			「「「……了解」」」

			　ユキさん以外は女性なんで、画面に映る変態な汚物が気持ち悪くてたまりません。

			　……と、集中しないと。

			　今回、大まかに魔王城攻略には３種類作戦があります。

			　第１案：魔王が寝ているなら、魔物にいったん全部任せる。その後、魔王が不意打ちで倒せないなら、私たちが出る作戦。通称「剣作戦」。

			　第２案：魔王が起きている場合、魔物が城内を闊かつ歩ぽすれば即座に気付かれる可能性があるので、私たちは魔物の突入と同時に魔王の首を取る作戦。通称「槍作戦」。

			　第３案：魔王がこちらに気が付いていて、迎え撃つ準備をしている場合は、魔物を一気にけしかけて魔物に意識が向いている間に、私たちが魔王を討ちとる作戦。通称「弓作戦」。

			　あ、作戦内容と呼称に違いがありすぎると思うのですが、これはわざとだそうです。

			　剣と言われれば真正面、槍やりと言えば距離を生かした戦い、弓と言えば遠距離からの不意打ち、と思いがちですから。私たちにとってはこの呼称は記号なだけですので、敵に聞かれても、どんな作戦かがばれないようになっているのです。

			「２フタ３サン０マル０マル。時間だ、作戦を開始する」

			「「「はい」」」

			　ユキさんの合図で、私たちは宝物庫に転移しました。

			　宝物庫につくと、私たちはすぐにその場で散開して辺りを警戒します。

			　事前情報通り、宝物庫内部には変な仕掛けはないようです。

			　鍵かぎが強力なので、宝物が傷つくのを恐れて罠わななどは仕掛けていないのでは、とユキさんは言っていました。

			　入口は１つですし、警報がなるような魔術の仕掛けも扉にあるだけで中にはありません。

			　ユキさんは、「監視カメラって大事だよなー」って呟つぶやいています。

			　何でしょうね、監視カメラって？

			　私たちが監視している間に、ユキさんは魔物の配置、宝物庫の開錠……というかダンジョンマスターの権限で無効化します。

			　さらに、内側から鍵かぎをかけられるようにかんぬきを設置。

			　２フタ３サン０マル５ゴに、予定通り扉前からドサッと人が倒れる音がしました。

			　ユキさんが先頭で扉を開くと、今回魔王城攻略の要かなめになってくれたシャドウスネークの姿が見えました。シャドウスネークはこちらを見てコクッと頷くと、そのまま闇やみが続く廊下へ消えていきます。

			　シャドウスネークは、闇での活動を好む蛇モンスターらしいです。

			　私自身は、そんな魔物は聞いたことがありません。

			　冒険者のモーブさんたちも知らないと言います。

			　それもそのはず、このシャドウスネークはレベルが１３０という伝説級の魔物なのです。

			　このシャドウスネークは闘技場で行われている魔物の観察実験で発見された魔物で、行動する際にほぼ音がせず、魔力の気配も消すことができ、夜目が効く、といった完全に暗殺者のような魔物です。

			　全長はそこまで大きいわけではなく４ｍほどですが、レベル１３０に見合った敏捷性、攻撃力、蛇特有の毒といった、嫌らしい武器を持っています。

			　体自体も風景に合わせて色を変えられる――ユキさんが擬ぎ態たいと説明してくれました――本当に怖い魔物です。

			　ちなみに、本来の色は意外なもので白だったりします。

			　さて、シャドウスネークたちに任せてばかりにはいきません。

			　私たちもリリアーナさんの先導の下、魔王の部屋に走ります。

			　道すがら、殺害および捕縛役のアンデットのデュラハン・アサシンとヒーラーのワイト・ノワールが、こちらへ敬礼してきます。

			　足下には血だまりができており、ヒモでグルグル巻きにされた兵士が転がっていました。

			　デュラハン・アサシンというのは、アンデットの魔物でデュラハンの上位種なんだそうです。私はよく分かりませんが、デュラハン自体が高位の魔物で、このデュラハン・アサシンはその名のごとく暗殺を得意としたデュラハンみたいです。

			　レベルは１２０とシャドウスネークよりは低く、防御力もデュラハンより劣りますが、素早さが高く、なぜか鉄鎧を着込んでいるのに、動いても音がほとんどしません。

			　ワイト・ノワールもアンデットですが、高位の魔術師の骸むくろが魔物化したものと言われています。モーブさんたちは一度討とう伐ばつしたことがあるようですが、この魔物によって危うく街が落ちかけたそうです。モーブさんたちが戦ったのは一番ランクの低いワイトだったそうですが。

			　ワイトはもちろん魔術も使えますが、魔物を使役することもでき、魔物の大氾濫の際に指揮をとっているのはワイト系だと言われています。

			　ワイトの中でもこのノワールは支援魔法に特化しており、回復魔法も使うことができるので、指揮に回られると非常に厄やつ介かいだそうです。

			　冒険者ギルドのロックさんが言うには、１１０年ほど前にワイト・ノワールの出現が確認された際には小国が２国落ちたそうで、連合軍で対処してようやくこれを撃破したとのことです。

			　ちなみに、レベルは魔物たちの中でも一番低い90。

			　あと、ユキさんがワイト・ノワールについて「何でフランス語やねん」って言ってました。

			　何でしょうね、フランス語って？

			　これらシャドウスネーク、デュラハン・アサシン、ワイト・ノワールの３匹？　３人？　を１チームとして、城内の敵の無力化を試みています。

			　その総数は、３００。つまり、１００チームがこの城で敵対した相手を無力化および殺害していることになります。

			　

			　何度か角を曲がり進んだところで、リリアーナさんがある扉の前で止まりました。

			　皆も動きを止めます。

			　リリアーナさんが頷くのを見て、ここが魔王の部屋だと言うことが分かりました。

			　皆が、いっせいにユキさんの方へ視線を向けます。

			　ユキさんが頷いた瞬間、豪華な扉を蹴け破やぶり、魔王をさが……し……。

			「はっはー!!　被かぶってやったぞ!!　リリアーナの下着を!!　残りはこうだ!!」

			　そう言って、変態はリリアーナさんの物と思われる下着を口に入れてしまいました。

			「死ね!!」

			　リリアーナさんが飛び出して顔面を殴りつけ、魔王デキラをベッドに沈めます。

			「ぐはっ!?　なっ、リリアーナか!!　くくく、どうやってここまで来たのか知らないが、一発でとどめを刺せなかったのは、お前のミスだな」

			　そう言いながら、下着を被った変態がベットの上で立ち上がります。

			「ほう、後ろの者が協力者か。男は殺すとして、女どもは一度味わってやろ……」

			　変態の言葉は最後まで続きませんでした。

			　理由は簡単です。

			　ベチャ。

			　魔王の室内に肉片が飛び散ります。

			「変態は片付きました。リリアーナさん、この部屋はどうします？」

			　私は剣の砲身を解除しつつ、リリアーナさんにこの部屋をどうするべきか尋ねます。

			　魔王？　いえ、変態はもう肉片になりましたよ。

			「燃やしましょう。デキラ、いえ、変態に触れられた服などいりません」

			「……あ、えーと」

			「どうかしましたか、ユキさん？」

			　作戦行動中なのに、ユキさんが珍しく動揺しています。

			「いや、魔王の話は聞かないのね？」

			「え、変態しかいませんでしたよ？」

			「はい、変態しかいませんでした。聖女だった私が保障します。リーアの行動は、なにも間違ってはおりません」

			「刀が汚れなくてよかったです」

			「さ、ユキさん、炎の魔術できれいさっぱり焼いてください。リリアーナさんのためにも」

			「あ、はい。分かりました」

			　ミリーさんのひと声で我に返ったユキさんが、部屋の焼却処分を始めます。

			　さて、あとは地下に捕まっている和平派を救い出して、茶番劇の準備をしないといけませんね。

			　でも、私はほとんど手伝えないですし、真っ先に剣を井戸で洗いたい気持ちでいっぱいです。

			　だって、変態の息の根を止めたのはこの剣ですから、ちゃんと綺き麗れいにしてやらないと可哀相でしょう？

		

	
		
			第１３９掘　茶番劇の準備

			　

			　ｓｉｄｅ　リリアーナ

			　私のお気に入りの部屋が燃えていく。

			　なんて悲しく、虚むなしいのでしょう。いろんな意味で、とても悔しいです。

			　あんな変態に、私は魔王の座を追われたのかと思うと……。

			　と、しっかりしなくては。予定通り魔王、いや、変態の排除は終わりましたし、次は地下牢へ行って和平派の皆を助けなくては。

			「ユキさん、それぐらいでいいです。次は地下牢に向かいたいのですが、いいでしょうか？」

			「あ、はい。いや、ちょっと待ってくれ。城内の状況を確認する。ミリー、トーリは出入口を警戒。リーアは窓に盾を構えて警戒。ルルアは予定通り魔王の偽者を」

			「「「了解」」」

			　ユキさんはすぐに指示を飛ばして、行動に移ります。

			　ウィードに保護してもらってから、彼の行動を見てきていますが、ダンジョンマスターの権限を譲り受けて、存分にその力を発揮しているのではないでしょうか？

			　ダンジョンの大本の権限はエルジュさんが握っているのですが、私が見る限り、失礼になりますが、エルジュさんはそこまで統治者として向いているとは思えません。

			　それに比べて、実質、この作戦の指揮をとっているユキさんはけた違いです。

			　作戦立案といい、行動力といい、ダンジョンの特性を利用する発想といい、この人は並の人物ではありません。きっと、ウィードがあれだけ凄すさまじい発展を遂げたことにも、何かしら関係しているでしょう。

			　しかも、ただ頭がキレるだけではなく、個人の戦闘力も底知れないのです。

			　正直、彼の魔力は私を遥かに上回っています。

			　今回は国としての面めん子つがあるため個人での活躍は控えているようですが、きっとユキさんを止めることは不可能ではないでしょうか？

			　そんな人物が、なぜ参さん謀ぼうなどという地位にいるのか、いまだに疑問です。

			「こちら作戦実行部隊。作戦の推移を報告。作戦は槍やりを選択。結果、目標アローはクリア、次の目標ベータへ移る。現在２フタ３サン２フタ４ヨン、作戦の推移は極めて良好、どうぞ」

			『こちら本部、了解。作戦の成功を祈っています』

			『お兄ちゃん、お姉ちゃん、がんばれー!!』

			『兄様、姉様、頑張ってー!!』

			『ふふふ、こちら退路確保部隊、了解。現在、こちらは敵勢力に気付かれた気配はなし。このまま退路の確保を継続』

			　今、ユキさんは皆と状況を伝え合っているところです。

			　それにしても、この伝達速度や対応力、どの点から見てもウィードという国の力は、この大陸の中でも群を抜いているでしょう。

			「さて、報告は済んだ。あとは、城内がどうなっているか……と」

			　そう呟つぶやきながら、ユキさんがダンジョンマスターのスキルを駆使して、城内の敵勢力の状況を把は握あくしていきます。

			　行動に無駄がない、迅速な判断です。

			　いったいどうやれば、ここまでになれるのでしょうか？

			　将軍や親衛隊の隊長でも、ここまでできるかは分かりません。

			「よし、皆、警戒しつつ聞いてくれ。個人でＭＡＰを開く必要はない」

			「「「はい」」」

			「現在、城内のおよそ７割が沈ちん黙もく。さすがに作戦途中で気付いて起きだした兵士がいて、抵抗している。抵抗が激しいのは３か所だ。

			　１つは城内にある兵士の詰所。ここは、増援を10チームやったからすぐに収まるだろう。２つ目は城内警備にあたっていた親衛隊。即座に隊長に報告して迎げい撃げきをしているが、夜なのであまり上手くいっていないみたいだな。３つ目は城内に残っていた四天王の１人だ。リリアーナの情報通り、力押しのジェスタだっけ？　攻撃力と防御力が高いから、なかなか致ち命めい傷しようにはなってないみたいだな。２つ目、３つ目についても30チームずつ支援にやることにした」

			　ユキさんの報告に、私は愕がく然ぜんとしました。

			　魔王城に勤める数は、魔族全体の数からみて多くはありませんが、最低３０００人はいるのです。全員が兵士ではないのですが、兵士が１５００人はいます。

			　それが、20分ほどで７割が沈ちん黙もく？　ユキさんたちが呼んだ魔物が強力なのは分かりますが、魔族である私たちが戦って、すぐに負けるような相手ではないはずです。

			「目標の地下牢までの残敵はなし。うん、作戦通りってところか。ワイトとノワールの支援魔法は怖いわー。ぐっすり眠らせて、デュラハンとアサシンで捕縛か殺害。シャドウスネークで見回り兵は仕留めると」

			　なるほど、敵を起こすような真似をしなかったわけですか。

			　確かに、城に勤めている人員が３０００人以上いようが、夜はそのほとんどが寝てしまっています。

			　魔物たちを使った作戦は、まさに的を射ていたというわけです。

			　それに、寝ていた者たちは簀す巻まきにされているだけなので、必要以上に血が流れるようなことはなかったとみるべきでしょう。

			「２フタ３サン３サン０マルに地下牢へ移動を開始する。リリアーナさん、先導を頼みます」

			「分かりました」

			「リーア、窓から見た外の様子は？」

			「静かです。戦闘をしている人が本当にいるんですか？」

			「兵士の詰所は城にあるが、離れだしな。親衛隊の詰所も逆サイドだ。四天王の１人も、わざわざ東西南北に一部屋ずつある四天王専用部屋でやりあっている。リリアーナさん、復権後は警備体制と配置の見直しをおすすめするよ」

			　……あなた以上の指揮官、そして部隊と作戦が、そうそうあるとは思えませんが。

			「ミリー、トーリ、外の様子は？」

			「「気配なし」」

			「ルルア、ドッペルの準備はどうだ？」

			「はい、準備ＯＫです。変態のドッペルは、この通り」

			　目の前には、魔王を模倣したドッペルゲンガー、いや、変態の姿がありました。

			　いえ、ドッペルゲンガーが中身なので、こちらの方がまともです。

			「よし、ならその偽者は、このまま連れていくぞ。地下牢の人たちも納得しやすいだろうからな」

			　確かに、私が１人で説得するより、この変態の偽者を目の前で跪ひざまずかせた方が効果的ですね。

			　ここの地下牢にいる人たちは和平派なので、味方かどうか選別する必要がないのです。大事なのは、偽者の変態の下、解放されたという事実と魔物を排除したこと。

			　このあとは関を守る魔族をどう選別するかですが、強硬派と小競り合いを起こせば、必ず伝令が進軍中の魔王軍に向かいます。

			　なので、連合軍が関を落としてこの城を落とすまでは、建前上、変態には生きててもらう必要があるのです。

			　そして、あの作戦が実行されれば強硬派も和平派につかざるを得なくなるでしょう。

			「２フタ３サン３サン０マル。作戦を開始」

			　ユキさんがそう言うと、全員が素早く外に出て、周囲の警戒をしながら私を待ちます。

			　……と、あの作戦が上手くいくかは、私の説得にかかっているのです。

			　今は、今後の希望的な予測を立てることより、眼の前の目標を成功させなくては。

			　私は廊下へ出て、再び暗闇の中を走り始めます。

			　これが、未来への道なのです。

		

	
		
			第１４０掘　関攻略

			　

			　ｓｉｄｅ　クアル

			「……クラック殿」

			　私は目の前で繰り広げられる茶番劇を見ながら、横にいるリテアの指揮官に尋ねる。

			「この茶番劇を、どう思いますか？」

			「ユキ殿が言うことなら間違いないだろう。話にない事態が起きているのなら間違いだが、ユキ殿が言っていた話通りなのだろう？」

			「無論。セラリア様からも伺うかがっています」

			「ならば、この茶番劇は必要だ」

			　クラック殿は部下に指示を飛ばしつつ、魔族を救うという建前を実行しているところだ。内応でこちらについた魔族を味方、正義とし、敵についた魔族と魔物を敵、悪と断じるよう言われた連合軍が、もの凄すごい勢いで関へなだれ込んでいる。

			　当初の予定通り、関に着く前に、こちらへ魔族の男が伝令に来てこう言った。

			「援軍感謝、しかし関攻略で軍を削る必要なし。どうか、我らに任せて魔王城を頼みます。あなた方が我らの希望なのです」

			　その報告を聞き、事情を知らないロシュール近衛隊隊長のアレス様や連合軍の兵士たちは、逆に和平派魔族を救うべく奮起。声を揃えて、エルジュ様に関にいる和平派魔族への援護と救助を嘆願し、関の攻略へと参加をしている。すべて予想通りの動きだ。

			「しかし、もう時間の問題ですね」

			「すでに関の扉は味方によって開かれていて、軍は流れるように入っていっている。さらに、本来関の上から攻撃できる魔術や弓は、内応のせいでほとんど機能していない。内部も同様だ。狭せまい通路なら少数で大勢を迎げい撃げきできるが、現在機能を果たしていない」

			「ん？　クラック殿、それは違うのではないですか？　関の門が破られた時点で内部は意味をなさないのでは？」

			「軍事目的の防衛としては意味をなさないが、少数を逃がすために通路で防衛を敷くのは間違っていない」

			「ああ、確かに。では、少数は魔王城へと逃げたと？」

			「そうだろうな。でも、向こう側は、すでにユキ殿が押さえている。完全に詰みだ。個人として生き残ることはできるだろうが、魔王を中心とした組織は、これでほぼ終わりだ」

			「ルーメルへ侵攻している30万が引き返してくれば、分からないのでは？」

			「それは懸念の１つではあるが、知っての通りセラリア様、ユキ殿たち上層部は、さほど問題視していない」

			「なぜでしょうか？」

			「そちらも聞いているだろうが、ルーメル侵攻軍はその半分の15万がすでに壊かい走そうしていて、もう軍としての機能を果たしていない。残りの15万も動揺が激しく、本国、魔王から攻撃指令があるから、仕方なく継続して戦っているだけだ」

			「つまり、すでに半分がいなくなっていて、侵攻軍の士気はガタガタ。そんなときに魔王が死んだと聞けば、降伏すると？」

			「全部が全部ではないだろうが、過半数は降伏するだろう。なにせ、もう戻る場所もないのだ。絶対に殺されると分かっていれば降伏や投降はあり得ないが、その時にはリリアーナ殿が魔王に、いや、魔族の王に返り咲いているだろうからな」

			「それに、ユキ殿が言ったあの作戦もあるから心配ないと？」

			「ああ、あれがあってなお抵抗するのは、いろいろな意味で盲目というか、ただの破滅願望の持ち主だろう」

			　確かに、あの作戦が成功すれば強硬派はもう倒れるしかない。

			　強硬派の意味がなくなる作戦なのだから。

			　そんなふうに話していると、関から魔王の旗がついに降ろされ連合軍の各国の旗が翻ひるがえる。

			「落ちたようですね」

			「ああ、しかし呆気ないな。普通の関なら10日、いや、１か月は攻略にかかるのだが……」

			「根回し結果ですね。わずか４時間で陥かん落らくとは。そういえば、今日の予定はどうなっているのですか？　すぐに進軍を？」

			「いや、予定ではこの関にいた友軍と協力する必要があるので、今日はこれで進軍は終わりだ。負傷兵の手当てもあるし、関を落とした後始末もある。１日、２日は情報収集という建て前の休息になるだろう」

			「後から追加の兵糧が入って来る予定もありましたよね」

			「ああ、ここを兵糧の集積場所、中継地点にするわけだ。その準備や防衛部隊も置かなければいけない。予定より早かったんだ。急ぐ必要はないだろう」

			　私たちが話していると、セラリア様が近づいてくる。もちろん偽者のドッペルだが。

			「報告を受けてこっちに来てみたけど、問題なさそうね。ロシュールの精鋭とリテア、ガルツの少数支援でどうにかなったみたいね」

			「お疲れ様です、セラリア様」

			「今回で褒ほめられるべきは、最前線に立ったロシュール兵たちでありましょう」

			「クラック、相変わらず堅いわね。確かにロシュールの尽力はあったわ、でも、リテアの回復兵や支援兵、ガルツの大盾による鉄壁、連合軍がいてこその戦果よ。そして、力を貸してくれた新しき友のおかげ。見なさい」

			　セラリア様に言われて私たちが関で勝かち鬨どきを上げている兵士たちを見ると、ロシュール、リテア、ガルツ、魔族が肩を組んで叫んでいる。

			　また、他の場所では、怪け我がをしている兵士たちを魔術の得意なリテアの兵と魔族が、一緒になって必死に治療している。

			　どこもかしこも、種族や国などによる差別の様子はない。ここにいるすべての人々が戦友であり、友なのだ。

			　これは友好への架け橋、大陸の平和への確かな一歩と言えよう。

			「きっと、この出来事は歴史に残るのでしょうね」

			「おそらくは」

			「何言ってるのよ。これだけで満足なんてしないでよ。まだまだ、先は長いわよ」

			　確かに、これはただの足がかり。

			　大陸から戦争をなくすための一手。

			「しかし、セラリア様。もう、手て筈はずは整っているのですね？」

			「ええ、もちろんよ。誰の作戦だと思っているのかしら？」

			「……ユキ様ですよね。決して、セラリア様の功績ではないと思いますが」

			「夫の功績は私の功績よ。そうでしょう、クラック？」

			「あ、いえ。そうですが、そうでないとも言えるような」

			　クラック殿がなにか言いにくそうにしているが、ここでビシッと言わないと、旦那自慢が始まるので、何としても話を変えなくては。

			「そういえば、そのユキ様はどうされました？」

			「んー、ユキなら家で晩ご飯の準備をしているわよ」

			「「……」」

			　なんと言うか、ユキ様の性格は知っていますが、これはセラリア様を甘やかしすぎではないでしょうか？

			　というか、女王の配偶者で軍の参さん謀ぼうにして、裏では３国、いや、魔族の国を含めて４国を口ひとつで動かせる大人物を、セラリア様は給仕のごとく扱ってらっしゃる。

			「なによ、その目は、夫が趣味でやってることよ。ご飯も美味おいしいし、仕事も滞とどこおりない。何も問題はないでしょう？」

			「まあ……」

			「……そうですな」

			　２人でなんとか言葉を呟つぶやく。

			　というか、仕事よりもご飯の方が重要なように聞こえるのは、どうなんでしょうか？

			　そんな会話をしていると、デスト殿が関から戻ってきた。

			「……関の完全制圧が完了。これより物資の搬入を行い、防衛部隊の選定に入ります」

			「分かったわ。これから２日ほど、負傷兵の後送と物資の補充を行います。魔族の扱いについては、希望するなら従軍を、負傷しているなら無理をさせず後送して手厚く看護を」

			「了解」

			「あとは、今日は防衛担当の部隊を最少人数にして、それ以外には酒をふるまいなさい。歴史上初の快挙なのだから、祝いましょう」

			「はっ、承りました!!」

			　デスト殿がそう言って駆け出していく。

			　あ、ちゃんと命令書は渡していますよ？

			　さすがに、セラリア様のＯＫの言葉だけで物資を使うことはできません。

			　正式に書類をちゃんと書いて、印を押さないとダメです。

			　そこら辺はちゃんとしています。

			「さてと……あ、いたいた。エルジュ」

			「あ、ちぃ姉様」

			　指示をし終えたセラリア様は、予想通り、溺愛しているエルジュ様を探して本陣へ入っていく。

			　私は護ご衛えい役でもあるので、一応行く先を言って欲しいのですが……。

			「どうされたのですか、ちぃ姉さま？」

			「そろそろ晩ご飯だから戻ってきなさい」

			「え、でも、関を落としましたし、私が抜けるわけには……」

			「ドッペルに任せときなさい。クアルもいるし、適当にやってくれるわ。今日は関を落とした記念ってことで、夫が豪勢にいろいろ作ってるから、帰って来ないともったいないわよ」

			「う、ユキさんが豪勢に作ってるんですか……」

			　うん、ユキ様が作る料理は絶品だ。

			　調味料をバランスよく使い、食材の味を引き出す。

			　今日はユキ様本人が豪勢と言うほどだ。私たちからすれば普段でさえ豪勢だと言えるのに、それを上回るとは。

			「って、待ってください!!」

			「あら、どうしたの、クアル？」

			「私は居残りですか!?」

			「え、当然でしょう？」

			　ぬぐっ!!　確かに部下だし、セラリア様のことは尊敬もしている。

			　が、あの食事となれば話は別だ。

			　というか、今回、ウィードのセラリア様の親衛隊は食事に不満を抱えている。

			　連合軍に合わせて、干し肉や干した果物ばかりなのだ。

			　一応、ウィードの優れた補給物資は十分提供できるのだが、必要最低限の補給に抑えている。

			　連合軍の各国の兵士が、こぞってウィードの食品を直接買おうとする危険性を減らすためだ。

			　各国上層部からすれば、自国の兵士の資金がウィードにごっそり流れることになって問題になりかねない。

			　その点はユキ様も納得していて、結果、ウィードからの物資補給は最低限でというスタンスをとっている。もちろん、本当に問題があれば簡単に補給できる手立ては取った上で。

			　というわけで、私たちも、基本他国の補給物資で賄まかなうことになっている。

			　なにが言いたいかと言えば……。

			「不満です!!　私も連れて行ってください!!」

			　上司が、この後美味うまい物を食べるのを分かっていて、黙ってはいられないのだ!!

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「ん～？」

			「どうしたのかしら？」

			「いや、何か人が増えそうな予感がした」

			「それはそうね。こんなに豪華なんだもの。誰かが匂いに釣られてやってくるわ」

			　ま、人が増えようと、そうそうなくなるような量じゃないし、ラビリスたちも手伝ってくれてるし、足りないならすぐ作ればいい。

			　うん、問題はないな。

			「ほい、コレ持って行ってくれ」

			「はい、お兄ちゃん」

			「はい、兄様」

			　さて、次はローストビーフでも作ってみるか。

		

	
		
			落とし穴22掘　少しの隙間とゲームという暇ひまつぶし

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　うん、のんびりや。

			　いまだかつてないくらいのんびりしてるわ。

			　ずずっ。

			　お茶を啜すすってひと息つく。

			　外は青天。いや、ダンジョン内だけど。

			「本当にね。本来私たちは従軍中だから、下手に人前に出るわけにはいかないものね」

			「ああ、そうなんだよな」

			　今日は平日。他の皆は仕事に行っている。

			　だが、従軍しているはずの俺たちは、ここにいないことになっているので、アリバイづくりのために人前に出るわけにはいかない。

			「でも、あと９日もこの調子だと暇ひますぎるわ。もう、布団で寝てましょうよ？」

			「そんな肉欲に爛ただれた日々を送るつもりはない」

			「あら、理性なんていらないと思うわよ？　あなたの妻ですし、夫の欲望は受け止めるわ」

			「まあ、嫌ではないが、そんなことすれば他の皆の相手もしないといけなくなるだろう」

			「相手すればいいじゃない。朝から昼は私、夜は他の皆で夜通し」

			「俺の休む暇ひまがないよな、それ？」

			　どこまで本気か悩むんだよな、セラリアの場合。いろいろと本気で言ってる節もあるし。

			　当のセラリアは笑っている。

			　その顔を見て、美人だなとしみじみ思う。俺にはもったいないぐらいにな。

			　そんなことを考えていると、セラリアは顔を庭に向けて、お茶を啜すすりだした。

			「……ごめんね」

			　突然、流れるように呟つぶやくように、そんな言葉がセラリアの口から出て消えていく。

			「どうした、いきなり？」

			　セラリアは、少し真剣になっていた。

			「……異世界のユキ、いえ、トリノカズヤが、この大陸を救うために連れて来られたことよ」

			「……それは、セラリアが謝ることじゃねえよ」

			　セラリアの顔を見るのをやめて、日本の旅館に似せて作った庭の風景を眺める。

			　そう、いくら似せていても、ここは日本ではない。だから、どこまでやっても本物ではない。

			　まあ、偽物が本物に劣るかどうかはまた別の話だが、俺にとってこの風景は似せた物でしかない。俺が少しでも日本を忘れないために作ったものだ。

			　アロウリトという世界の文化の中で、いつか俺の日本の心が消えないために。

			　俺にとっての日本という形をとどめておきたかったのが、このウィードなのだ。

			　この世界に連れて来られて、はや、９か月ちょっと。王国は救うし、他所の国にもちょっかいを出したし、今や魔王をどうにかしようとしている。

			　こうした行動の向かう先は、この大陸を救うことだとセラリアたちには話している。

			　だが、真実はこの世界を救うことだ。

			　悲しいことに、いや、セラリアたちも含むこの世界の知識では大陸が唯一の世界であり、海の向こうにさらなる大地があることも知らない。

			「いえ、カズヤがこの大陸を救う羽目になったのは、この大地に生きる人々が不甲斐ないからでしょう？」

			　いや、真実は魔力云々の話だから、調整を間違えたルナか他の神様の責任だろう。

			　ああ、違うか。神様がいろんな世界を適当に覗いてたら好ましい世界があったから、それを滅びないよう維い持じしたくなったと、そんなところか。

			　ただの趣味みたいなもの。義務もない。神という生き物にとっては、人や世界などそういうものなんだろう。

			　俺たちにとっての、周りの風景と一緒。その風景を保持したいというだけだ。

			「だから、私はこの大地に生きる者として、カズヤに言うわ。不甲斐なくてごめんなさい。そして、私の手を取ってくれてありがとう」

			「……嫁さんなんだから、気にするなよ」

			「カズヤは寂しくない？　家族と会えないのよ。家族はきっと心配してると思うわ」

			「……だと、いいな」

			　元の世界で俺を知っている人間は、俺のことに関する記憶はすべて改ざんされて、いなかったことにされているからな。

			　残ざん酷こくというか、一種の介かい錯しやくというか、情けというか。

			　おかげで、俺が戻っても意味がなくなった。

			　戸籍も貯金も、家族の記憶も、すべて消えてしまった。

			　今さら戻っても、俺にとっては地獄でしかないだろう。

			　ただ、こうした話をセラリアにするのは、まだ先だ。

			　セラリアのことだ。きっと大激怒して、ルナに攻撃を仕掛けるだろうからな。

			　良くも悪くも真っ直ぐな嫁さんだし。

			「まあ、俺にはセラリアや他の嫁さんたちがいるからな。寂しくない」

			「……ユキが、あなたがそう言うなら……分かったわ」

			　うーん、少し話題を変えるか。

			　俺としては、もう気持ちの整理はついてるんだし、セラリアが変に気にする必要はない。

			「しかし、俺たち、かれこれ10日ぐらい休んでるよな」

			「連合軍の先回りをして、４日後に魔王城は陥かん落らくする予定だけど、その後も説得と掌しよう握あくで３日、その後、関の説得にも３日はかかるだろうから、あとさらに９日もあるわよ。というか、これから残り９日間をどう過ごすか考えてたんじゃないかしら？」

			「そりゃ、セラリアがいきなり謝ってきたからな。じゃあ、なにして暇ひまをつぶすか考えるか」

			「んー、そうね。やっぱり家でできることよね？」

			「なるべくそれがいいよな。あまり街に出るのはおすすめしない。俺たちは従軍中ってことになってるしな」

			「やっぱり、あなたと蜜月するのが一番だと思うのだけれど？」

			「昨日もしただろうに」

			「別に飽きないわよ、私は」

			「俺も飽きてはいないが、減るんだよ、物理的に」

			　……出すからな、それはもういろいろと。

			　あー、それならあれをやらせてみるか。

			「なあ、ゲームをやってみるか？」

			「げーむ？」

			「ああ。ほれ、あのテレビを使った遊びだ」

			「え？　映った映像でどうやって遊ぶのよ？」

			　おお、なんか凄すごいな。

			　ゲームをプログラムすることを考えた奴は、天才かもな。

			　テレビという物しか知らなければ、確かにセラリアみたいな思考になるよな。

			　それを遊びに使おうって考えるのは、なかなかできることではないってことか。

			「なにか、映画でも見るの？」

			「いや、実際に体感？　とは違うが、実体験みたいな遊びができるんだよ」

			「はあ？」

			　セラリアが首を傾げてる。

			　まあ、想像の範囲外すぎるよな。

			　俺も、ゲームはこっちに来てからほとんどやってない。セラリアたちに見せても大混乱するだけだから、控えていたというのが正しいけど、テレビを知った今なら問題ないだろう。

			　日本語もスキルで理解できるし、いけるな。

			「ちょっと待ってろ」

			　俺はそう言って、ダンジョン最奥の自室に置いてある、俺の相棒とも言うべきゲームを取り出してきた。

			「なにそれ？　ＤＶＤを見る機械に似ているけど？」

			「あー、あながち間違いでもないが、ゲーム機の本体だ、これが」

			「ゲーム機？　本体？　どういうこと？」

			「接続するから、ちょっと待っててくれ」

			　えーと、ここがこうで、コンセントは……っと。

			　さすがに、現代の戦争モノやそれを超えた文明を下地にしたゲームをさせる気はない。

			　映像だって、そういうものは避けている。

			　さすがに世界観が違いすぎて、今のセラリアたちには手に余るからな。

			　だから必然的に、前時代的なＲＰＧ系になる。

			　スイッチを入れ、画面を切り替えてゲームを起動する。

			　すると画面には、ちょうどルナに連れ去られる時にやっていた、あのダークファンタジーＲＰＧのタイトルが出た。

			　これならば問題あるまい。

			　操作が複雑だが、ファミコンをやらせるのもアレだしな。

			「なに……これ」

			　セラリアは、目の前に広がるダークな世界の映像に魅入っている。

			「ふっふっふ。これが、セラリアが冒険する世界だ」

			「え、この中に入るの!?」

			「あ、いや。ほれ、このコントローラーを持って」

			「コントローラー？」

			　首を傾げつつも、俺が渡したコントローラーを握るセラリア。

			「こんなふうにな」

			　ふむ、これは俺が見本でゲームをやるより、操作方法を教えながらやるのがいいかな？

			　実感できるだろうし。

			「よし、画面にスタートとかロードとかあるだろう？」

			「ええ」

			「それで、スタートを……」

			　

			　――正直に言おう。

			　やっちまった。

			「このぉ!!」

			　現在、16時30分。

			　そろそろ晩ご飯の準備をしないといけないのだが、あのゲームを教えてから、セラリアは実に、８時間連続でプレイ中である。

			　最初はコントローラーの操作もおぼつかなかったが、今では普通に移動しながらアイテムを使って装備品まで変えられるような熟じゆく練れん者になっている。

			　このダークファンタジーは、セラリアにはドツボだったのだろう。

			　操作方法を軽く覚えたあと、ゲームの目的をザックリと説明した。

			　王女様であったセラリアにとって、ソロが基本で冒険できるゲームは琴きん線せんに触れたらしく、なぜかキャラクターを男にして、ガンガンＭＡＰを攻略していっている。

			「あー、囲まれた!?　状況把は握あくが甘かった!?」

			　いくらセラリアが熟練者のような操作ができても、このゲームは攻略できない。

			　死んでその都度覚えるデストラップが売りのゲームなのだ。

			　ま、しっかり確認して進めばそうそう死にもしないのだがな。ボス以外ね。

			「今度こそは、突破するわ!!」

			　そうやってスタート地点に戻されたが、セラリアはめげずにまた進み始める。

			「あの、セラリア？」

			「なに？　今、忙しいんだけど!!」

			「そろそろ、晩ご飯作りに行くけど、どうする？」

			「あー、私はゲームしてるわ。ご飯ができたら呼んで頂戴」

			「おう」

			　その後、晩ご飯の場には、ちゃんとやって来た。

			　だが、全速力で飯を食うと、セラリアは即座に部屋に戻っていった。

			「……お兄さん。なにか進軍で問題でも起こりましたか？　セラリアがああまでお兄さんのご飯を素早く食べて、お代わりなしとか……」

			「……おかしい」

			「さ、さあ、なんだろうな？」

			　言えるか。

			　ゲームにはまってるだけだなんて!!

			　この後、セラリアは３日徹夜したあと丸１日熟睡した。

			　ゲームの制限時間をつくるべきやな。

			　って、俺は親か!!

			　……ゲームって恐ろしいな。
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			第１４１掘　魔王城攻略　前夜

			　

			　ｓｉｄｅ　リリアーナ

			　ようやくこれで、魔族は他の種族から隔絶された歴史を終える。

			　いや、目の前にあるこの魔王城の攻略が終われば。

			　私は目の前にある、大きな月を背にそびえる魔王城をしばらく見つめ、本陣へと戻る。

			「リリアーナさん、お帰りなさい。……どうでしたか、久々のお城は？」

			「なんとも言い難いですね。嬉しいのやら、逃げてきたのが悲しいのやら」

			「……そうでしょうな。魔族という仲間たちが救われるのは嬉しいことですが、リリアーナ殿が逃げ出すために散った命も、確かにありましょう」

			　アレス殿の言う通りです。

			　私が逃げる際、腹心ともいえる兵士のほとんどがデキラたちによって倒されました。

			　デキラは変態ではありましたが、プライベート以外はそれなりに優秀で、根回しも十分な変態だったのです。ええ、変態ですが。

			「だが、夜が明けてからの一戦で、この戦いに蹴けりがつく。私がリリアーナ殿を守るから、気にせず最前線で呼びかけてくれ。エルジュという妹のような存在を助けてくれたのだ。それぐらいはさせてもらう」

			「ローエルお姉様、ありがとうございます」

			「気にするな、エルジュ。それだけでもない。リリアーナを筆頭に、今まで魔族が必死に耐えてきたのだ。それを助ける最大のチャンスだ。逃しはしない。我らガルツは、勇敢に戦う友を決して見捨てはしない」

			　そう言って、ローエル殿が家宝の盾を構えます。

			　彼女は防御力については、かなりのものです。

			「しかし、関の時とは違って、魔王城には内応という策は効かないでしょう。いや、可能だとしても、すでに手は打たれていると考えた方がいい。この本陣はすでに敵にばれているし、どうやって攻めるかが問題かと」

			　クラック殿が、関の攻略と違って、この戦いは厳しくなると言っています。

			　裏事情を知らなければ、当然ですね。

			　関から逃げた魔族が戦況などを報告しているでしょうし、まともに魔族と戦えば苦戦は必至でしょうから。

			　こうして、その場で明日の戦いに向けた最後の打ち合わせが始まりました。

			「なるべく住人には手を出したくない。リリアーナ殿、今一度確認しますが、住人のほとんどは、魔族や魔族にならなかったご家族の方たちなのですな？」

			「はい、へん……魔王に強制的に従わされているだけです。奴ど隷れいの首輪のように命令を強制させるような力は魔王にはないので、住人が抵抗するようなことはないと思います。こちらが危害を加えなければ、諸手で歓迎してくれるでしょう。彼らにとっても解放は望むべきことですから」

			「なるほど。しかし、それでは住人たちが自主的に義勇兵として援護してくれた場合、混乱しますな。そこら辺の対応を考えなくては……」

			「確かに、住人たちの協力してくれる気持ちは嬉しいが、連携できなければ足を引っ張られてしまうな。無理に最前線に出れば、私たちではカバーしきれないかもしれないし」

			　確かに、住人たちがいっせいに蜂起して反乱が起これば、連合軍は連携が取れなくて大混乱になるでしょう。

			　ですが、こちらも実は、事前に意図的に反乱が起きる手て筈はずになっています。

			　あえて私たちの主導で蜂起を起こすことによって、義勇軍の動きをコントロールして、連合軍との連携をしやすくするためです。

			　不確定な要素があるのであれば、その不確定要素を操作してしまおうと考える発想。まったく、とんでもない考えです。

			　あの人の頭の中は、どうなっているのでしょうか？

			　連合軍の重職が思い当たるだろう懸念を先回りして考え、さらに的確な対策をとっているのです。

			　あの人の知識は、なんというか、この連合軍の中の誰よりも長い間歴史を積み重ねている、数多あまたの賢人たちが出した答えのようです。

			　確か、ランクスにいるという異世界の勇者と同じ出身だとか。異世界では、あの人もただの人なようですが、いったい異世界とはどんな所なのでしょう。

			　と、そんなことを考える前に、連合軍の懸念を払拭しなければ。

			「多分ですが、義勇軍のことは大丈夫です」

			「なぜだ？」

			「関攻略の時に、仲間の１人を撤退する兵に紛れ込ませました。だから、一緒に帰還して住民たちへ説明しているはずです。下手に手を出せば迷惑になると言って、動きを調整してくれているはずです。その人は私の友人で、人を指揮する才能はありますので……」

			「なるほど、リリアーナ殿の言うことだ。関攻略の時の友人たちの奮戦もある。そのご友人を我らは信じる。いいかな、皆々様方？」

			「問題ありません」

			「私も問題ないな」

			　連合軍首脳陣は私の話を信じてくれて、住人たちの動きへの対処は少数で当たり、部隊のほとんどは城の攻略に参加することに決まりました。

			　あとは、夜明けを待つばかりです。

			　その後、私は細かな作戦準備をすることはないので、他の首脳陣とは違って、夜風に当たろうかとテントを出ました。

			　雲ひとつない夜空に、月が浮かんでいます。

			「あら、リリアーナ、どうしたのかしら？」

			　私の後を追ってきたのか、先ほどの会議で全然口を開かなかったセラリア様が声をかけてきました。

			「いえ、もう私のできることがないので、月を眺めていました。そちらの手て筈はずはどうなっているのですか？」

			「ん？　あの作戦なら、もう準備ＯＫよ。誰が魔王役をやるかで揉めたぐらいだから」

			「そ、そうですか……」

			　なんで、こんな軽い調子なのでしょうか。

			　歴史に残るような大作戦を前に、なぜこのように落ち着いていられるのでしょうか。

			「私たちが軽すぎて変かしら？　でもね、私たちにとっては、この程度で止まってはいられないのよ」

			「え？」

			「これが終わりじゃないわ。この戦争が終わったあとも、何とかして他の国と争わず和平を結んで、安全な世界を作っていかなくてはいけない」

			　セラリア様はそう言うと、私の横を通り過ぎて２、３歩ほど前に行き、月を見上げます。

			「その道のりは、この戦争のように簡単に終わるような内容ではないわ。リリアーナも王を務めていたなら、分かるでしょう？　平和という均衡が、いかに脆もろく維い持じしにくいかを」

			「……はい」

			　私は平和を強く望み、血の流れない方法を模索して、結局、強硬派の台頭を許してしまいました。結果、多くの血が流れることとなりました。

			「この争いは、私たちにとってはただの一歩。この程度、軽くこなせなくては意味がないわ。リリアーナ、分かっているのかしら？　これから魔族は、多くの種族や国と関わることになる。そのとき起こりうる問題に対処していくのは、これからの魔族を率いるあなたよ」

			「はい、そうでした」

			　そう、この戦いが終われば、私は魔族を治める王になる予定です。

			　結局、魔王に戻るわけですが、他国と交流を持つのは今までにないこと。予想もつかない問題に対処していくことになります。

			　確かに、勝ち負けのはっきりする戦争よりも、遥かに難しい話に思えます。

			「セラリア様にとってのただの一歩は、私にとっても同じだったようですね。この一歩は、私にとっても夢のまだ途中……」

			「そうよ。だから、こんなことでつまずくわけにもいかないし、慌てる理由もないわ」

			「そうですね。その通りです」

			　セラリア様の顔を見て、そもそも私がなぜ他の種族と和平を築きたかったのかを思い出しました。

			　ただ、こうやって笑い合えたらきっと楽しいだろう、と思ったのです。

			　子供じみた発想ですが、間違ってはいない気がします。

			　だって、目の前のセラリア様は微ほほ笑えんでいて、こうして会話できているのですから。

			　これを、願わくば……いえ、私たちの手で永久に続いていくようにしていかなくてはいけません。

			　だからこそ、これから起こる茶番は絶対に必要。

			　変態……いや、魔王の偽者がより魔王らしく振る舞い、主に強硬派を手あたり次第生いけ贄にえにして強力な魔物を呼ぶというシナリオです。

			　デキラは、魔族の一種族での統治など望んでいなかった。自分１人が唯一の強者でありたかったと印象づけて、強硬派をもデキラから離反させるための恐ろしい作戦です。

			　どうやって思いついたのか尋ねると、あの人はお約束だと言っていました。異世界では、そんな恐ろしい手段を平然とやるのが普通なのでしょうか？

			　とにかく、その偽者魔王の極悪非道の行動によって強硬派は半数近くが生贄になり、半分は戦意を確実に失うでしょう。

			　こうした事態を知ったルーメル侵攻軍は引き返すしかなくなるでしょうし、魔王城が落ちていると分かれば、無理やり従軍させられている和平派はこちらに寝返るでしょう。

			　完かん璧ぺきに詰みです。

			「さあ、そろそろ進軍を開始するわよ。夜が明けて来たわ」

			　セラリア様の視線の先に目を向けると、日が昇り始め、空が徐々に赤から青へと色合いが変化していくのが感じられます。

			　気が付けば、セラリア様の周りに連合軍首脳陣が集まっていました。

			「準備はどうかしら？」

			「ウィード部隊、問題ありません」

			「ロシュール部隊、いつでも動けます」

			「リテア部隊、問題はない」

			「ガルツ部隊は、私を含めてすでに臨戦態勢だ」

			「だそうよ、エルジュ」

			　最後に本陣から出て来たエルジュ様に向かって、セラリア様が声をかけました。

			「皆さん、力を貸してください。この一戦は魔王を討つのが最大の目的ですが、友を救うことも大事です。そして、願わくば、平和を望む者たちが少しでも生きて帰れますように。生きて笑えますように……」

			　エルジュ様はそこで言葉を区切ると、威勢よく言いきりました。

			「これより、魔王城攻略を開始する!!　全軍、奮ふん励れい努力せよ!!」

			「「「了解!!」」」

			　今ここに、魔王城攻略が始まった。

		

	
		
			第１４２掘　魔王城攻略　前編

			　

			　ｓｉｄｅ　エリス　魔王役ドッペル指導員

			「デキラ様!!　人間の混成部隊が城下街の門への進軍を開始しました!!」

			「ふむ、夜明けを狙ってきたか。夜襲が来るかと思ったが、安全策をとったな……。よし、予定どおり、城門の部隊はそのまま抑えに回れ。その間に別働隊が後ろに回って奴らを叩く」

			「はっ、了解しました!!」

			　そうやって、指揮官の１人が走って出ていきます。

			　セラリアが予定どおり進軍を開始したみたいですね。

			「しかし、デキラ様。先日の強力な魔物召しよう喚かんでの失敗は痛かったですな」

			「今それを言っても仕方なかろう。召喚実験をしていたのは、デキラ様ではないし、あやつはすでに首を刎はねておる。強力な魔物も手に入っておるし、全体的にはプラスじゃろう」

			「……そう、ですな。死人が出たとはいえ、そこまでの被害はないですし。親衛隊が苦戦を強いられるほどの魔物が３００体、城の兵士は臨時招集も合わせて３万もいますしな」

			「そうじゃろう。相手戦力は１万ほどと報告があるし、安泰じゃて。心配することはない」

			　ふむふむ。魔王軍幹部たちの話を聞く限り、魔王城攻略作戦はちゃんと予定どおり進められているようです。

			　デキラを暗殺した際のゴタゴタは、魔王軍の中では、１人の魔族の魔術師が召しよう喚かんという古代の魔法陣を見つけ、それを使って魔物を召喚して城内で騒ぎを起こしたということになっています。

			　あ、先ほど話にあがった召喚された魔物３００体ですが、もちろん今回の戦いに参加させるわけですし、全員弱体化させていますよ。

			　まあ、そういう工作をして、死んだ変態に成り代わったドッペルのデキラ君は、強硬派魔術師を今回の騒動の原因として処刑して、召喚陣とその研究成果を没収したことになってます。

			「しかし、最前線に和平派を固めておいて大丈夫だったのだろうか？　関では内乱が起きて開門されたと聞いたが」

			「そこも心配はあるまい。だから前衛にまとめておるのよ。裏切ったり邪魔になれば、後ろから撃てばよい。城下町の門、防壁は二重になっておるのは知っておろう。第１の門を和平派に抑えさえて、我ら強硬派は、第２の門で弓を番つがえて見張っておればいい。裏切ってもすぐ矢を射かけられるし、門の中は火計に移れるよう油をまいておる。門や防壁内の和平派が裏切ったり、敵に突破されるようなことがあれば、まとめて燃やせばいい」

			　こっちは、魔王軍が和平派をどう扱うかで取るべき行動が変わります。

			　変態を倒した後、牢屋へリリアーナさんが行って、今回のことを説明しました。

			　１つ、和平派が最前線に立たされるのであれば、それを利用して寝返ること。

			　無論後ろから監視されているでしょうが、追い返した相手を追撃するフリをして、門外に出ればいいだけですし。

			　家族が人質にされる可能性もありますが、それについては、すでにダンジョンの機能を使って厳重に守っています。

			　２つ、和平派を今のうちに処刑してしまえとなった場合。

			　結果的に採用されませんでしたが、こうなった場合は、デキラドッペルが直接処断して、和平派を魔物を召しよう喚かんするための生いけ贄にえにするという演技をして逃がす予定でした。

			「まあ、この王都襲撃の件について、ルーメル侵攻軍へ伝令をやっている。向こうから30万もの援軍が引き返してくれば、和平派の連中は寝返っても勝ち目はないとみるじゃろう」

			「だな、万が一王都を落とせても、30万の軍勢で取り返せばいいだけか」

			「そうじゃ。デキラ様と我らが無事であるなら、ルーメル侵攻軍と協力すれば造作もないて」

			　いえ、ここの全員がこのあと死亡しますけどね。

			　むしろやっちゃいますけどね。

			「そうだな、心配など要いらぬ。下等な人間どもなぞ、私が薙なぎ払ってくれる。私はリリアーナのように甘い思想に浸ってはいない。より確実な力により、すべてを支配する」

			「さすが、デキラ魔王さま!!」

			「うむ、強力な魔王がいる我らに敗北はない」

			　魔王が立って宣言すると、幹部たちがそれに続いて立ちあがり賞賛の声を上げる。

			　さて、セラリアの方はどうなっていますかね。

			　城下の門に着いて、布陣している頃でしょうか。

			　ユキさんの行動の速さからすると、連合軍の動きの鈍さには欠伸あくびが出ますよね。

			「万が一、この城に攻め込まれても、城下の民を盾に逃げればどうにでもなるだろう。奴らは魔族を仲間や友だと言っていって、抵抗しない相手には危害を加えないらしいからな」

			「まったく、リリアーナと同じように甘い連中ですな」

			「勝てる戦いも勝てませんな。いっそ、わざと部下を投降させて油断させ、連合軍の大将や将軍でも討たせますか？」

			「もう、戦端は開かれているし、向こうにはリリアーナがいる。下手に戦力を無駄にする必要はないだろう。さすがに我らに王座を追われたのだ。簡単には信ずるまい」

			「それもそうですな。わざわざ小細工を弄ろうすることもないでしょうな。すでに戦局は、我らに傾いている」

			　いえ、もう敗北必至ですよ？

			　逃げられませんから、させませんし。

			　しかし、面倒ですね。

			　予定では、ここで魔王が乱心したと伝える役の幹部が必要なのですが、どいつもこいつも私の目に留まりません。

			　無理やり強硬派に取り込まれている人もいるでしょうに、国民を盾にして逃げるという発言に誰も言い返すことがありません。

			　気概がなさすぎます。

			　これなら、ドッペルで適当に影武者を作らせて、デキラみたいに扇動させるべきかしら？

			　でも、ドッペルは完全な模倣ができないし、ばれる心配もあるからもう少し待つべきでしょうか？

			　ま、会議が終わるまでの制限時間としましょう。

			　ここに集まっている幹部がばらけると、目撃者として使えないので、ここでやっちゃうことになっています。

			　さあさあ、頑張らないと生存者なしの報告をすることになりますよ？

			「しかし、親衛隊長殿はなにか意見はないのですかな？　今までひと言も喋しやべってはおりませんが？」

			「……民を盾にするなと言っても無駄なのだろう」

			「それはその通りです。デキラ様や私たちの生存こそが、国が生き残る方法なのです。……ああ、リリアーナから取り立てられたのでしたな、あなたは」

			「……今でも私は、リリアーナ様が四天王の２人を切り捨てて、ロシュール、ガルツ、リテアの三つ巴を引き起こしたとは思えない」

			「今は、ただの犯罪者のリリアーナですよ？　結果は知っているでしょう？　あの女は自分がやったと否定できなかった。あの女も、結局甘いことを言いつつ、自分だけいい所をせしめようとしていただけです」

			「……だから、お前たちの言うことを受け入れている。が、これだけは言わせてもらう。万が一、連合軍が魔王城に迫った場合、私と親衛隊だけは民の誘導に行かせてもらう。これは約束しましたな？」

			「ええ、あなたたち親衛隊が城下に出れば、それだけで引き付け役になるでしょう。むしろ、連合軍は何か罠わななのではと思うのでは？　そのときは、無事に民を逃がせるといいですな。私たちはその間に、さっさと逃げさせてもらいましょう。ま、そんなことは、万が一にもあり得ないでしょうが」

			　その言葉に、会議場が笑いに包まれる。

			　ふむふむ、最後の最後で見どころがありそうな人が出てきたみたいですね。

			　では、あの人以外は生いけ贄にえによろしくお願いします。

			　私の合図を受け取った魔王役のドッペルが、おもむろに発言します。

			「……時に皆。私が処刑して騒動を収めた召しよう喚かん騒ぎだが、それについて興味深い内容が分かった」

			「ほう、それは何ですかな？」

			「今の３００体よりも強力な魔物を呼び出し、その魔物の力を我が物にできる方法があるらしい」

			「それは素晴らしいですな!!」

			「実は、すでに呼び出している。この場でお披露目をしたいのだが……」

			「構いませんとも!!」

			　１人がそう言うと、全員とまではいかないものの、ほとんどが賛成した。

			　そして、会議場にその魔物が姿を現す。

			「「「おおっ……」」」

			　その姿を見て、その場にいる全員が息をのみ、驚きの声を上げる。

			　私自身の感想はというと正直、その魔物は気持ち悪いものでした。

			　魔物と分類していいいのか――分類するなら、アンデッド系になるのではとユキさんは言っていました――人をベースにして、改造を施ほどこした人造人型兵器というべきでしょうか？　姿は身長２ｍ後半で、大きい剣と盾を軽々と構えていて、常時、魔術が撃てるように矢の魔術が展開されています。

			　しかし、見える部分の素肌には皮がなく、筋肉などが丸見えになっていて、グロテスクです。

			　私が気持ち悪さを感じながらその魔物を観察していると、魔物がいきなり幹部の１人に食いつきました。鮮血が広がります。

			「こいつは、人を喰って強くなるそうだ。ここにいる幹部全員を喰えば、どれほどになるだろうな」

			　デキラドッペルがそう言って、魔物を幹部たちにけしかけます。

			　会議場が瞬またたく間に血に染まりました。

			　

			　その喰いあさる魔物を闘技場の実験で見たとき、ユキさんはこう言っていました。

			『バイ○ハザードか、ラヴォ○かよ』

			　異世界の固有の単語なので、その生物の具体的な容姿などは分かりませんでしたが、共通する意味は聞きました。

			『進化し続ける化け物』

			　これ以上に魔王に相応しい魔物はいないでしょう。

			　さあ、セラリア、魔王城内に魔族がいなくなる前に来てくださいよ。

			　さすがに、これを１人で押しとどめるのは嫌です。グロテスクなので。

		

	
		
			第１４３掘　魔王城攻略　中編

			　

			　ｓｉｄｅ　セラリア

			　さすがに魔王城攻略戦のときに、のんびり自宅でお茶を飲んでるわけにはいかないわ。

			　ということで、今回は前夜から本陣に加わり、今は敵城下の門の目の前にいる。

			　さてと、エリスや夫たちからの報告からすると、第１の門にいるのは和平派らしいから、リリアーナの内応であっさり開いてくれると楽なんだけど、どうなるのかしら。

			　確か、裏切りがないように見張られているらしいし、こっちが第１の門を攻略した際は、火計を使って一緒に焼くなんて小細工も考えているみたいだし、どう動くべきかしら。

			　事前に皆で策はいろいろ考えたけれど、この連合軍じゃエルジュが大将だから、私の意見を押し通すのは越権だし、姉という立場を使った威圧行為よね。

			「さて、どうしたものか」

			「そうですな……」

			「とりあえず、リリアーナ殿の内応があるから、待ってはどうだろう？」

			「無理に攻めて被害を出すのも、今後を考えると避けたいところだな」

			　他の連合軍首脳陣もいろいろ意見を言い合っているようだが、積極的に攻めようという意見はないようだ。

			　ま、城下門を突破したあとは本命の魔王城だから、兵力はなるべく温存したいわよね。

			「ま、私たちで話し合っても意味がない。エルジュに意見を聞いてみよう。連合軍の大将なのだから」

			　ローエルがそう言うと、視線がエルジュに集まる。

			「エルジュ様、皆が意見を求めております」

			「え？　ああ、オリエル、ありがとう」

			　あら、エルジュの様子が変ね。

			　オリエルに声をかけられるまで、皆の視線が集まっていたことに気が付いてなかったけど、彼女は何に気を取られていたのかしら？

			「そうですね。皆さんの言う通り、この先魔王城を攻略するためにも、ここで無駄な犠牲を出すのは、できる限り抑えなければいけません」

			　エルジュの言葉に皆が頷く。

			「と、いいましても、ここで棒立ちしていても敵は出てきませんし、私たちが攻めない限り状況は動かないでしょう。そこでですが、実は、先ほどリリアーナさんが内応に送った人から連絡がありました」

			「ほう、それはなんと？」

			「現在の城下門防衛の内容です。知っての通り、城下門は城壁を２重、扉を２重にして厳重な守りを固めています。で、ここを攻める際は、門を破るのが一番最短の攻略法だという見解は会議で出たとおりです。その城下門の第１門、つまり、外側、私たちが今攻め込もうとしている場所ですが、そこは魔王に家族を人質に取られた人たちが守っているようです」

			「なんだと……卑ひ怯きような」

			「はい、ですがさらに悪い内容が続きます。その第１門の部隊を、第２門にいる魔王の直属部隊が弓を番つがえて監視しており、裏切り者が出たり門を突破されるなど万が一のときには、門に仕掛けた火計を発動して、私たちごと焼却するつもりだそうです」

			「さすが魔王といったところか……クズめ」

			「だが、相手はそこまで追い詰められていると考えてもいいだろう」

			　ふむふむ、仕入れた情報を開示する方を選んだか。

			　まあ、罠わなもあるわけだし、意識しないと巻き込まれる可能性もあるから安全策ね。

			　もっとも私だったら、第１門はほっといて、第２門の方に突撃したらって思うけど。

			「これが、今の第１門の防衛状態です。そして、内応している方から、私たちへの要望が届けられました」

			「どのような内容ですか？」

			「はい、私たちに果敢に攻め込む演技をして欲しいそうです。猛攻が始まれば監視の目が緩くなり、その間に開門、および火計の阻そ止しをするそうです」

			「ふむー、なるほど。それが成功すればいいですが……。開門したところを中で待ち伏せされて、火計と弓の雨では無駄死にですぞ？」

			「リリアーナ殿のご友人を信じられないというのか、クラック殿は？」

			「いや、そうではない。魔族を盾にするような奴らだ。策を見破って……あるいは変な行動をとれば、味方もろとも一緒に殲せん滅めつする腹かもしれんと思ったのだ」

			「そういう可能性も、確かにあるな」

			　そうね、絶対成功するとは限らないし、警戒をしておく必要はあるわね。

			　火計なんて準備さえできてれば、誰かが火をつければいいだけだし。

			　一同が悩んでいると、夫が一歩前に出て来た。

			　参さん謀ぼう役だから、進行や軍によほどの被害がない限り、首脳陣の会議には口を出さないのよね。

			　なぜかローエルの参謀のヒギルも、同じように夫の横に立っている。

			　あら、この様子、２人でコソコソやってたみたいね？

			「提案をしてよろしいでしょうか？」

			「お義に兄い様……構いません。何か妙案でも？」

			　ぶっ!?

			　危ない。吹き出しかけた。

			　そうか、エルジュにとっては、夫は義理の兄になるんだった。

			　今までエルジュはユキさんと言っていたから、違和感がトンデモなかったわ。

			　ウィードの中でならともかく、ここは連合軍の陣中。確かに、下手に私の夫を下の名前では呼べないわよね。

			「はい、ヒギル殿と協議したのですが、今回はリリアーナ様のご友人の提案に乗りつつ、こちらも別口で仕掛けるのはどうでしょうか」

			「どういうことでしょうか？」

			「詳しくは私が説明いたします。発言よろしいでしょうか？」

			「どうぞ、ヒギル殿」

			「では、失礼をいたします。注目すべき点は、今回は魔王城の魔王を倒すのが目的だということです。つまり、この西門を、必ずしも突破する必要はないと言えます」

			「なら、南門にでも移動するのか？　それはなんというか無駄な気がするが、ヒギル？」

			「いえ、ローエル将軍、違います。何のために、魔王軍が門の防衛に必死なのかが大事なのです」

			「なるほど、門は魔王城へ進軍させないための場所、防衛の要かなめですな」

			「はい、クラック殿の言う通りです。つまり、私たちがいる西門はもちろん、他の北、南、東のどの門が落ちても、防衛の意味がなくなるのです」

			「つまりだ、他の門にも攻勢を仕掛けるということだな？」

			「はい、そうすれば敵は嫌でも分散しなくてはいけませんし、こちらが動く素振りを見せただけでも、兵を割かなくてはいけません。あと、敵が別門から別働隊を作り我が軍の後方を襲われるのを防ぐ意味もあります」

			「確かに、西門だけにかかりきりだと、他の門から敵の別働隊が来てもおかしくはない。奇襲するにはもってこいだ」

			「なので、監視を兼ねて北、南、東門へ５００名ずつ派遣し、無理のない範囲で門の攻略にかかってゆさぶりをかけてください。西門と同じように火計などの罠わなが備えられている可能性は、低いでしょうからね。そんなことをすれば最悪、自分たちが出られなくなりますから」

			「だな。それに、これだけ大きな門を構える場所を、４か所も火の海に沈めようとすれば、油がいくらあっても足らんな。１か所だけならともかく、他の門まで火計を備えているとは考えにくい」

			「この西門攻略を開始するタイミングは、他の門へ行く別働隊が出発してからがいいかと。その後、内応する和平派に寝返ってもらい、それで向こうが火計を用いるなら門から普通に逃げるのがよいでしょう。無論、門の場所へ変な小細工をされてはたまりませんから、門防衛の部隊を作り、守りと細工の解除をさせておくのがよいかと。私からの提案は以上です」

			　そう言って、ヒギルと夫は下がった。

			　なるほどね。

			　本来、同時に多方向から攻撃を仕掛けるのは、相手より兵力が上回っていて余力がある場合に限るのが一般的だ。戦力を分散させれば、その分負ける可能性も高くなるから余裕がなければ取れない作戦といえる。

			　でも、今回に限ってはいい作戦に思える。

			　西門の敵は、和平派を前に押し出して監視している状態だ。手薄状態の他の門に軍が攻めてきたら、大慌てで対応しないといけないから、和平派の監視も緩くなるだろう。

			　相手は大人数を集めて裏切りの監視をしていたつもりが、自分たちの首を絞めるわけになったってことね。

			「私はヒギル殿の作戦を支持します。陽動が成功すれば内応もしやすくなるでしょうし、被害も少なくなります」

			　エルジュと同様に他の皆も異存はないようだ。

			　結果、即座に陽動と他の門を攻略するための部隊が組まれ進軍を開始した。

			　そして、時を合わせて本体も西第１門へと攻撃を開始。

			　門や関への攻撃は、夫の常識外の兵器を使わない限りは、弓で城壁上の敵を牽けん制せいしつつ、門に取り付いてこじ開けるといった方法しかない。

			　連合軍を見ると、一応、城壁へ梯はし子ごもかけてはいるが攻めあぐねているといった様子。

			　演技なのだから、下手に中に押し入るわけにもいかないのが実情だ。

			「あなた、内応の件はどうなると思うのかしら？」

			「そうだなぁ、成功して欲しいが、少し周りの警戒が強すぎるな」

			「まあ、関で裏切りを出したあとだし、それは当然よね」

			「ああ、でも、他の門に別働隊を向けたから、敵さんの数がばらけてきてるぞ、ほら」

			　そう言って夫はダンジョンのモニターを見せてくる。

			　ここはすでにダンジョンの支配下なので、ウィードと同じくリアルタイムでの監視が可能になっているのだ。

			　まったく、ここまで情報が手に入る状況だと、戦に負ける方が難しいわね。

			「お、門に人が集まってるな。第２門の方はかなり分散しているし、こりゃ、そろそろ開くか？」

			「陽動が上手くいったみたいね。あとは火計をどうかわすかね」

			　門を見ていると、内側から開き始めた。

			　城壁上には、こちらを歓迎する意味の白旗を振っている兵士がいる。

			「よし、全部隊に通達!!　門の細工、火計への対応を忘れず、侵入を開始するぞ!!」

			「「「おお―――!!」」」

			　ローエル率いる守りの堅いガルツ部隊が、予定通り真っ先に侵入して道を切り開く。万が一、罠わなでも、ガルツの部隊なら後退できるだろうという判断だ。

			　そして、門内の敵対勢力の排除にはロシュール、支援にリテア、ウィードの部隊はそのまま第２門の攻略へ向かう。

			　さてさて、第２門はいつまでもつのやら。

			　エリスもそろそろ動き出す頃だし、どんなふうになるのか楽しみね。

		

	
		
			第１４４掘　魔王城攻略　後編

			　

			　ｓｉｄｅ　リリアーナ

			「リリアーナ様、第２門の敵が引いていきます!!」

			「陽動部隊から連絡、南門の開放に成功!!」

			「敵東門より別働隊の出撃を確認、速やかに第１門の門を閉じて、後方の攻撃に備えてください!!」

			「セラリア様の別働隊への連絡を、最優先で伝えてください!!　第２門の内情を知っているものはいませんか。少しでもいいです、情報を!!」

			　現在、私たちは第１門を突破し、第２門へと差し掛かろうとしています。

			　第１門は陽動のかいもあって、あっさりと和平派の皆がこちらについてくれました。

			　門内の火計も問題なく排除し、わずかに残った油に火がついてボヤが起きたぐらいです。

			「ウィード部隊が、すでに取り付いているわ。心配しなくていいわよ。敵も引いているみたいだし、このままぶち破るわ」

			　私がセラリア様や首脳陣たちに報告を送る前に、セラリア様が来てくれました。

			「聞きましたか、敵の別働隊がすでに……」

			「ええ、他の首脳陣も聞いているわ。第２門が開門したら、ウィード部隊をそのまま第１門にくる別働隊の迎げい撃げきに当てるわ。もともと数が少ないから、こういう使い方が正しいわね。魔王城は他の部隊に任せるわ。内容は知っているでしょうけど、無暗やたらに前に出ると、アレに喰われるわよ？」

			「はい……分かっています。もう魔王城ではアレが暴れているのですね」

			　私は、いまだ目立った変化を見せない魔王城を見つめて言います。

			「ええ、エリスから報告があったわ。城内に残っている主なトップは、すでに一部を残して食い尽つくされたそうよ。今は親衛隊の隊長率いる部隊が、なんとか押しとどめているみたいだけど……」

			「彼ですか……」

			「あら、知り合い？」

			「ええ、私が彼を親衛隊隊長に就任させたんです。実直で勤務態度もよく、実力も人柄も、親衛隊隊長になるべくしてなった人です」

			「へえ、ならその彼を死なせるのはもったいないわね。さっさと第２門が開いてくれれば……って開いたみたいね」

			　セラリア様に言われて視線を向けるとすでに門は開かれていて、先ほどの第１門のときと同じようにローエルさんの部隊が先行して入り道を確保しています。

			「じゃ、私はここでお別れよ。あとは頑張りなさいな」

			　そう言ってセラリア様は私から離れていき、ウィードの部隊に指示を出し始めました。

			「クアル、敵の別働隊が東門より出立したのを確認したわ。その数３００、ウィードの部隊だけで止めるわ。すぐに部隊をまとめて第１門へ集めなさい」

			「了解しました!!」

			　私はセラリア様を見送って、そのままローエルさんたち魔王城攻略部隊へと加わります。

			「リリアーナ殿、第２門は完全に制圧しました。敵はなぜか混乱しているようです。何かご存知ですか？」

			「いえ、特には……。もしかしたら、義勇兵が陽動してくれているのかもしれません」

			　実は、知っています。

			　義勇兵の陽動も確かにありますが、一番の問題は魔王城で魔王が暴れていることです。

			　でも、それを言うわけにはいきません。

			　そして、一刻も早く魔王城へ行き、魔王役の魔物を倒さないといけません。

			「ふむ、私たちは、特に魔族の民に危害を加えるつもりはない。邪魔にならないのであれば、真っ直ぐ魔王城へ行くべきではないか？」

			「その通りだが、リリアーナ殿、魔王城への道は？」

			　アレス殿がそう言って私に聞いてきます。

			「魔王城へは、各門から一直線の位置にあります。東西南北、どこからでも訪問できるよう橋がかけてあります。跳ね橋ですが……」

			「跳ね橋か。この状態だと、跳ね橋はもう上げられているとみるべきだろう。だが、一刻も早く魔王城に行くべきなのは変わらないと思うのだが？」

			　魔王城攻略部隊の皆が頷きます。

			「全軍、この道を駆け抜けよ!!　目指すは魔王城!!　跳ね橋を落とし、魔王ののど元に剣を突き付けるのだ!!」

			　アレス殿の号令により、攻略部隊がいっせいに駆け抜けました。

			　敵の抵抗は皆無。

			　魔族の住人は声援を送っています。

			　門を守っていた兵士たちは、家族を人質にとられていた人が多くいます。それを殺さず助けてくれた連合軍を邪魔する者などいません。

			　私が送り込んだ味方の成果でした。

			「聞け!!　友が声援をくれている!!　我らが負ける道理も、引く道理もない!!　叫んで答えよ、彼らの思いに!!」

			　アレス殿が剣を掲げ、先頭を駆け抜けます。

			　後から続く兵士が雄お叫たけびを上げます。

			「「「ウォォオオォォォォオォオオオ!!」」」

			　

			　たどり着いた魔王城の跳ね橋は、なぜか降りていました。

			「■■■■■■■!!」

			　聞き取れない、いえ、意味をもたない叫び声が聞こえてきます。

			「ぐあぁぁあぁあぁあ!!　だ、だれかぁ…ぐびゅ」

			　人の叫び声が、最後に異質な音に変わりました。

			「くそっ、決してこいつを外に出すな!!　親衛隊の意地を見せてみろ!!」

			「「「おうっ!!」」」

			　親衛隊が、例の化け物を押しとどめているところでした。

			　つまり、もう城内の主だった強硬派の生存者は消されているのでしょう。

			　親衛隊の彼は、エリスさんの選別で生き残ったようです。

			「ヒエラ!!　連合軍を引き連れてきました!!　援護します!!」

			　私がそう叫ぶと、親衛隊隊長のヒエラがこちらを振り向き、驚いた顔をしています。

			「リリアーナ様、よくぞご無事で!!」

			「話は後です。連合軍と一緒にこの化け物を討ち、デキラを倒します!!」

			「いえ、もうデキラはいません。すでに、あの化け物に喰われてしまいました」

			　その言葉で連合軍の首脳陣が驚きの表情を浮かべました。

			「魔王デキラは、私たちを生いけ贄にえにしてあの化け物を呼び出しました。いえ、あれこそ魔王に相応しいでしょう。あれは、生き物を喰らって成長する正真正銘の化け物です!!」

			　連合軍は意味が分からないといった表情ですが、それを問いただしている暇ひまはありません。

			　ズンッ。

			　そんな響きがあって、親衛隊のほとんどが吹き飛ばされました。

			「ぐっ、見ての通りです!!　あの化け物は喰った相手のステータスを吸収するようです!!　幹部が喰われ、デキラが喰われた後は、もう後退するしか我らには術がありませんでした。連合軍の方々、私を信じていただけるのでしたら、どうかあの化け物を城下へ出すのを一緒に防いでいただきたい!!　信じられぬのも当然かと思います。だから私の命をもって……おおぉぉおぉおおおお!!」

			　ヒエラがそう言って、化け物に斬りかかっていきます。

			「……た、隊長」

			「剣を握れ、まだ……生きてるだろう」

			「ああ、リリアーナ様が……生きていた」

			「せめて、なんとか突破口をつくらない……と」

			　親衛隊のメンバーがボロボロの体を起き上がらせて、ヒエラの後を追っていきました。

			　ですが、そのすべてがなす術もなく、あの化け物の大剣によりあっさり吹き飛ばされ、命を落としていきます。

			　ヒエラはさすがと言うべきか、必死に攻撃を凌しのいではわずかな隙を見つけて攻撃していきます。

			　ですが、あの化け物はステータスに物をいわせて命を刈り取りにきます。

			　剣を弾かれ、大きく腕が跳ね上がり、その胴体に凄すさまじい速度で大剣が振るわれ……。

			　ガギギギ……!!

			「おおおおぉぉぉっぉぉおおおおおぉぉ!!」

			　ローエルさんが、ヒエラと化け物の間に割って入り、その大剣を受け流しました。

			「っくぁ!!　まだまだ、セラリアの方が強いぞ!!」

			　そして、彼女がその言葉を発した瞬間、化け物の胴体に傷がつきます。

			「ヒエラ殿、加勢いたします!!」

			　アレス殿が剣を振りぬいて、化け物に傷を負わせたようです。

			「よし、ガルツ隊は親衛隊の救助!!　リテア隊は怪け我が人の回復を!!　ロシュール隊は外からあの化け物を牽けん制せい!!　絶対に近寄るな!!　将軍たちの邪魔にしかならん!!」

			　クラック殿が素早く指示を出し、親衛隊を助けて治療を始めます。

			「連合軍ばかりに任せるな!!　動ける親衛隊も隊長や将軍たちの援護をしろ!!」

			　今ここに、完全な連携体制が敷かれました。

			　敵は１人。

			　そして、こちらは大軍で囲んでいます。

			　跳ね橋を中心に４０００以上もの兵士が、ただ化け物を倒すために集まりました。

			　あの化け物が強さを発揮するのは狭せまい室内や、戦う数が限られた状況のみ。

			　これだけの数で攻められれば、ひとたまりもありません。

			「■■■■■■■■■■■■■■!!」

			　化け物は必死に生きるためにもがきます。目の前の障害を排除するために。

			　……ごめんなさい。

			　私がしっかりしていれば、あなたという化け物を魔王として祭りあげなくてすみました。

			　だけど、これは私が選んだ道。

			　少しだけ、目を閉じて懺悔をし、目を開いた瞬間……化け物の首が落ちて、体が消えていきます。

			　歓声が城下に広がっていきます。

			　今ここに、魔王は討ち取られて魔族は解放されました。

			「……これからが大変ですね」

			　ルーメルへ侵攻している強硬派への対処に、魔族も含めた多種族間での交こう渉しよう。

			　まずは、この大きな２つの課題にどう対処するかです。

			　和平を望んでいた私にとっては、これが始まりですが。

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「……死んだか」

			「はい」

			　俺はエリスと一緒に、ただ化け物としか呼ばれなかったあいつの最後を見ていた。

			「俺にとっては、初めて意図的に死ねと命じた魔物だ」

			「……私が命令を下しました。だから、ユキさんが気に病む必要は……」

			「別に、気に病んじゃいない。命自体は今までたくさん奪ってきた。策で、罠わなで、この手で。でもな、死ねって言ったのはこれが初めてなんでな。少し気に留めておこうと思って」

			　多分これからも、こういうことがあるだろう。

			　これが魔物じゃなくて、嫁さんや大事な人だったら、俺は同じ選択を選べるんだろうか？

			「……せめて、俺だけでもあいつのことを覚えておいてやらないとな」

			　そう呟つぶやきながら、歓声の中を歩いて本陣に戻った。

		

	
		
			落とし穴23掘　またさぼりの日々

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　さて、魔王城攻略も終わり、あとはルーメルの侵攻軍が瓦が解かいするのを待つばかりだが、それは連合軍の役目であって、よほどじゃない限り俺が出る幕はない。

			　もう、この時点でルーメル侵攻軍は、ほぼ詰んでる状態だからな。

			　ルーメルの街や要塞でも落としていればそっちを拠点にできるだろうが、勇者様たちのせいで、魔族側は、まだ１つもルーメルの領土を奪えていない。

			　ま、変に抵抗されて被害が出てもあれだから、ルーメル侵攻軍が撤退するタイミングに合わせて、こっそりスラきちさんたちを向かわせて刈り取るつもりだが。

			　今後はそんな予定だが、現在は、まだ魔王城を落として２日。

			　魔王城が落ちたという連絡が、ルーメル侵攻軍へ１週間後に伝わるとしても、あと最低１週間は暇ひまをしなければいけない計算だ。

			　連合軍はというと、魔族たちから厚い歓待を受けて宴に興じつつも、ルーメル侵攻軍への対策を練っている。

			　中でも、魔王を喰らったとされる無名の化け物を倒した将軍たちは勇者と呼ばれているが、まあ、そこら辺は今はどうでもいい。

			「……暇ひまだ」

			「暇ね」

			　俺とセラリアは、のんびり縁側でお茶を飲んでいるところだ。

			　自宅から通える仕事場って便利よね。

			　しかも、代役ＯＫだし。ドッペルって素敵。

			「いや、俺はのんびりが好きだからいいが、セラリアは暇なら連合軍の陣地へ行ってきて仕事しろよ。俺よりやることは多いだろうに」

			「いやよ。連合軍のウィード部隊は、クアルに任せてるから大丈夫よ。他の首脳陣会議もドッペルに実況してくれるように言ってあるし、問題ないわ」

			　どうだろうな、ウィード軍のトップ……いや、エルジュの姉で連合軍の実質大将だぞ。

			　エルジュは名目上大将なだけで、軍の指揮はできないからな。

			「じゃ、ゲームでもしろよ」

			「……この件が終わるまでやめておくわ。一応、クリアはしたし、極めるのは後日ね」

			「……それがいい」

			　遊び半分でＬＶ１縛しばりやＲＴＡを見せたら、見事に火が付いたらしい。

			　だが、さすがに徹夜して１日熟睡したのが堪こたえたのか自重している。

			　このゲームの続編が出てることは、この件が終わってから教えることにしよう。

			　また徹夜確定だろうからな。

			「ほかに何があるかね……」

			「そうねぇ。そうだ、私、お菓子を作ってみたいのだけれど、なにか簡単に作れるものはないかしら？」

			「お菓子ね、なんでまた？」

			「簡単よ、私は自分で紅茶を入れるでしょう？　でも、一緒に出すお菓子は作ったことないのよ。お茶とお菓子はセットで当たり前だし、片方しかできないのはアレでしょう？」

			「なるほどな」

			　気持ちは分かる気がする。

			　紅茶はまだ淑しゆく女じよの嗜たしなみでいいだろうが、さすがにお菓子作りは専門に任せるべきだと言われたんだろうな。

			　セラリアは王族だったし、紅茶を自分で入れる練習も苦労したんじゃないのか？

			「お母様の趣味だったのよ。クソ親父から聞いたでしょ？　あのクソ親父を含めて２人のお母様たちも冒険者をやってたって」

			「ああ、そういえば、そんな話を聞いたことがあるな」

			「冒険者だったから、自分でできることは自分でしないとって意識が強い人たちだったのよ。２人とも王妃と側室になっても、それは変わらなかったわ。だって、私たちの世話を自分たちでしていたくらいだから」

			　それはまた、世話役の召使いたちは仕事がなくて困っただろうな。

			「紅茶もお母様が入れてくれてたわ。子供だった当時の私でも、美味おいしいと感じたくらいのものを。それに、一緒に出されたお菓子も。でも、残念ながらお母様は２人とも、はやばやと逝いってしまったわ。私が覚えられたのは、紅茶の入れ方だけ」

			「それでお菓子を作りたいわけか」

			「ええ、お母様のクッキーは無理でしょうけど、私も自分の子供に手作りの物を食べさせてあげたいのよ」

			　これは断る理由はないな。

			「まあ、セラリアのお母さんのクッキーを完全に再現するのは無理だけど、クッキー自体は作れるだろう。こっちは食材が多いから、いろいろ試せる」

			「ふふ、こういう時も頼もしいわね。そうね、お母様の味はお母様だけのもの。私は夫の力を借りて、私だけのクッキーを作ればいいのね」

			「おう」

			　でも、俺はお菓子作りはやったことはない。

			　いや、使う材料などは知っているが、料理みたいに材料を適当に豪快に混ぜてＯＫというわけにはいかない。

			　適量を混ぜないと、味というか、お菓子として成立しない厄やつ介かいなものだ。

			　慣れれば料理と同じなのだろうが、慣れるまではしっかり量を計って作らないといけないから、今まで手を出したことがなかった。

			「というわけで、片っ端から印刷してきた」

			「……クッキーだけでも、いろいろあるのね」

			　そう、俺もいろいろあるのは漠然と知っていたが、まさか大まかな種類だけでも10種類以上あるとは思わなかった。しかも、クッキーの中に入れるチョコとかの種類ではなく、クッキーの作り方が10種類以上もあるのだ。

			　ドロップクッキー、冷蔵クッキー、成形クッキー、型抜きクッキー、絞しぼり出しクッキー、バークッキー……などなど。

			　型抜きクッキーは、そのまんまの意味で分かるが、他は意味不明である。

			　冷蔵クッキーとかなんだよ？

			　バークッキーはアレだろ、カロ○ーメイトか。

			「まあ、作り方が載っているから、やるだけやってみよう」

			「そうね。まずは説明通りに作ってからアレンジをしないとね」

			　うん、セラリアは料理を失敗するタイプではなさそうだな。

			　初めての料理でアレンジを加えようとする奴は要注意。何事も基本が大事である。

			　こうして、クッキー作りを始めた結果……。

			「お兄ちゃん、いい匂いです!!」

			「兄様、なんですか!!」

			「……素敵ないい匂いね」

			「お兄さん、これはクッキーの香りですか？」

			「手作りクッキーですか？」

			　と、ぞろぞろ仕事が終わった家族が帰って来て……。

			「さすがに、多いね」

			「うん、僕も食べきれるかな？」

			　トーリとリエルの言葉に皆が頷く。

			　それもそのはず。台所には、できたクッキーが山のように積まれていた。

			「いやー、初めてでいろいろ楽しくてな」

			「そうね。いろいろなクッキーがあったから試していたら、やりすぎたわね」

			　結局、できたクッキーは食後のお茶の時間に多少消費して、残りは皆の職場におすそ分けとなった。

			　何事も程々にということで。

		

	
		
			第１４５掘　細かい説明

			　

			　ｓｉｄｅ　エルジュ

			　現在、連合軍の大将を務めているエルジュです。

			　私自身は名目上、連合軍の大将という立場ですが、軍の指揮、戦略などはまったく詳しくありません。なので、ちぃ姉様セラリアを補佐として迎え入れて、軍を動かしてきました。

			　私がやったことと言えば、書類の採決と将兵の士気を上げるための演説を数回。そして、攻略対象への攻撃開始宣言。

			　正直、あんまり活躍していません。

			　現在は、そのゴダゴダもいったん落ち着き始めています。ルーメルへ侵攻した魔王軍に対応する必要がありますが、思ったより大きな動きもないので、私もドッペルに代わりを任せて家に戻っているところです。

			　今は、なぜかちぃ姉様がクッキーを量産したので、食後のお茶として皆でその処理をしています。

			　今まで忙しくて、聞こうにも聞けなかったことが多々あるので、この機会にユキさんに聞いてみることにしました。

			「あ、そうだ。ユキさんにお聞きしたいことがあるのですが、いいでしょうか？」

			「聞きたいこと？」

			「はい、いろいろあるんですが……」

			　そう、本当にいろいろあるんです。

			　とりあえず、時系列に沿って処理していきましょう。

			「えーと、まず、私はロシュール王都で死亡が確認されていましたよね？　いえ、ドッペルですけど、なんでそのことに関して周りは何も言ってこなかったのでしょうか？」

			「あー、そのことな」

			　ユキさんは、適当にクッキーをかじりながら説明を始めます。

			「簡単に言うと、状況に流された国民と、情報を隠したかった国の結果だな」

			「どういうことでしょうか？」

			「つまり、国民には確かにエルジュは死んだと認識されていたけど、実は、エルジュは生きていると大宣言のときに大々的に発表された。その発表で、なんて説明されたか知ってるか？」

			「それは、私が宣言した通り、魔王の生いけ贄にえにされそうになったのをリリアーナさんに助けられたという話では？」

			「そういうことだ。つまり、まずエルジュは生きていたという結果があるわけだ。そうなると、前に目撃されたエルジュの遺体は何だったのか？　という疑問が湧わいてくる」

			「はい、そこが不思議なのです」

			「まあ、答えを言ってしまおうか。魔王がなんらかの形で誤魔化していたと、勝手に国民は納得しているはずだ」

			「いえ、それだけで信じるには……」

			「しかし、国は否定してないだろう？　ついでにドッペルゲンガーという魔物がいるのは、広く知れ渡っている。魔王が魔物を使うことができるというのも、周知の事実だ、だから、エルジュのことも替え玉を利用したと結論付けたわけだ」

			「なるほど。でも、大半の人はそう思っていても、疑問を持つ人もいるのでは？」

			「そりゃ、何事も疑問を持つ人はいるだろうよ。でもな、エルジュの件について詳しく調べようとしたら各国が妨害するはずだ。だって、そうしないと３国間で戦争になりかねないからな」

			「あ」

			「分かったか？　エルジュの件は、もう暗黙の了解で手を出すことが禁止なんだ。各国では特にな。今ではエルジュは魔族とのつなぎ役。これを崩すようなことをすれば大混乱だ。まあ、そこら辺の間違いがないように、魔王役として生いけ贄にえで強くなる魔物を配置しただろう？」

			　いました。

			　あの名前のない魔物は、私のためでもあったのですね。

			「ということで、連合軍に生いけ贄にえを必要とする化け物の存在を知らしめた。エルジュが生贄にされそうになったことは、あの時点で事実となったわけだ。リテアとしては少し煩わずらわしいだろうが、まあ平和なんだ、表立って文句も言ってこないだろう。

			　というか、リテアはアルシュテールがいろいろ粛しゆく清せいしまくって、政治も上向きで支持も厚い。今さらエルジュを始末して安定を図る必要はないだろうよ。むしろ、今エルジュのことをどうにかすれば、大混乱間違いなしだろうな。ガルツとしても、エルジュは魔族とのつなぎ役だから重要人物だ。こっちも問題なしだな」

			　各国は、各々の理由でもう私に手を出せないのですね。

			「私の死の偽装に対する反応の理由は分かりました。他にもあるのですが、いいでしょうか？」

			「んー、作戦の都合上、問題なければ教えるぞ。とりあえず言ってみてくれ」

			「はい。では、なぜユキさん自らルーメルの援軍に行かないのですか？　聞けば、ルーメルにいるのは同じ異世界出身者だとか。強力な仲間は、１人でも多く欲しいのでは？」

			「あー、そこか。皆も聞いててくれ。いいか、タイキ君の件は運よくあちらからやってきて、無抵抗を示し、話し合いに応じたから可能になった結果だ。だが、ルーメルの勇者たちがそうとは限らない」

			「え？」

			　私は一瞬、何を言っているのか分かりませんでした。

			「俺が名前を隠している理由にもなるんだがな。エルジュが疑問を持ったのが問題なんだよ。異世界出身者は、全員が全員、善人ってわけじゃない。それに、たとえ善人でもタイキ君みたいにいいように使われている可能性だって大いにある」

			　ユキさんが、真剣な様子で説明します。

			　その場の全員が、いったん呼吸を止めて静かになりました。

			「なるほどね。いろいろ忙しくて、あなたがなぜ偽名なんて使っているのか分からなかったけど、そういうことね」

			　ちぃ姉様は察しがついたらしく理解を示しています。

			「おう、俺の名前は異世界の日本の独特な名前でな。同じ日本出身なら、すぐに俺が日本人だとばれてしまう。それが善人ばかりならともかく……」

			「悪意を持った相手なら、名前を知っただけで変に近寄って取り込もうとするか、手におえないなら始末するわね。私ならそうするわ」

			「そこが問題なんだよな。善悪の判断をこちらがつける前に、相手の方に俺の情報が知れ渡るのは危険すぎるんだよ。あと、俺のいた日本は、このウィードでも作っている戸籍っていうのが当たり前に普及しているからな。下手すれば、俺の情報がダダ漏もれだ。異世界に来て本名を名乗ってる奴は、よほどの馬鹿か、あえて囮おとりにしているかだな」

			「例えば、日本人だと知って接触してもうらうためにかしら？」

			「ああ、接触してくる相手が日本人でなくても、接触してくるということはなんらかの情報を持っているということだ」

			「えーと、つまり、信用しすぎるなってことでしょうか？」

			「そうだな。だから、ルーメルとは、俺の情報やタイキ君の情報は伏せたままで交こう渉しようしないといけない。こっちの軍事力を見せるなんて、もってのほかだ。でも、相手も同じだろうよ。魔族の侵攻軍30万のうちの半数以上を壊走させた戦車群。あれを召しよう喚かんしたのか、生み出したのかは知らないが、それに関わる勇者か俺の友人に接触するのは難しいだろう」

			「当然ね。向こうにとっては最高戦力で奥の手。あの大戦果だもの、情報の流出は極力抑えるでしょうね」

			「かと言って、無理に接触しようとすれば……」

			「ルーメルから侵略の意思ありとみられるわね」

			「そういうことだ。俺としてもあいつとは話がしたいが、あいつが敵か味方か分からない以上、接触はもちろんこちらの情報をホイホイ渡すわけにはいかん。むしろ、あいつは何としても敵に回さないようにしなければいけない」

			「その……タナカだったっけ？　そんなに凄すごいの？」

			「あいつがチート能力……。いや、異世界に来て目覚めた力が何なのかは知らんが、戦車が出て来た以上、その類たぐいだと見るべきだろう。俺たちの世界の兵器を自由に操れるタナカを相手に、事を構えたくはないね」

			「……そういうことね。考えただけでも恐ろしいわ」

			　そうです。

			　超遠距離から敵の部隊を粉砕してしまう戦車を自由に扱える相手。ユキさんが警戒する理由も分かります。

			「つーわけだ。ルーメルの情報は集めるが、俺たちが出向くのはなしだ。当面の交こう渉しようは、何にも背後関係のないロシュール、ガルツ、リテアに任せる」

			「そういうわけで、ウィードを除く３か国連合軍に支援物資を持たせてルーメルの援助に行かせたのね？」

			「おう、支援物資を無料提供して、相手の出方を見る。まあ、今まで大人しかったのを考えても、もともと他国へ侵攻するような意思はないようだが、あの勇者たちの圧倒的戦力を持った今、どう動くか分からないからな。友好の姿勢を取っておいて損はないだろう」

			　もはや、ユキさんは気軽に同じ異世界出身の人と顔を合わせるわけにはいかないのですね。

			「で、皆へのお願いだ。皆は仕事上いろいろな人と出会うだろう。だけど、日本人が話題に上ったときに、間違っても俺のことは話すな。タイキ君やルーメルの勇者たちのことを話してくれ。安全のためだ。あと、俺の本名を口にした奴は、特に警戒しろ。どうにかして俺の情報を集めているってことだ」

			「「「分かりました」」」

			　なんというか、ユキさんは本当にいろいろ考えて動いているのですね。

			　なぜ偽名を使っているのか聞こうかと思っていましたが、その話もまとめて出てきました。

			「あ、そうそうタイキ君で思い出したが、ランクスの方だが……」

			　私の質問が終わり、ユキさんは再びお茶を飲みながら雑談に興じています。

			　しかし、ユキさんの中では、常に数あま多たの考えや悩みがめぐっているのでしょう。

			　私は今回の件で、自由になりました。

			　ロシュールに戻るのか、ウィードでちぃ姉様と一緒にダンジョンを盛り上げるのか、はたまた別の選択か……。

			　お茶を飲みつつ、これからの自分の身の振り方を考えるのでした。

		

	
		
			落とし穴24掘　デリバリーの定番

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　今日も、まだ暇ひまな日々が続いている。

			　セラリアはクッキーの開発で時間をつぶしているが、俺はその手伝いはせず、縁側でのんびりお茶を飲んでいる。

			「平和ですね」

			「だな～」

			　リーアとのんびり縁側を眺める。

			　ちなみに、会話には参加してなかったけど、クッキーを作った時にもずっと俺の傍そば付きでいたからね。クッキー作りも手伝ったし。

			　あれだ、この前はセラリアメインのダイジェストだから、リーアのシーンはカットされた的な感じであって、影が薄いわけじゃない。

			　と、そんな事情はいいとして、俺と同じようにリーアもここ最近、暇を持て余している。

			　まあ、仕事が俺の護ご衛えいだしね。

			　ちなみに給与は発生しています。まあ、懐ふところは特に痛くもないけど。

			　だって、このウィードにいる限り、俺たちダンジョン運営の面々はＤＰで何でもできるしな。

			　何でもというのは誤解があるが、ウィードの住人がいる限り、ＤＰが毎日ガッポガッポだし、それを使って物資を生み出せる。

			　ここまでくるのはひと苦労だったが、いったん仕組みができてしまえば、永久機関と言っても過言ではない仕組みだろう。

			　ということで、わざわざウィードや他の国で買い物をしない限り、お金を使うことはないのだ。

			　まあ、嫁さんたちは各部署の重役なので、いろいろお金を使って部下をいたわったり、交こう渉しよう事で自腹を切ったりとしているようだが。

			　と話がずれた。

			「リーアは、欲しいものとかないのか？」

			「特には。ナールジアさんに作ってもらった普段着も可愛かわいいですし、ラッツさんからパンフレットを見せてもらって、可愛い洋服を出してもらいましたし」

			「あー、そうか」

			　リーアはウィードに来て日が浅いし、何から手をつけたらいいか分からないのだろう。

			　そして、贅ぜい沢たく品については、ラッツやリエルから服やお菓子を散々もらっている。

			　この大陸の生活水準からするとリーアは王族並みの贅沢をしているわけで、これ以上なにかないかと聞かれても困るわな。

			「……お布団にいきますか？」

			「いや、やめとこう。俺がいい加減干からびる」

			「残念」

			　こういう思考については、なんで嫁さんたち皆で同じなのかね。

			　痴女ってわけじゃないのだが、俺に対して積極的すぎる気がする。

			　嫌いではないが、俺だって体力は有限なのだ。

			「しかし、買い物に行くわけにもいかないしな」

			「まだ、私たちは魔王城で迎げい撃げき準備中ですからね、建前上」

			　実際は、のんびりと身代わりで自宅通勤なのだが。

			　ゲームをしてもリーアが楽しめないわけじゃないが、セラリアの二の舞になる可能性があるので、やめておこう。

			「うーん、じゃあ、新しい晩ご飯でも考えてみるか」

			「晩ご飯ですか？」

			「おう。リーアは意外とステーキが好きだったよな」

			「あ、はい。お肉は祭りぐらいでしか食べられませんでしたから。ここでは違いますが」

			　リーアの好物は、分厚いステーキに香辛料とステーキソースをかけたやつだ。

			　トーリやリエル、ラッツ、ミリーも好きだよな。

			　皆で「肉肉肉」と連呼されると、頭がおかしくなりそうになるわ。

			「そっか、この世界でお肉は高級品になるのか」

			「はい。もっとも、ユキさんが作ったステーキはとろけるような柔らかさですが、外のものは固いです」

			　まあ、そりゃそうだろうよ。

			　この大陸の水準からすると、食用の肉は歳をとった家畜か、魔物の肉かってことになる。

			　前者は食用で育てているわけじゃないので、肉が美味おいしくない。

			　いや、日本の基準で考えるとって前提が付くけどな。

			　日本では基本的に食用とされる動物は、食べることを前提に育ててるからな。

			　一方、後者の魔物肉については、冒険者が自ら仕留めた魔物を食うのが基本だが、これは一般にはほとんど出回らない。

			　美味しい肉の魔物も確かにいる。しかし、そういうものは我先にと金持ちや貴族が持ち去ってしまう。

			　あと、肉があまり市場に出回らないのは、長期保存には適さないからだ。

			　干し肉や燻くん製せいがせいぜいと言ったところで、そのままの肉を使う料理がそこまで発展していないのが現状だ。

			　ウィードを中心に肉料理をいろいろ広めてはいるが、まだまだ浸透に時間がかかりそうだ。

			「じゃあ、ステーキも混ぜた料理にしようか」

			「ステーキを混ぜる？　たくさん料理を作るんですか？」

			「あー、どうだろう。合っているし、間違ってもいる」

			「どういうことですか？」

			「俺が作る料理は１種類だが、それにたくさんのバリエーションがあるというべきかな？」

			　結局、これから作る料理の名前は言わず、リーアにお手伝いをしてもらうことになった。

			　まず、用意するのは生地。

			　クリスピータイプと普通の厚いタイプの２つが、現在の日本では主流だ。

			　リーアには、横で好きな具材を選んでもらい、自分でできる限りの下準備をしてもらっている。後は、リーアが準備したそれらを生地に乗せてチーズをばらまいて焼くだけである。

			　そう、俺たちが作っている料理は、ピザ、またはピッツァ。

			　子供から大人まで多くの年齢層に愛されている、日本ではおなじみのデリバリー食品の代名詞である。

			「また、変な料理を作ったわね」

			　出来上がったピザを見て、セラリアが感想を漏もらした。

			「これは、パイみたいなものですか？」

			　とエリス。

			「いい匂いですね。ああ、冷凍食品にもあったピザですか」

			　とネタバレをするラッツ。

			　まあ、皆それぞれいろいろと感想はあったのだが、最後はここに収束した。

			「「「食べていい？」」」

			　ということで、ピザの争奪戦が始まった。

			　まず、真っ先になくなったのが、ステーキを小刻みに載せたピザ。

			「その手を放してくれるかしら？」

			「いや、僕が先だったよ!!」

			　睨にらみ合いを続ける、ミリーとリエル。

			「私たちは分けましょう」

			「それがいいですね」

			　穏便な方法をとる、トーリとリーア。

			　次になくなったのは、ポテトサラダを載せたピザ。

			「まだ食べられそうです」

			「ですねぇ、ジャガイモをこんなふうにチーズと一緒に食べるだけで、ここまで変わるとは……」

			　エリスとラッツは驚きながらも、他のピザに手を伸ばす。

			　ピザと言えば、お約束の飲み物もある。

			「くっはー!!　ビールが美味おいしいです!!」

			「そうね。ワインもいけるわ」

			　ナールジアさんとセラリアは、お酒のツマミとしてピザを楽しんでいる。

			　そして、何よりピザは……。

			「お兄ちゃん、何かお祭りみたいです!!」

			「……そうね。いろんな種類のピザがあるから、お皿を持って歩いて回ったりしてね」

			「ピザって素晴らしいお料理ですね。それに、ユキさんの手作り。最高ですね、キルエ？」

			「はい、とても美味しゅうございます。ですが、毎度思うのですが、私の立つ瀬がないというか……」

			「皆、あっちに美味しいピザがあるのです!!　兄様もこっちです!!」

			　フィーリアに手を引かれて、目標のピザの下へと歩く。

			　全員が楽しそうに食事をしている。

			　普段の料理とは違う趣おもむき。

			　そう、皆でワイワイやって食べる物だよな。

			　いや、１人で１枚ピザを独占するってのも、ある意味贅ぜい沢たくだけどな。

		

	
		
			第１４６掘　ゆっくりさせる気がない駄女神

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「やあやあ、この度は魔王討とう伐ばつおめでとう」

			　目の前には、俺をこの異世界に連れてきた張本人が、勝手に自宅の宴会場で残りのクッキーをかじっている。
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			「そっちから声をかけてくるって、何があったんだ」

			　俺は向かい側に座りつつ、お茶をついで駄女神と相対する。

			　この駄女神、リリーシュの一件があってから普通に顔を出すようになった。といっても、やはり忙しくちょっと顔を出したかと思ったら晩飯をかっ攫さらっていくだけとか、俺と話すことはほとんどない。嫁さんたちとは、ちょいちょい雑談や相談に乗ってるみたいだが。

			　いや、俺の方に話したいことはあるが、他の異世界はどーだこーだとか、真面目に嫁さんの前ではとてもじゃないが聞かせられない内容なのだ。

			　だから、こうやって改めて俺に話しかけてくるということは、いろいろあれなのだ。

			　何か企んでやがる。

			「何だ？　賞賛してくれるってことは、なにかボーナスでもあるのか？」

			「ええ、あげるわよ」

			「他よ所その地域に飛ばすとか言うなよ」

			「えっ!?」

			　図星かよ。

			「なんで分かったのよ」

			「それ、全然ボーナスじゃないからな。完全に邪魔だからな」

			「いや、私の質問に答えなさいよ。というか、他の支配地域が手に入るのよ？　ボーナスでしかあり得ないでしょう」

			「何言ってんだよ。俺のスタンスを知ってるだろう。わざわざ直ちよつ轄かつの支配地域を増やすのはメンドイし。というか、こっちもまだ安定してないんだ。これ以上手を広げるとか、バカだろう。あと、ルナの質問だがな、こっちでのＤＰが溜まったから、他所に拡散しろとかって話だろ？」

			「うげっ、そこまで分かってるの？」

			「なんとなくだけどな。そもそも、ダンジョンを作るだけで世界の魔力が循じゆん環かんするなら、わざわざダンジョンマスターを設置する必要はない。世界各地にルナの判断でダンジョンを置いて、適当に集まった魔力を拡散するだけでいいからな」

			　さてさて、俺がこの世界にやってきたのは、そもそもこの星の魔力を循環させるためだった。

			　ダンジョンで魔力を集めて、それを星に循じゆん環かんさせるってのがルナの説明。

			　魔力をダンジョンで集めるのは、実際やっているから分かる。

			　では、循環させる方法は？

			　ダンジョンでやるんじゃねえの？　とは思ったけど、ダンジョンは個々で独立している。

			　いや、支配している奴がそれぞれでいるからな。

			　だから、ある予想を立てた。

			「ダンジョンは本来、マスター全員が連絡を取れるようにしたかったんじゃないのか？　親会社と子会社みたいに」

			「……そうよ。それでＤＰを稼いだ地域が他のＤＰを……。いえ、魔力が少ない地域に魔力を送り、拡散をさせるつもりだったのよ」

			「お前、日本というか向こうの発想をこっちで試して、しくじりやがったな？」

			「……悪かったわね。予想が甘かったのよ。こっちでは神という通り名が通用するから、上からポンと指示を出しただけなんだけど、結局、連携以前にあっちもこっちも個人の欲目ばかりでね。連携させる以前の問題になったわけよ。一定の魔力を集めた人のダンジョンを本社にして、他は支部みたいな感じが理想だったんだけど、もう、ごっちゃごっちゃよ」

			「どうせ、何千年後かに魔力が枯こ渇かつして、今の文明が滅ぶとか言って脅おどしたんだろう？」

			「そうよ」

			「そりゃ無理だよ。地球ですら地球温暖化とかいう世界規模の環境問題が、現実的に数字として見えているのに、まとまっていないんだぞ？　ルナが適当に選んだ現地人が、この世界の文明がヤバイと言われたって、素直に実行するわきゃねえだろう。地球の環境問題と比べても、数字も見えていないし、現実的な問題すらも見えていない。それなら、自分は神にただ選ばれたんだなって思って、適当にやるわ」

			「それだから、あなたを引っ張ってきたのよ」

			　そう、俺がＤＰ、魔力を短期間で大量に確保したので、ルナとしては親会社として認定しようというわけだ。

			「さて、どっちにしても、今回のボーナスの受け取りは、ほぼ強制なんだろう？」

			「そうよ。新しい大陸の魔力は、ほぼ枯こ渇かつ状態。すぐにでもダンジョンを築いて魔力を循じゆん環かんさせないと。ゼロから魔力を拡散するのは、とても時間と労力と魔力がかかるから待ったなしなのよ」

			「あー、砂漠を緑化させるのは困難みたいな？」

			「そんなものよ。なるべく早く動いて欲しいの。このダンジョンの最奥部に、新大陸とのゲートを繋げておくから」

			「おい、コラ、勝手に繋げるな。向こうの状況も分からないのに、いきなりダンジョンを繋げないでくれますか？　非常に迷惑だ」

			「心配は要いらないわ。と言っても、さすがに今のあなたは頷けないでしょうね」

			「当たり前だ。俺は嫁さんとウィードの住人を危険にさらす気はねえ」

			「だから、今回は私からの要求だし、しっかりサポートさせてもらうわ」

			「いや、それなら神の力で勝手にやれや」

			「それをしても、ただの先延ばしにしかならないって分かってるでしょうが!!」

			「だよな。大事なのはそこで生きる人たちが認識して実行することだしな。で、ツッコみたいんだが、サポートするって言ってる時点で、これがボーナスじゃないってお前も自覚してるんだな」

			「……ボーナスは、ほかで用意するから許して」

			　ほかねぇ、もう欲しい物はそうそうないんだが。

			　今さら現代兵器を数多無料で配備してもらっても、この大陸の情勢を見るに下手すれば戦争激化の後押しにしかならん。だから、俺たちが厳重に管理をするしかなくなる。

			　それはすなわち、ルーメルみたいに他国から睨にらまれ、いろいろ身動きが取りづらくなるわけだ。

			　今のところ、俺たちの現代兵器は一般に知られていないし、軍事作戦で使ったのはランクス殲せん滅めつ戦の時のみ。魔術で説明ができる範囲でだ。

			　ウィードは、他国からはあくまで同じ文明レベルで精強な兵士がいる小国として認識されている。

			　だから、ルナが言った新大陸にも俺のＤＰを使ったゴリ押し作戦はできない。

			　現代兵器は、あくまでも自衛のためのみにしか使えない。その戦力で侵略に臨めば、ルーメルのような状況になりかねん。

			　ゲームや物語でお約束のチート武器もダメだ。それも過剰戦力というわけ。

			　いや、嫁さんには惜しまず渡してるけどね。

			「あら？　ＭＳやＡＣはいいの？」

			「それは、趣味でしか使えねーからな。戦争で使えばもう面倒なことにしかならん」

			　ＭＳやＡＣも同様。

			　そんな物で大陸を席巻した暁には、俺たちの武力に従うだけの国が数多あまたできて、俺たちが実質な国の舵かじ取りをしないといけなくなる。

			　これ以上忙しくなってたまるか。

			「ま、ボーナスは追々考えるとして、その魔力が枯こ渇かつ寸前の大陸のことを教えてくれ」

			「ええ、分かったわ」

			　ルナが１枚の地図を広げる。

			　いや、地図というより写真だな。衛星上から撮ったような……。

			「宇宙から撮影してきたからね」

			「おい、この化け物」

			　この駄女神は、個人で大気圏突破と大気圏突入ができるようだ。

			　いや、ワープとかかもしれん。

			「ここが、あなたの住む大陸の場所ね。そして、ここから西の海上を進んでいった所にあるこの大陸」

			　ルナがそこを指さす。

			　その大陸は俺たちがいる大陸より小さいが、まあ、日本よりは圧倒的に大きそうだ。

			「で、その大陸の情勢は？」

			「簡単に言えば、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよ状態よ。魔力の枯こ渇かつが進んでいるから、魔術を使える人が極端に少ないわ。攻撃魔術は、１０００人に１人が使えればいい方ね」

			「おいおい、俺たちが行って魔力枯渇で死んだりしねーだろうな」

			「そこは問題ないわ。人の中から魔力が吸い取られるわけじゃないの。大陸の魔力が枯渇しているから、魔術を発現するには通常の20倍の魔力がいるのよ。ま、その影響で大きな魔力を持つ生物の出生率が、かなり下がっているのだけど」

			「あー、そっちね。燃費が悪いわけだ。そして悪あく循じゆん環かんだ」

			「その大陸がなんとか魔力を吸収しようとして、そんな環境になっているわけ。その影響で、魔力を使って生まれる魔物が極端に少ないわ。ドラゴン系なんて、向こうじゃ伝説上の生き物よ。でも、獣人族とかは普通にいるわ。まあ、こっちでも出生率が下がってるけどね」

			「あ、やっぱり獣人って魔力が作用して生まれるのか？」

			「そうよ。普通に生まれてくるなら、地球にもいて不思議じゃないでしょう？　というか、他の生き物のパーツが人の体に現れる矛盾を、魔力で可能にしているのよ、多分」

			「多分って……」

			「遺伝子分析をしたわけじゃないから。まあ、魔力が枯こ渇かつしてる地域では、出生率が下がっているようだから、あながちはずれってわけでもないでしょう」

			「まあ、否定はできないよな。というか、なんでそれだけ生き物がいるのに、こっちと違って魔力が枯渇してるんだ？　そこの原因を調べないと結果的に意味がないぞ？」

			「それが分からないのよ。あれだけ生き物がいるのに、大陸全体の魔力は枯渇しかけている。何か原因があると思うのだけれど、そこも調べて欲しいわけ」

			「あー、そういう意味もあるのか。だから、こんなに早く俺に言ったわけか」

			「そうよ。できることなら即座に調べて欲しいわけ。下手をすれば、魔力枯渇が早まる可能性だってあるから」

			　まったく、厄やつ介かいだな。

			　ウィードやこの大陸はどうしたものか……。

			　でも、基本ウィードは住人たちの手に運営を委ねているし、各国も各々に任せてるし……なんとかなるか？

			「このダンジョン、ウィードにもすぐ帰れるようにしたから運営上の問題はないわよ」

			「いや、忙しさ倍増だからな。ともかく、嫁さんたちに伝えて相談しないとな」

			「そこら辺は任せるわ」

			　ルナのこの話、俺にとっても手を出さないわけにはいかないな。

			　この新大陸の魔力枯こ渇かつが本当であれば、俺の目的が早い段階で進められる。

			「で、俺たちのダンジョンとゲートが繋がってるダンジョンは、新大陸のどこにある？」

			「あ、それはここ」

			　指を指したところは、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよ状態の新大陸でも、ど真ん中。

			　うぉい、全周囲敵だらけかよ。

			　どこが味方でどこが敵かを調べるのも大変だな、おい。

			「って、そのダンジョンの持ち主は？」

			「ああ、魔力枯渇が始まってダンジョン維い持じ費も20倍になってね、死んじゃった」

			　そっちも20倍かよ!!

			　こりゃ、嫁さんたちも怒るな。

			　ＤＰにものを言わせた攻めや支援はしにくいだろうしな。

			　あー、面倒だけど、やるしかないよな……。

		

	
		
			第１４７掘　嫁さんたちへの説明と説得

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「さて、ユキ、どうしたのかしら？」

			「お兄さんが改まって皆に話があるってことは、だいたい大事ですからね」

			「ですが、私は旦那様にどこまでもついてまいります!!」

			　セラリアが軽い調子で疑問を口にして、ラッツが真実を言い当て、ルルアが付いてくると言ってくれている。

			　あー、いい嫁さんたちだから、巻きこむのは気が引けるんだよな。

			　俺がこっそりやってもいいわけだし……。

			「……皆、ユキが厄やつ介かい事を１人で背負い込むつもりだわ」

			「おい、ラビリス、いつの間に……」

			　いつの間にかラビリスに体を掴まれ、頭の中を読まれていた。

			　その瞬間、嫁さんたちが剣けん呑のんな空気に包まれる。

			「私たちは、どこまででも一緒に参ります!!」

			　シェーラがそう言うと、他の皆が同時に頷く。

			　皆の頷くタイミングが一致しすぎだが、陰で練習してるんじゃねーだろうな。

			　そこは置いておいて、とりあえず、ルナに言われた内容を説明する。

			「何を考えてるのよ、ルナは。ウィード自体はそれなりに安定しているけど、周りはまだまだなのよ」

			「ですが、ルナの言っていることが本当でしたら、魔力の枯こ渇かつ問題は放っておけませんよ？」

			「というか、ユキさんの大陸を救うっていう目的は、魔力の枯渇を防ぐことだったなんて初めて知ったよ。僕の考えじゃ、およびもつかなかった」

			　セラリアは現在の大陸の状況を見て、無理を要求しているルナに対して文句を言う。

			　ラッツは、魔力の枯渇問題は放置すべきではないと言っている。

			　リエルは、俺の真意を聞いて驚き、他の皆もうんうんと首を縦に振っている。

			「しかし、それなら各国に魔力枯渇問題のことを開示しないのは、なぜですか？」

			　エリスが当然の疑問を口に出した。

			「そうです。大陸全体の問題ですよ？」

			　トーリもエリスの意見に賛同して、同じように疑問形で聞いてくる。

			　だけど、それはいろいろ問題があるわけなのよ。

			「あ、そういうことですか……」

			「納得ですね」

			「……っち、手を出さざるを得ないわけね」

			　トーリが大陸全体の問題だと言ったことで、ルルア、シェーラ、セラリアたちが俺の意図に気付いたのか反応した。

			　さすが、統治者、支配階級だったことはあるな。

			「えーと、どういうことでしょうか？」

			　リーアが首を傾げて、説明を求める。

			「ルルア、説明をお願い」

			「セラリア、いいのですか？」

			「私は、これからすぐに各国との調整をしないといけないわ。一応、ウィードのトップだから」

			「あー、そうですね。セラリアの立場なら、そうしないと身動きが取れないですね」

			　納得したのかルルアが説明を始め、セラリアはすぐに調整のために部屋を出た。

			「では、エリス、トーリさんの疑問にお答えしますと……各国に開示したところで、そんなこと、信じられないと言われるだけです」

			「「「え？」」」

			「というか、むしろ下手にこの件を諸外国に告げれば、無用な騒動を起こしたとして罰せられるでしょうね」

			　ルルアの答えに他の嫁さんたちが唖あ然ぜんとしている。

			「えーと、ユキさんやルナの説明だと、魔力がなくなれば、この大陸のほとんどの生き物が死ぬかもしれないんだよ？」

			「リエルの言う通り、これだけ大きな問題なんだし、各国に通達して対応をお願いするだけで罰せられることはないんじゃないかしら？」

			　リエルとミリーが、理解できないと言わんばかりに首を傾げている。

			「理由は簡単です。それを信じられるかどうかという点につきます。私たちが、この魔力枯こ渇かつ問題が真実であると信じられるのは、なぜですか？」

			「それはユキさんやルナが……あ、そういうことね」

			　エリスが答えにたどり着いたのか、苦虫をかみつぶしたような表情になる。

			「ルルアお姉ちゃん、私、分かんないです」

			「私も分かりません。兄様が嘘をつくはずないのです!!」

			　アスリンとフィーリアは、分からなくても仕方がない。

			　非情にめんどくさいことだからな、これは。

			「つまり、私たちがお兄さんやルナの言葉だけを根拠に忠告しても、誰も納得しないということですね？」

			　ラッツもエリスと同じように答えにたどり着いたのか、気難しい顔をしている。

			「えーと、ごめん、僕も分かんないや」

			「すいません、私もです」

			「……私も」

			　獣人組にはちと難しかったか。

			「そうですね。例えばウィードでこういう人が出たとしましょう。このウィードに住むと世界が破滅するから他よ所そで暮らすのだ!!　さて、ここの統治者である私たちは、どう動くべきでしょうか？」

			「そんな与太話でウィードの人を心配させるわけにはいきませんから、その人に注意をして、それでも考えを変えないようなら捕まえ……あ」

			　ルルアの例え話にトーリが模範的な回答を答えていく。

			　その途中で、トーリにも問題が分かったようだ。

			「そうです。目に見えていない非現実的な問題を言われても、信じられないのです。それに対処するために莫大な労力を必要とするようならば、なおのこと国は動きが鈍るでしょう」

			「……もし、それが間違いだったら、損失がとんでもないから？」

			「はい。たとえ真実であっても、納得できる証拠がなければ絶対に動かないでしょう。私たちだって、常に情報を精査して、証拠を集めてから動いてきたのですから」

			　まあ、ルルアの言う通り。

			　もっとも、この世界の文明レベルを考えると、リテアの宗教を利用してこの大陸だけなら浸透させる方法も……無理だな。

			　魔力枯こ渇かつするから、それを防ぐため全員ダンジョンで暮らしてください――うん、無理すぎる要求だ。証拠もないのに神から言われたんでって言えば、頭がおかしい奴認定されるな。

			　地球でいうと、日本の国会議事堂の前で誰かが世界破滅を叫んでも、なんだこの人ってなるだけなのと一緒だ。

			「うーん、そういうことか。でもさ、それで、何で新大陸に行くことが決定するの？」

			　リエルがいい質問をした。

			　なぜ、魔力枯渇問題が俎そ上じように上がっている中で、わざわざその魔力が枯渇している大陸に俺たちが足を延ばさなければいけないのか？

			「それこそ簡単です。旦那様が、ザーギスさんを使って魔力の研究および、一般道具化を進めているのは知っていますね？」

			「……知ってる。魔力製のライトは、電気ライトと同じぐらい便利」

			「はい、それはユキさんが魔力枯渇問題についての証拠を集める活動の一貫だったわけです」

			「へ？　どういうこと？」

			「旦那様がザーギスさんと積極的に魔力の研究をし、それを各国に情報、技術提供する計画の本当の目的は、この問題に対処するためだったのです」

			「今後の交易のためじゃないの？　いろいろ道具が増えるといいって言ってたし、魔力の研究を他国でもやってくれれば面白い発想が生まれるかもって」

			「それもあります。ですが、魔力を研究するにあたって、世界から魔力がまったくなくなればどうなるか？　という研究もされるはずです。その研究成果が各国で共通の認識となれば、１人や１国の妄言ではなく、魔力の枯こ渇かつ問題が世界全体の危機として認識されるわけです」

			　そう、俺の当初の予定はそれだった。

			　まあ、ザーギスと協力して電化製品なんかの開発をして、魔力が枯渇した場合への対応もしているけどな。

			「今回、ルナによって、魔力が枯渇した新大陸の存在が示されました。これは、各国を説得するためには、絶好の機会になるということです」

			「あ、そういうことか。魔力枯渇の証拠を手に入れられるってことだね」

			「はい。ですが、ルナの情報だと、その大陸は私たちの大陸と同じく争いが絶えないそうです。さらには、原因不明の魔力枯渇。なかなか大変そうですが、なんとかこの問題を私たちで調べ上げ、解決策を見出した上で各国の要人に見学してもらい、協力を仰あおぐのがいいと思ったのでは？　違いますか、旦那様？」

			　うひゃー、ルルアもズバズバ言い当ててくるな。

			　そうなんだよ、ちょうどいいサンプルがあるから研究場所に使おうってことだ。

			　だから、下手にウィードから新大陸へと魔力供給するのを、ルナにやめてもらった。

			　原因を探るまでは、新大陸への魔力供給はストップ。生態系になにが起こるかも分からんしな。

			　いきなりドラゴンが大量発生とかして、新大陸の国々が落ちそうだし。

			「正解、正解。とまあ、そういうわけで、俺たち――嫁さん皆と少数の魔物――で、その新大陸を調べることになる。簡単に言えば、新大陸で冒険だ」

			「「「冒険!!」」」

			　元冒険者である嫁さんたちの目が光る。

			「と言っても、向こうは群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの状態だ。争いに巻き込まれるだろうな……。そこら辺がアレだよな」

			「えー、もういっそユキさんが王様になって、新しい国を作ればいいんじゃないかな？」

			「……賛成」

			「それなら、リエルとカヤにその国の警備仕事も任せるけど、それでいいんだな？」

			「「ごめんなさい」」

			　即座に頭を下げて謝る２人。

			「あっはっはっは。そうですね、私もこれ以上、スーパーラッツの仕事が忙しくなっても、アレですし。よくて将軍職に就くぐらいでしょうか？」

			「まあ、必要以上に強い力を持っている奴は、必ず権力者に目をつけられるからな。特に、デリーユとリーアは気をつけろよ」

			「「え？」」

			「いや、２人とも魔王と勇者だからな？」

			　そう指摘すると魔王デリーユと勇者リーアはお互い顔を見合わせて、こちらに振り向き……。

			「その前に、２人ともユキの妻じゃしのう」

			「はい、奥さんです」

			　向こうに行って一番大暴れできそうな２人は、そろって俺の奥さんという立場が最優先らしい。

			　さて、どんな編成とローテーションで冒険するかだな。

			　さすがに、全員で向かってウィードを空けるわけにもいかないし。セラリアは調整してくるといって飛びだしていったから、冒険についてくる気まんまんだろうしな。

			　頼むから、新大陸で新しい国を建国するようなことが、ありませんように!!

		

	
		
			第１４８掘　ダンジョンにとっての勇者とは？

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「でも、旦那様。まだ、ランクスや魔族の件も片付いていませんよ？　さらに、今回の騒動で一時的に止まっていた各国との流通を再開する仕事があります。他国へのゲート設置作業も、まだ終わっていません。それらはどうしましょう？」

			　ルルアに言われて、再度認識する。

			　あの駄女神、もうちょっと時を選べ。やることが多すぎる。

			　でも、まあ区切りとしてはここなんだよな。

			　流通を再開して、他国へのゲート設置などの仕事を始めたら、逆に新大陸の問題は後回しになってしまう。

			　だから、魔王を倒してひと息ついているこのタイミングは、ある意味ちょうどいい。

			　他のことはだいたい片が付いているし、俺たちが直接やる理由はあまりない。

			　ルーメルの動向を監視するためにも、俺たちは大人しくして外目に触れることは避けた方がいい。

			　ゲート設置も、ウィードで育てた部下や３国に任せて行えばいいだけだしな。

			「そうだな……、俺がどうこう言って決まることじゃないけど、いい加減、外交関連は部下任せでいけるところまでいってみようと思う」

			「なるほど。確かに、残っているゲート設置作業も部下にやらせればいいだけだし、流通の再開なんて、こっちから一報を出してゲートを再起動するぐらいですからね。部下に仕事を任せてみるのも、成長を促うながす手段だと？」

			「だな、エリスの言う通りだ。皆も、仕事をしつつも部下に仕事のやり方は教えているだろう？　ちょうどいい機会だから、俺たちは長期休暇ということで、次の代表選考のためにも住民にやらせてみたらどうだ？　１週間とか期限を決めてさ」

			「いいかもしれませんね。まったくの未経験で代表職に選ばれても、教えるのが面倒なことが多いですし、代表選への立候補者には、あらかじめ代表役の仕事を少しの期間やってもらって、その仕事ぶりについても投票する際の判断材料にしてもらうってことですね？」

			「ああ」

			　代表をやっている嫁さんたちは、名案とばかりにさっそく各部下へ連絡を取っている。

			　ルルアの話が片付いたところで、次にシェーラが口を開いた。

			「今後のウィードの運営はいいとして、ランクスと魔王軍の残党はどうするのでしょうか？」

			「ランクスは、もうどうでもいい」

			「え？」

			「報告は受けただろう？　タイキ君がランクスの王都を落としたって」

			「はい」

			「こっから先は、タイキ君の問題だ。俺たちが下手に干かん渉しようしていい話じゃない。何かあればいつでも動けるし、戦争関連の心配はほとんどない。逃げたっていう馬鹿姫のことが気になるが、それも俺たちが勝手に手を出すわけにはいかない」

			「確かに……」

			「キユとコヴィルも、すでにウィードへ向けて戻って来ているとこだし、ウィード自体の守りはさらに固くなるだろう」

			　というわけで、ランクスの問題はタイキ君と一緒に王都を落とした時点で、もうほぼ終わっている。

			　勇者として知れ渡っているタイキ君の要請があれば、表向き手助けする必要があるだろうが、あの内政チートも自力でこなす奴が、この程度のことで助力を申し出るわけがない。

			　今まで味方なしのランクスを１人で必死に切り盛りして、俺たちの協力を取り付け、見事、馬鹿王族を閉め出したのだ。

			　横やりを入れるにしても、タイキ君本人から要請があってからでいいだろう。

			　というか、面倒事は他よ所そに任せるのがスタンスですし!!

			「ということで、残るは魔王軍の残党だ」

			「そうですね。現状は、いったいどうなっているのでしょうか？」

			「実は、まだルーメル侵攻軍に伝令がたどり着いていない」

			「それは……まだ魔王城が落ちて数日ですし、あと１週間前後はかかりそうですからね」

			「だよな。徒歩で行けば１か月の距離。早馬を使ってその４分の１くらいにまで縮められているんだから、まだマシだよな」

			「そこは失敗しましたね。お兄さんが魔王城に殴り込みをしたとき、空中伝令に使えそうなワイバーンとかは、すべて潰したんでしょう？」

			「おう、連合軍の到着前に援軍を呼ばれると作戦が危なくなるからな。でもさ、連合軍に魔王城を攻められる前に、ちゃんと伝令は出したんだよな？」

			「はい、デキラのドッペルで、直接援軍に戻るようにと、確かに」

			「エリスがそう言ってるし、まだ時間がかかるってことだろうな。しかし、ルーメルの勇者たちを相手に20万近く蹴け散ちらされて、侵攻軍のほとんどは士気が低下している。残った10万の軍勢が引き返して来て全員敵対したとしても、こっちは魔王城にいる連合軍約１万に、リリアーナについた和平派の魔族約３万と魔物が１万前後、さらに魔王城を攻めたときのウィードの隠おん密みつ魔物部隊もいる。向こうは疲労もピークだろうし、俺たちが手を出すようなことは、まずないだろうな」

			「と言いますか、普通、それなら侵攻軍も投降すると思いますけどね」

			「だよな。万が一、攻めてきて危なそうなら、俺たちが出張って１日で鎮圧すればいいさ」

			　現状、俺たち主導でやれば手早く済む問題ではあるが、なるべく手を出さない方針にしている。

			「なんだ、いろいろ大変だなーと思っていたけど、そうでもないんだね」

			「リエル、それは、ちゃんと後任を育ててきたからです。私やラッツ、ミリーには、仕事を任せられる後任やギルドマスターといった人がちゃんといます。リエルはいるんですか？」

			「え!?　そ、それは……僕、副署長だし？」

			「はぁ、大丈夫です。リエルは単独でぶらぶらしているのが仕事だから、私が部下の育成はやってあります」

			「さすが、トーリ!!」

			　きゃっきゃっとトーリに飛びつくリエル。

			　新大陸に行くのは問題なさそうだな。

			「しかし、ランクスの件は結局、勇者様に振り回されたとみるべきですかね？」

			「どうでしょう？　問題を持ち込んだのはランクスであり、勇者様が原因というわけではないともいえますが？」

			「うーん、僕はよく分からないや」

			　皆は今回の騒動のまとめ、考察に入っているな。

			　こういうことは大事だ。

			　なにが原因で、なぜこのようになったのか？

			　それをちゃんと調べることで、今後に繋がり問題を未然に防ぐことができる。

			「でも、結果としては彼がやって来たことによって魔王、いえ、リリアーナさんを助けることができましたし……。それを考えると、ランクスが馬鹿をやってくれたおかげで、今の結果になったってことになりませんか？」

			　シェーラがいい点を突いた。

			　その通り、馬鹿姫がタイキ君を連れて来なければ、リリアーナにウィードのことが伝わることはなかった。

			　まあ、そんなことを言えば、ガルツがランクスへの支援を切ったことや、俺たちが３国との交易を始めたことも原因ととらえるべきなんだが……。

			　だが、何が一番の要因だったかというなら、やはり勇者タイキ君の存在だろう。

			　受け身な俺に比べて、彼は自分から行動して道を切り開いている。

			　ランクスを貧困から救い、馬鹿な王族をいさめるために奔走し、現在の結果をつかみ取った。

			　勇者と呼ぶに相応しいと思う。

			　見習いたくはないけどな。

			「ま、この流れを作ったのは、間違いなくタイキ君だ。結果多くの人が救われた。十分に勇者という呼び名に相応しいと思う。それに、連合軍は偽者とはいえ、魔王役を演じたあの化け物を倒した。アレス、ローエル、ヒエラ、クラック……その他、魔王城攻略に参加した兵士たちだって十分に勇者だよ。あの茶番劇がなければ、いまだ魔族とは険悪な関係だったろう」

			　俺がとりあえず、今の結果は皆が頑張ったからだと結論づけると、突然俺に視線が集まる。

			　呆れた顔と優しく微ほほ笑えんだ顔が半々だ。

			「……どうした？　なにか変なことを言ったか？」

			　俺がそう言って皆を見てると、リーアが飛び切りの笑顔で言葉を紡つむいだ。

			「ほら、やっぱりユキさんは勇者様なんですよ」

			「納得しました。リーアの言う通り、誰が勇者に一番相応しいかと言われたら……」

			「お兄さんしかいませんねぇ。どこからどう見ても」

			「そうね。ユキさん以上の勇者様は存在しないと思うわ」

			「だよねー。ユキさんがいなければ、この状況はなかったんだから」

			「……ほとんどの人は知らない。だけど、私たちは知ってる」

			「ユキさんは勇者だと思います。だって、これまでたくさんの人を助けてきたじゃないですか」

			「お兄ちゃんは、勇者様なんですか!!」

			「兄様は勇者様です!!」

			「……あら、私にとっては出会った時から勇者様だったわ」

			　と、元一般人の嫁さん組がはしゃぎだした。

			「ふふふ……。確かに、権力者は勇者にはなれません。ですが、旦那様はその称号を持っても不思議じゃないと思いますよ？」

			「じゃな。妾わらわから見てもユキの手腕は勇者、いや、それを超える結果だと思うぞ？　魔王が太鼓判をおしてやるわ。ユキは勇者で間違いない!!」

			「そうです。なにより神の使いとして、大陸を救うという大業を担い、まだ道半ばながらここまでの成果。勇者という称号は、あって当然です!!」

			「私もメイドの身からの発言ではありますが、旦那様は勇者という称号を持つに相応しいお方だと思っております」

			　元権力者組も後押しする。

			　だが、俺は皆の言葉を否定した。

			「勇者なんて称号はいらん。見ろ、タイキ君や連合軍の代表たちを。どっからどう見ても、ただの便利屋だろう？　俺は勘かん弁べん願うね」

			　そう言うと、皆が確かにその通りだと言って笑い出した。

			　勇者ってそんなもんだよな？

		

	
		
			第１４９掘　健康診断、そして発覚

			　

			　ｓｉｄｅ　セラリア

			「……正直、お話を聞いただけでは信じられませんね」

			「そうでしょうね。私だって半信半疑よ。でも……」

			「ユキ様とルナ様の発言が嘘だと言う方が、あり得ないというわけですね？」

			「ええ。だから、クアル、私が不在の間は任せるわ。といっても、すぐに戻ってこられる状況にはするけどね」

			「ご心配なく。疑問や問題があれば、コールで即座にお聞きします」

			「……あんたは、夫婦水入らずのときに普通に連絡を取ろうとするのね」

			「それが任務であり、ウィードを守るためですので」

			　私はクアルと一緒に、今度の新大陸へ出発するために必要な書類や、各部署への連絡、引継ぎなどを進めている。

			　まったく、ユキと一緒にいると退屈しないわね。

			　しかし、新大陸ね。

			　情報によれば、魔力枯こ渇かつの影響で魔術を発現できる人がとても少なく、魔物も極端に少ないらしい。にもかかわらず、新大陸にある国々は毎日のように戦争をしている状態だという。

			　夫は「この大陸と同じように……」なんて言葉を濁にごしたけど、魔物による被害がないのであれば、この大陸以上に土地の奪い合いは激化しているはずだ。

			　腕が鳴るわ。

			　今まではお姫様として、お供が付いた状態で戦うのが当たり前だった。ウィードに来てからは、夫のおかげで極端に強くなって単独で戦うこともあったけど、基本は裏方だったしね。

			　だけど、新大陸にはそんな身分もない。

			　自分の身ひとつでどうにかしていかないといけない。無論、夫たちはいるけど、状況的にウィードの力をおおっぴらに借りるわけにはいかないだろうから、正攻法になる。夫とパーティーを組んで冒険し、敵対する国に喧けん嘩かを売ることになるだろう。

			　本当に、私個人の力が試される。

			　嫌がってるけど、暴れるついでにユキを王とした国を作ってみたいわ。

			　夫の方針は分かっている。

			　しかし、横に立つ妻として、旦那が歴史の表舞台に立たず無名のままでいるのは嫌だ。

			　今のままでは、「セラリアの夫ユキ」と、歴史書に１行で記されるのがいいとこだろう。

			　本来、ユキの手によるものだった功績は、私やルルア、シェーラが成したように書かれる。

			　こうした未来は、妻たち全員が嫌がっていることだ。

			　私たちの夫は、もっと称えられるべきなのだ。

			　だから、今回の新大陸の件は都合がいい。

			　この大陸では、諸事情によりユキは大きく暴れられなかった。

			　しかし、新大陸ではその縛しばりが極端に少ない。

			　運営は大変になると思うが、ウィードのような小国よりも、もっと大きな国を手に入れられるかもしれない。

			　ウィードは、クソ親父のいるロシュールとかガルツに囲まれているし、周辺領地を併へい呑どんするわけにもいかなかったからね。

			　ユキの言っていた、グローバル化による魔力枯こ渇かつについての研究のこともある。

			「魔力枯渇か……。なるほど、これで押していきましょうか」

			　私は、紙に書き留めた魔力枯渇という言葉を見て閃ひらめいた。

			　夫は新大陸に国を持つのを嫌がるだろう。

			　しかし、魔力枯渇の調査はしないといけないし、１人や２人で調査できるわけがない。

			　つまり、最終的にはどこかの大勢力の手助けがいることになる。

			　それなら、最初から自由に使える国を持つべきだと、夫を説得しよう。

			　よくよく考えれば、魔力枯渇問題を持ち出して、まともに取り合ってくれる勢力がいるとも思えない。

			　うん、どう考えても、私たち独自の勢力を新大陸で築く必要があるわね。

			　でも、私が考え付くようなことを、夫が思いつかないわけがない。

			　なにか理由があるのかしら？

			　ま、後で聞いてみましょう。

			　気が付けば時間は14時を回っており、私は席を立った。

			「どうしました？　って、ああ、今日は健康診断の日でしたっけ？」

			「そうよ。今のところ、私は怪け我がや病気ひとつしてないけどね。住人たちには、成果が出ているんでしょう？」

			「はい、ユキ様の方針で、３か月に一度、住人全員に健康診断を義務づけていますが、具合の悪いところの早期発見や、病気なのに無理をして仕事をしている人などの発見報告があり、かなり成果を出しています。報告書は見ていますか？　１万人を超えるウィードの、この４か月の死亡者数を？」

			「知っているわよ。冒険者を除くウィード住人の死者は、クソ犯罪者が５人。生まれたての赤ちゃん……新生児だっけ？　それが３人だけ」

			　犯罪者の５人は、私が首を刎はねた強姦犯たちだ。

			「はい、この数字は驚異的です。無論、年寄りが少ないとはいえ、労働従事者の死亡報告がまったくありません。衛生管理、病院の無料化、病気の早期発見のための健康診断……早くもその結果が出たということでしょう」

			「そうね。さらに言えば、ウィード内の建築は、今でもダンジョンマスター権限で行っているからね。夫は、そのおかげで重たい物を扱うなど危険作業が少ないから、死亡事故が起こってないだけだって言っていたわ。今後は、きっと死亡事故が増えるって言っていたわよ？」

			「なるほど、確かにそうですね。現在でも、重量物や刃物の取り扱いによって、重傷者は出ています。でも、対処法をユキ様が準備していますからね。普通なら死んでいた重傷者も、確かにいました。今後は、それが間に合わなくなる可能性があるわけですか」

			「そういうことよ。さすがに、家を建てるときに木材が落下して下の人に直撃すれば、治療以前に即死でしょう？」

			「ですね。っと、申し訳ありません。健康診断でしたよね？」

			「ああっ!?　クアルが話しかけるから遅れそうじゃない!!　あんた、今日のおやつ抜き!!」

			「ええ!?」

			　そう言って、私は急いで健康診断の場所へと走って行った。

			　

			「ごめん。待たせたわね」

			「いえいえ、私たちも、今来たところですから」

			「いろいろ引継ぎ関係で大変でして……」

			「私は、もともと病院勤めですし」

			「妾わらわは、特に引き継ぐ相手もおらんからのう」

			「今日は、ユキさんの護ご衛えいはキルエさんに任せましたし、大丈夫です」

			　今日の健康診断は、私、ラッツ、エリス、ルルア、デリーユ、リーアの６人が受けることになっている。

			　さすがに、妻全員が健康診断でいっぺんに職場を空けるといろいろ問題なので、２～３日に分けて行っているのだ。

			「あ、ちぃ姉様、来たんですね。リリーシュ様も来てますし、すぐに始められますけど、どうします？」

			　エルジュが診察室から顔を出した。

			　エルジュは今、連合軍総大将を務めているが、普段は病院勤めのエルジュ先生だったわね。

			　外見は演説に立ったエルジュとはまったく別人。変装した彼女は、ウィードが誇ほこる最高の医者の１人と言われるエルジュ先生だ。
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			「引継ぎの件もあるし、手早く済ませたいわ。今からお願い」

			「分かりました。では、ちぃ姉様、こちらへどうぞ。他の皆さんは申し訳ないですが、いつものように待っていてください」

			「「「はーい」」」

			　私はひと足先に健康診断を受けることになった。

			　先に来ていた皆には悪いことをしたわね。あとで、お菓子でも買ってあげましょう。

			「はい、お元気ですか。セラリアさん」

			「ええ、おかげさまで。リリーシュ様」

			　私の正面に座っているお医者様は、リテアが祭る神様、リリーシュ様その人だ。

			　今の彼女はウィードのリテア教会に司祭として住んでおり、回復魔術を駆使して、ウィード住人への治療行為を率先して行っている。あと、こういった健康診断もしてくれている。

			　私たちは、立場が立場なので、リリーシュ様やエルジュ、ルルアといったウィードでもトップクラスの回復魔術の使い手に診察してもらうことになっている。

			「じゃ、さっそくスキャンしますねー」

			「はい、よろしくお願いします」

			　スキャンとは回復魔術の一種で、体の不調や怪け我が、病気を発見するための魔術だ。使うレベルによって、発見できるものが変わってくるが、リリーシュ様のレベルならどんな些細な兆候でも発見可能だ。

			「ふむふむ。相変わらず訓練は絶やさないのですね。少し筋肉が疲労していますね。あとは……あら？」

			　なにか異常を感じ取ったのか、リリーシュ様の言葉が途切れる。

			「あの、何か？」

			　この沈ちん黙もくは、心臓に悪い。

			　リリーシュ様が絶句するような健康上の問題があるのだとしたら、それは誰にも治療できないレベルだ。

			「おめでとう。お腹に赤ちゃんがいますよ。３か月とちょっとぐらいかしら？　まだそこまでお腹が大きくならないから、分からなかったのかしらね？」

			「え？」

			　リリーシュ様の言葉に反応できない。

			　赤ちゃん？

			　妊娠？

			　私が？

			　そう言えば、少し気分が悪いときがあったような？　気合いでねじ伏せたけど。

			　夫との、ユキとの子供？

			「ちぃお姉様、おめでとうございます!!　ユキさんを呼ばないと!!」

			　エルジュが慌てて、コールでユキを呼び出す。

			「うんうん、新しい命を大事にね。とりあえず、病院内で待っててくれますか？　セラリアさんが妊娠してるなら、他の娘こも可能性がありますし、まとめて妊娠中の説明をしますから」

			「あ、そ、そうね!!　他の皆も呼ばないと!!　気付かなくて何かあったら大変!!」

			　外にいる皆に、私の妊娠と、皆も妊娠している可能性があることを告げないと!!

			　あと、今日健康診断じゃない皆もコールで呼んで確かめないと!!

			　そう思って慌てて立ち上がったら、エルジュに注意された。

			「ダメですよ、ちぃお姉様!!　赤ちゃんがいるんですから、急な運動はダメです!!」

			　素直に聞き入れ、大人しく椅子に座り直す。

			「ご、ごめんなさい。嬉しくって、それに皆のこともあるから……」

			「私から連絡しておきますから、ちぃ姉様は、とりあえず次の人を呼んできてください」

			「分かったわ」

			　心を落ち着けながら、診察室を出る。

			「少し騒がしかったようですが、なにかありましたか？」

			　ラッツが心配そうに聞いてきた。

			　うん、とりあえず、ここの皆には私から説明をしておきましょう。

			「落ち着いて聞いて。私、妊娠してるみたいなの」

			「「「!?」」」

			「皆も妊娠の可能性があるわ。今、エルジュが他の皆のことも、大至急集めてる。だから、他の心配はいらないから、まずは診断を受けて自分の身を確認して。妊娠してても、はしゃいじゃダメよ？　お腹の子に悪いかもしれないから」

			　その場の全員が、お腹に大事そうに手を当てて、全力で頷いている。

			　

			　さっそく、皆の診察が始まった。

			　ラッツの妊娠が判明して、ルルアが診察を受けているときに夫が到着する。

			「セ、セラリア!!　赤ちゃんできたって!?」

			　夫が驚き半分、嬉しさ半分って顔で聞いてくる。

			「ええ、本当よ。それに、ラッツも妊娠しているわ」

			「ラッツもか!!　やった!!　ありがとう!!　体は大丈夫か!?」

			「大丈夫ですよ、お兄さん。あと、そんなに騒いでいると……」

			　ラッツが、喜んで大声を出している夫に注意を促うながすが……。

			「ユキさん、気持ちは分かりますが、病院の中ですので静かにしてください!!」

			　エルジュが診察室から出てきて、夫を叱った。

			「……すいません」

			　診察の結果、私、ラッツ、ルルア、エリス、デリーユ、キルエの６人が妊娠していた。

			　というか、他の皆は避妊をしていたみたい。

			　子供の世話って大変らしいから、そのために備えてくれたみたい。

			　うん、とてもいい奥さん仲間を持ったわ。

			　あれ？

			　これって、私、新大陸へ行けないってことなんじゃないかしら？

			　さすがに、お腹に子供がいるのに冒険をする気はないわよ。

			　でも、悔しいかも。

		

	
		
			第１５０掘　メンバー選出

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　嬉しいことと困ったことは、重なるものだ。

			　個人的に嬉しい方が勝っているが、嫁さんたちの気持ちを考えると、プラスマイナスゼロってところか。

			　なにがプラマイゼロかと言うと、嫁さんが妊娠したので、新大陸へ行くメンバーが減ったということだ。

			　俺としては新大陸のことは放っておいて、セラリアたちが無事出産して、子供がある程度育つまで、冒険はやめたいのだけれど……。

			「あり得ないわ。私たちが妊娠したくらいで、歩みを止めるなんて認めないわ」

			「そうです、お兄さん。私たちは大丈夫ですから、世界を救う使命を止めないでください」

			「旦那様、気持ちは嬉しいです。ですが、歩みを止める理由にはなりません」

			「その通りだと思います。私たちが歩みを止めれば、その分、多くの犠牲が出るはずです」

			「妾わらわはついていきたいのじゃが……さすがにお腹の子を危険にはさらせん。だから、ウィードは妾たちに任せて、行ってきてくれ」

			「メイドの身で、旦那様の子を孕はらみましたが、その私を旦那様は優しく受け入れてくれました。ですから、これ以上、旦那様の足を引っ張りたくはありません。どうか、使命を……」

			　と、妊娠した面々は全会一致で冒険に行けと言う。

			「ねえ、そう言えば、ドッペルでついてくれば問題ないんじゃない？」

			　不意にリエルが提案したが、皆は頷かない。

			「あれ？」

			「リエル、ドッペルでもだめだよ。赤ちゃんを産むのは大変で、精神的な負担もかけない方がいいんだよ」

			「そうなの？」

			「ほら、冒険者のときにお世話になった村の村長の娘さんとか、男の子を産めって言われて責任を感じてたのか、妊娠したのに産めなかったって話を聞いたよ。まあ、そのあともう１回妊娠して、ちゃんと産めたみたいだけど」

			「えー、あの人が、本当なの？」

			　リエルが、不思議そうにトーリに確認をとっている。

			　それを聞いていたセラリアが口を挟はさんだ。

			「トーリの言う通りよ。責任とか、重圧とかを感じて精神的な負担になりすぎると、子供ができなかったり、妊娠しても流れてしまうことが多いわ。私の母たちは、そんなことを気にしない性格だったけど、他の貴族の奥様方は、子供を安全に産むために頻ひん繁ぱんに教会でお祈りしてたぐらいよ？」

			　貴族なんかのお偉いさんだと、世継ぎの問題で、子供を産む女性には負担が大きいよな。

			　可哀想かわいそうに……。

			「リエル、そういうことだ。ドッペルの腹部を殴られたりしたとき、実際の体のお腹に負担はないけど、とっさにお腹を庇かばってしまったりするだろ？」

			「うん」

			「妊娠中の女性にとって、お腹を殴られるのは絶対にやられたくないことだ。精神に、とても負担がかかる可能性がある」

			「あー、だからドッペルでもだめなのか……」

			　というわけで、妊娠メンバーの出動は完全に禁止。

			　ウィードでの仕事も、ドッペルを使ってもらう。

			　本体は、旅館で安静にしているようにと言いきかせた。

			　無論、リリーシュにも手伝ってもらっていて、専属の医師役になってもらった。

			　リリーシュがいなくても病院は大丈夫だろう。ルルアやエルジュの教え子もいるし。

			「ということで、妊娠している嫁さんたちを除いたメンバーで新大陸へ行こうと思うけど、妊娠している皆の世話をする人もいるだろうし、そこら辺どうする？」

			「あ、それなら私が残りますよ」

			　皆、新大陸には行きたがりそうだし、この話はなかなかまとまらないだろうなと思っていたら、あっさりミリーが立候補してくれた。

			「ミリー、いいのか？」

			「はい、と言っても、これは前々から決めていましたから。妊娠すると、いろいろ手が回りませんからね。そこら辺の手伝いをする必要もあるってことで、皆で話して決めていたんです」

			　おお、素晴らしい嫁同士の連携だ。

			「と言っても、さすがに私１人じゃ、６人全員に気を配るのは厳しいでしょうから、デリーユの義理の妹にあたるリーリや、アンナさんに協力してもらうことになってます」

			「へー」

			「妊娠の件を話したら、喜んで快かい諾だくしてくれましたよ。ちゃんと大事にされてるじゃない、デリーユ」

			「うむ。さすがじゃな」

			　ちなみに、デリーユの弟のライエ君はガルツのダンジョンから引っ越して来て、ウィードで暮らしている。

			　といってもガルツのダンジョンは処分したわけでもなく、そのまま運営している。

			　ウィードの方が安全だから、ライエ君にはこっちにいてもらった方が安心だ。

			「これで私たちは安心ね。じゃ、私たち、居残り組からの要望を言うわ」

			　セラリアは、なにか要望があるようだ。

			「いや、要望ってなんだよ？　付いてくるのは絶対ダメだぞ？」

			「分かってるわよ。だから、あなたの安全のために、居残り組以外の妻は全員連れていきなさい」

			「過剰戦力だと思うけどな」

			「それぐらいで、ちょうどいいのよ。新大陸を調べたわけじゃないけど、ドッペルが使えるとも限らないし、ドッペルが使えても、あなたが偽者とはいえ死んだなんて聞けば、私たちの精神的負担は相当なものよ？」

			　確かに、俺が偽者でも死亡したと聞けば、嫁さんたちの精神負担は相当だろうと想像できる。

			「って、ちょっと待て。全員って、まさかアスリン、フィーリア、ラビリス、シェーラもか？」

			「もちろんよ。まさか、子供だから連れて行かないなんて言わないわよね？」

			「お兄さんの気持ちは分からなくはないですが、アスリンたちも立派な１人の女性です。もうちょっと対等に扱ってくださいな」

			「シェーラ様のお立場も、きっとお役に立ちます。どうか連れて行ってくださいませんか？」

			　居残り組が、全員でアスリンたちを連れて行けと主張している。

			「お兄ちゃん、今度は私も役にたちましゅ!!」

			「兄しゃま!!　私も頑張りましゅ!!」

			「……今度は、置いてきぼりはいやよ」

			「ユキさん、私が学んだ王族としての知識や作法。きっと無駄にはなりません!!」

			　ちびっこたちが口々にそう言って、目を潤うるませている。

			「あー、ユキさん、ここは諦あきらめよう。僕、彼女たちを置いていけないよ？」

			「アスリンたちは今までずっといい子でしたし、連れて行ってもいいのでは？」

			「……というか、この子たちより強い人なんてそうそういないわ。絶対戦力になる」

			　と、獣人組も皆、賛成。

			　これじゃあ俺が置いていくと言っても、別行動でこっそりついてきそうだな。

			　下手に拒否する方が面倒か……。

			「分かった。だけど、ちゃんと言うことを聞くこと!!」

			「「「「はーい」」」」

			　返事だけはいいんだよな。

			　今まで我慢させてたから……いいのか？

			　深く考えるのは止そう。もう決めたし、学校には休学届けを出さないとな。

			　俺がそんなことを考えていると、デリーユとリーアがなにか話し合っている。

			「リーア、お主がいるから妾わらわは安心してウィードで過ごせるのじゃ。頼んだぞ、勇者!!」

			「デリーユさん!!　任せてください。必ずユキさんは守ってみせます!!　魔王の願い、聞き届けました!!」

			　……なにか間違ってね？

			「あ、そう言えばお兄さん、ちょっと提案があるんですが」

			「ん、なんだ、ラッツ？」

			「いえ、私の案ではなくエリスの提案なのですが……」

			　ラッツはそう言って、横のエリスの方をチラっと見て合図を送る。

			「はい、女性ばかりではなにかと面倒だと思いますので、あの３人を連れて行ってはどうですか？」

			「あの３人？」

			「はい、あの３人はトーリやリエル以上に冒険慣れしてますし、男性です。新大陸ではいろいろ役に立つのではないでしょうか？　最近は、出番がなくてウィードでごろごろしているだけですし」

			「出番って、あれでもウィードの冒険者ギルドの専属だぞ？」

			「特に、忙しい仕事をしているわけでもありませんし、トーリとリエルの友人のオーヴィクさんたちもウィードの専属になりたいようで……ちょうどいいのでは？」

			「ああ、そう言えば、ウィードにはダンジョンが多いから専属の冒険者が足りていないとか報告があったな」

			「ええ。ですから、あの３人もそれなりに強いですし、オーヴィクたちにもちょうどいい訓練になります。なにより、アスリンたちの良い守りにもなるでしょう」

			「なるほどな。採用。あの３人を呼び出そう」

			　こうして、新大陸メンバーが決まった。

			　あの３人は、特に、勇者と魔族関連のゴタゴタでは活躍の場がなかったから、ちょうどいい機会だろう。

		

	
		
			第１５１掘　新大陸説明会

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「……というわけで、ルナから丸投げされた形だな」

			　俺は、ホワイトボードの前で、ルナから教えてもらった新大陸の説明を、同行する予定のメンバーにしているところだ。

			　まあ、説明と言っても、「魔力枯こ渇かつ問題を解決せよ!!」ってだけなのだが。

			「魔力枯渇問題ねぇ……。なるほどな、それで俺たちが呼ばれたわけだ」

			「だな。ユキたちが行くと言っても、メンバーが女性ばかりだしな」

			「そうですね。僕たちは別行動でもいいですし、サポートするにしても、それなりの戦力になるはずですね」

			　今回は、珍しく嫁さんや代表以外のメンバーがいる。

			　しかも、男だ。

			「いやー、勇者やら魔王の問題で、俺たちはなにもできなかったからな。腕が鳴るぜ」

			「まあな。国の問題には、冒険者は手を出しにくいからな。冒険となれば本職として黙っちゃいられねえ」

			「ですね。しかし、新大陸ですか……。これはまた、今までにないほどの大冒険になりそうですね」

			　懐かしのモーブ、ライヤ、カースの中年おっさん三人組である。

			　レベルは今回のメンバーの中ではかなり低い方だが、熟じゆく練れんの冒険者ということで、多分経験の差が圧倒しているはず。

			　俺としては頼りにしている。

			　というか、男がいないからな!!

			「あ、そう言えば質問があるんですが、いいですか、ユキさん？」

			「ん、どうした？　トーリ？」

			　珍しくリエルではなく、犬耳、いや狼耳のトーリが質問をしてきた。

			　トーリも以前は冒険者だったみたいだし、大声では言えないがリエル以上に頼りにしている。

			　だって、リエルは暴走癖があるからな。リテアの戦いのときもそうだったし、トーリと冒険をしていたときも１人で先走りがちだったらしい。トーリも苦労してたんだな。

			　と、質問をちゃんと聞かないと。

			「あの、新大陸って、この大陸からずっと西に行ったところにあるんですよね？　それなら、ルナさんから提供されるダンジョンからいきなりど真ん中に向かうより、ユキさんがダンジョンを西の方へ広げて、新大陸の沿岸から徐々に調べていった方がよくないですか？」

			　おお、鋭い質問だな。

			　本来、それができるなら一番いい。

			　でも、いろんな問題があって、その選択ができない。

			「それができたらいいんだけどな。実際は、とても無理だ」

			「なんででしょうか？」

			「このウィードの位置は大陸の中心。つまり西へダンジョンを広げるということは、その間にある他国の下にもダンジョンを勝手に作ることになる」

			「あっ」

			　そう、これはまずい。

			　間違ってばれたりすれば、ウィードの立場が危うくなる。

			「でも、少しの間だけ作って、そのあと消せばいいんじゃないですか？　地下深くだし、ばれないと思います」

			「それも考えたけど。西にダンジョンを進めると、他のダンジョンに俺たちのことがバレてしまう可能性もあるんだ。下手すれば、他のダンジョンマスターと戦闘になる」

			「な、なるほど……それはまずいですね」

			　これが、ダンジョンを新大陸まで拡張する案を取りたくない一番の理由だ。

			　下手に他のダンジョンを刺激したくない。他のダンジョンマスターと戦いになれば、新大陸の調査が遅れるし、こっちの大陸も大騒動になるだろう。

			　せっかく、魔王問題が片付いたとこなのに。

			「あと、魔力枯こ渇かつのおよぶ範囲が分からないのも問題だ。沿岸の海も範囲だったら、ダンジョン下に置いた途端、ウィードのＤＰをごっそり持っていかれる可能性がある。しかも、その後、大量の魔力を得た新大陸にどんな影響があるか分からない。一番考えられるのは、魔物が一気に増える可能性だな。たとえばドラゴンの群れとかな」

			「うわぁ、そんなことになれば、新大陸が滅びない？」

			　リエルがドラゴンの群れと聞いて、顔を青ざめさせている。

			　いや、今のリエルなら狩れるからな、ドラゴンくらい。

			「まあ、そんなわけで、新大陸に以前からあるダンジョンをゲートでつなぐ方法を取るわけだ。ゲートでつながってるだけなら、ウィードの魔力は取られない。俺たちがそのダンジョンを管理下に置けば、それを維い持じする魔力は取られるだろうけどな」

			「ああ、そう言えば20倍もとられんだっけか？」

			「そうだ」

			「そりゃ、向こうでは贅ぜい沢たくにダンジョンをガンガン広げるわけにもいかないか。って、そもそも枯渇問題で、ダンジョンを広げることすらしない方がいいのか」

			　モーブが自分で言って、自分でツッコみをいれる。

			　概おおむね正しい。

			「そんな感じで、新大陸にあるダンジョンを利用するわけだよ、トーリ」

			「なるほど。納得できました。これが、今取れる方法では、一番安全なんですね」

			「冒険する俺たちにとっては、一番危険だけどな」

			「あれ？　ドッペルは使わないの？」

			「いや、使う予定だけど、万が一ドッペルが使えない場合は、俺たちが生身で行くことになる」

			　他人を使っても目的は達成できないだろうし、俺たちより強い人間もいない。

			　どちらにしろ俺たちが行く必要があるのだ。

			　ドッペルが使えますように!!

			「とりあえず、新大陸のダンジョンへ直接行く理由は分かったわ。で、向こうに着いてからの方針は、どうするのかしら？」

			　黙って聞いていたセラリアが、ようやく口を挟はさむ。

			「そうだな。しばらくは向こうのダンジョン近辺で調査だな。ザーギスを連れて行って、魔力濃度を調べさせて実験もする」

			「実験？」

			「新大陸では魔術の仕様が変わっていないかとかな。最悪、魔力が少ないせいで、俺たちの力が下がっている可能性もある」

			「ああ、そう言えば、レベルは体が魔力を取り込んで上がってるって、変な説があったわね」

			「それが本当かどうかは分からないが、とりあえず調べるのは大事だ。それで自分たちの力を確認して、新大陸の調査を開始しようと思う」

			　俺はそう言い終わって、皆を見まわした。

			「なにか質問は……」

			「調査よりも、さっさと建国することを私は推おすわ」

			　締めくくろうとしたところで、セラリアがトンデモないことを言いだした。

			「周りは群ぐん雄ゆう割かつ拠きよ。調査しようにも、国を移動するだけでもひと苦労よ。時間がかかりすぎるわ。それなら、私たちで国を建国すれば、その支配地域では確実に調査できるし、国同士の交こう渉しようをすることで、他国での調査もしやすくなると思うのだけれど？」

			　セラリアの言うことはもっともなのだが、それは調査という点のみについてだけだ。

			　なにが言いたいかというと……。

			「セラリア。向こうで国を作ったとして、いったいどこまで面倒を見る気なんだ？」

			　そう、俺としては調査が終われば、そのまま放置するのがベストだと思っている。

			　国なんて作れば、国民を守らなくてはいけなくなる。

			　自分たちの大陸も平和にできていないのに、他よ所そに手を出すなんて無理がある。

			「ちゃんと、私たちが運営していけばいいじゃない。ウィードみたいに民主制でも促うながしてね」

			「あのな、ウィードが民主制紛まがいの形で成り立っているのは、ダンジョンという堅固な防衛機能があってこそだ。民主制は軍隊を動かすのに、とてつもない時間がかかる。分かるだろう？　君主制なら、王のひと言で軍を動かすことができる。しかし、民主制は多くの代表の協議の結果、軍を動かすことになる。群雄割拠の中で動きが鈍いのは致命的だ」

			「あら、それは新大陸全体を平定してからでいいじゃない。それまでは、適当に王様でも立てておいて、私たちが実権を握ればいいじゃない」

			　……鬼か、お前は。

			　お飾りにされる王様が不幸すぎるわ。

			「とりあえず、簡単な調査が終わったら、与くみしやすい国でも乗っ取ることを提案するわ。事務関連の仕事は、ウィードに居残る妊娠組がやっておくから」

			「そうですね。すでに、私たち主要メンバーが抜ける旨むねは部下に伝えましたし。家で、日がな一日のんびりし続けるのは心苦しいです」

			　セラリアの提案に、ラッツや他の妊娠メンバーも頷いている。

			　こりゃ、俺が否定しても勝手に国ができそうだな……。

			　なにか、最近、嫁さんたちの押しが強くなったな。

			「そもそも、この世界は私たちが住んでいる場所なの。異世界から来たあなたに助けてもらってばかりじゃ、ダメだわ。これは私たちが自分の世界を救うための一歩だと思って？」

			　セラリアがそう言うと、他の皆もこちらを見ている。

			「ほぼ、俺頼りなのは自覚しているか？」

			「でも、何も考えない方がダメじゃないかしら？　それとも、あなたの言うことに全部従うような女性が好みだったかしら？」

			　セラリアがそう言って笑う。

			　はぁ、凄すさまじい女を嫁さんにしたもんだ。

			　さて、新大陸で国を取りあう見知らぬ王と、臣下と将兵たちよ。

			　これから理不尽が向かうかもよ？

		

	
		
			第１５２掘　予定通りにはいかない

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「いやぁぁあぁあぁぁ!!」

			「助けてぇぇぇえぇ!!」

			「ママー!!　ママァァァァァァアア！！！」

			　無抵抗な人々が、戦いという凶器に押しつぶされようとしている。

			「間違っても殺すな!!　捕まえて売り飛ばせ!!　力のある奴は奴ど隷れいにしろ!!　国のためになる!!」

			「女だけのところを狙って正解ですな!!」

			「ああ、これで私は昇進間違いなしだ!!」

			　……新大陸のダンジョンの外は、現在、このような状態だ。

			　どうやら、ダンジョンの外には、獣人族やエルフ族が一緒に暮らしている集落があるようだが、そこにどこかの軍が攻めてきた感じだな。

			　ここは見なかったことにして、俺たちの安全確保と実験を……。

			「許さない!!　今すぐ僕が行くからね!!」

			「あっ、待って!!　リエル、だめだって!!」

			「……ごめん、ユキ。あんなの見過ごせない」

			　我先にとリエル、トーリ、カヤが、ダンジョンの外へ向かって駆け出す。

			「ユキさん、あのままでは３人が危ないかもしれません。ドッペルではありますが、なにがあるか分かりません。私たちも行きましょう!!」

			「お兄ちゃん、皆を助けるんです!!」

			「兄様、行きます!!」

			「……ふふふ。こういう機会はなかなかないわよね」

			　シェーラ、アスリン、フィーリア、ラビリスも、後を追うように駆け出していく。

			「ありゃ、若いって素晴らしいな」

			「俺たちも行こうか」

			「はい、今度は守って見せましょう」

			　さらに、おっさん３人も行ってしまう。

			「……」

			「……」

			「あの、私たちはどうしましょうか？　ドッペルなので参戦しても問題はないと思いますけど？」

			　リーアは、皆が駆け出しても俺の傍そばを離れようとはしない。

			　うん、いい子だ。

			　そして、さりげなく俺と同じように、呆然と突っ立っているザーギスを叩く。

			「なに、お前も一緒になって沈ちん黙もくしてるんだよ！」

			「えー!?　どう考えても外の問題に、今の状況で、手を出すわけにはいかないでしょうに!?」

			「もう、事態は動き出した。お前も来いや!!　研究一辺倒ってわけじゃなくて、多少戦えるんだろ？　曲がりなりにも四天王だったんだし!!」

			「ぎゃー!?　こんな、不確定要素の多い戦場に喜んで突っ込んでいく奴がいますかー!!」

			　俺だって行きたくないわ!!

			　けど、皆をほったらかしにするわけにはいかない。

			　嫁さんたちの安全が第一。たとえドッペルであっても。

			　まあ、助けた人たちから少しでも情報がもらえれば、それはそれでこの後の行動をとりやすいしな。

			「……うん、問題はないみたいだぞ」

			「ええ、そのようですね」

			「えーと、ユキさん。どうしましょうか？」

			　嫁さんたちを見て分かったが、俺とザーギスが、今日、この日のためにいろいろ準備していた道具が無駄となった。

			　なにを持って来たのかと問われれば……。

			「新大陸で俺たちの力が通用するのか？」という問題があったので、身体能力を計るためにも、ストップウォッチや訓練用の案か山か子しを用意したのだ。

			　結果、この問題に対する回答は以下の通りである。

			「女性に手をあげるなんて、最低だよ!!」

			　リエルが武器を振るうと、敵（？）が空中を舞う。

			　いや、リエルだけではない。

			　トーリやカヤ、果ては、ラビリスたち幼女にふっ飛ばされている敵もいる。

			「とりあえず、図らずも身体能力の計測ができるんだ。ザーギス、リーア、皆の動きをよく見ててくれ。ウィードにいるときと動きが変わってないかってのが大事だ。逆に、性能が上がっている可能性もあるからな」

			「もう、カメラを回してますから大丈夫です」

			「私もカメラで録画してますよ」

			　俺が指示を出す前に、２人とも、目の前のギャグのような風景をカメラに収め始めていた。

			　人が、ポーンと面白いようにふっ飛んでいくのは、そうそう見られる光景ではない。

			「俺の方は……治療にいく」

			「はい。でも、私の目の届く範囲までですよ？」

			「子供か、俺は」

			　そんなことをリーアに言いつつ、ふっ飛んだ兵士を持ってきたロープで簀す巻まきにする一方、怪け我がをしている獣人やエルフの女性たちを回復魔術で治療しようとしたのだが……。

			「いやっ!!　人間っ!!」

			「来るな!!　近寄るな!!」

			　こう完全に拒否されると、精神的に辛いわ。

			　いや、確かにさっき君たちを害していたのも人間だけど、ひと括くくりにされたくないわ。

			　心は痛いが、とりあえず治してやらないとまずいので、そのまま近づいていく……。

			　すると、物陰から小さな子供――アスリンたちと同じぐらいか――が出てきて、思いっきり睨にらまれた。

			「やめてぇぇえぇ!!　ママを虐いじめないでぇぇ!!　あっちいけー!!」

			　そう言いながら、その子供が足下の石を拾って俺に投げつけてきた。

			　だが、子供に構っていては治療が手遅れになりそうなので、無視して、そのまま進む。

			　ゴンッ！

			　……いてぇ。

			　歩みこそ止めなかったが、痛くて泣きそう。

			　なんだよ。新大陸でもレベルは、そのままのはずだよな？

			　……そう言えば、いくらレベルが高くても、攻撃を受けたら重傷にならないってだけで、痛覚は機能するから痛みは普通に感じるって言ってたな。

			　前、デリーユの鳩みぞ尾おちにラビリスの刀が当たったときも、かなり痛がってたもんな。

			　まったく、これだからファンタジーは……。

			「ひっ!?」

			　あ、いかんいかん。

			　つい、睨にらんでしまったようだ。

			　まあ、子供に怪け我がはないようだな。

			　さっさと、治療してしまうか。

			　おっと、魔術を使う前と、使った後の状態確認もしとかないとな。

			　とりあえず、素早く自分のステータスを確認して……よし、ＭＰは満タンだな。

			「よし、行くぞ。それ、エクストラヒール」

			　とりあえず、目の前にいる、子供の母親と思しき人を治療する。

			「え？　あ、か、体が!?　な、治ってる!?」

			「ママ―――!!」

			　血だらけでぐったりしていた母親が体を起こすと、子供が飛びついた。

			　うん、感動の場面だけど、このまま見てるわけにはいかない。

			「すまない。というわけで、俺は治療ができる。信じてくれるなら、怪け我が人を集めてくれないか？　無論、命が危ない奴は優先で治す。見ての通り、この様子じゃ俺のことを疑っている人もまだいるからな。皆を説得してくれ」

			「は、はいっ!!　ありがとうございます!!　怪我人を集めてきます!!」

			「とりあえず、あんたが敵じゃないことは分かった。だから、今はあんたを信じるよ」

			　治療するところを見ていた他の人々も、怪我人を捜さがしにいったり、誘導したり、説明したりと協力してくれた。

			　そういえば、住人たちがあっさり集まって来ているが、敵はどうなったんだよ？

			　俺はそう思って、先ほど敵がふっ飛んでいった方向を見ると、リエルたちが縄で簀す巻まきにして運んで来ているところだった。

			　１人につき最低20人は捕まえてるな。

			　シェーラやラビリスたちも、引きずりながら運んでいる。

			　……知り合いじゃなかったら怖すぎる光景だ。

			「貴様たち、なにをしたか分かっているのか!!　ジルバ帝国に逆らったのだぞ!!　もう、お前らには滅びしかない!!」

			　なんか、リエルが捕まえたおっさんが吠ほえている。鎧よろいが豪華だし髭ひげを生やしているところからすると、この中でも上の方の立場かな。

			「僕たち数人を相手に、あっという間に全滅する兵士しかいない、そのなんとか帝国なんて怖くないね」

			　うん、リエルの言いたいことは分かるが、せめて国の名前は覚えてやれよ……。

			「あー、とりあえず、襲われた人たちが怯おびえてるんで、黙っててもらえますか？」

			「はっ!!　家畜が、道理も知らんお前らの言うことなど……」

			「黙れって！」

			　俺はサッカーボールを蹴けるみたいにそいつを蹴り上げて、岩にぶち当てた。

			　うむ。

			　身体能力が落ちてないのは、確実か。

			　ぐったりと動かない男を見て満足した。

			　岩に血がついてるけど、息があるし大丈夫だろう？

			　ほかの敵さん（？）も大人しくなったし、これでよし。

			　振り返ると、怪け我が人が集まってこちらを見ていた。

			　少し、俺に対する恐れがあるようだが、気にしない。

			　一気に住人たちを治してやって、さっさと情報でも集めますかね。

			　まったく、予定通りにはいかないもんだね。

		

	
		
			第１５３掘　お約束はもういいわ

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「覚悟しろぉぉぉお!!　村の女性たちを辱はずかしめた愚おろかな人間よ!!」

			　もう、嫌だ。

			　なんでこうなるねん。

			　いや、予想はついてたけどさ、こっちは予想通りにいかないでくれよ。

			「話せば分かります。聞いてください」

			　落ち着け、なんとか相手を冷静にさせるんだ。

			　俺もたいがいイライラしているが、このウサミミダンディを殺したら全部台なしになる。暴力を振るうのもまずい。

			「うおぉぉおおぉおおお!!　その首切り落としてくれる!!」

			　ダメだこりゃ。

			　俺は心の中で泣きながら、村の女性たちの誰かがいち早く来るのを願うばかりだった。

			　さて、なにがどうなっているかと言いますと。

			　時は、襲われていた人たちの治療を終えた後にまで遡さかのぼる。

			「よし。強力な回復魔術を全体にかけた。まだ、具合の悪い者はいるか？」

			　高位の回復魔術は体の不純を元に戻すので、骨折や内臓破裂や損傷、果ては内出血も消してしまう。

			　これが、ウィードのいた大陸で医学が発展しなかった最大の理由だ。

			　魔術で全部どうにかなるのだ。

			　だから、わざわざ体を切り開いて治そうという人がいなかったし、そもそもその発想自体がない。いや、きっと少数意見では存在するのだろうが、俺は聞いたことがない。

			　あーあ、ファンタジーはこれだから……。

			　いや、俺もファンタジー側から見たら常識外の人間ではあるんだよな。

			　いきすぎた技術は魔法と変わらんって言ってたっけ？

			　少し違う気もするが、最近じゃ乗用車ですら自動ドアになってるのもあるしな。……アレは驚いたわ。いや、理由は分かる。手がふさがっていたり、子供やお年寄りには便利だしな。

			　――……あ、意識が別の方向に飛んでたわ。

			　ちゃんともう怪け我が人がいないか確認しないと。

			「どうだ？　しっかり、自分の体を確認してくれ。隣人とお互いに見合って確認してくれてもいい。気が付かないところを怪我している、なんてことは普通にあるからな」

			　俺がそう言うと、大半の人が自分の体や、隣の人の体に異常がないか確認し始めた。

			　あくまで、大半の人だ。

			　ごく少数は、なぜか俺を凝視していた。

			「ん？　どうした？　どこか具合でも悪いか？」

			「い、いえっ!?　そういうことでなく……。あっ、すいません。助けていただき、ありがとうございます。お礼が遅れて申し訳ありません」

			　この人は……さっきの子供がべったりくっついているし、見覚えがある。

			　デモンストレーションのために一番最初に助けた人だな。

			「いえいえ、まあ成り行きですから」

			　本当に成り行きだしな。

			　我先にと助けに入ったのは、リエルたちだし。

			　俺は見捨てるつもりだったし。

			「しかし、人族なのに、魔術の才能に恵まれた私たちエルフより、遥かに強力な魔術を使うなんて……」

			　ああ、そこに驚いてたわけね。

			　そりゃ、地元で散々暴れてましたから。チートもあるし、自由にやれたわ。

			　でも、この新大陸では、ルナの情報通り消費魔力が20倍だな。

			　治療で魔術を使って判明したが、本当に20倍も魔力が持っていかれた。

			　理由についてはザーギスといろいろ話さないと分からないが、多分、空気中の魔力が少ない分、伝達機能が落ちているんだろう。

			　だから、体内ではなく体外に魔力を発現する際、体外に魔力のホースを伸ばすコストが高くなるのではないだろうか？

			　でも、20倍もかかる理屈がよく分からん。

			　さっき、重傷者全員を一気に回復させたが、１人あたりに使った消費魔力量は、この人にかけた同じエクストラヒールに比べて少ないし。

			「あの……少し出すぎた詮索をいたしました。魔術は個人の宝。それに関して聞きだそうとして申し訳ありませんでした」

			「ああ。いや、すまない。少し考えごとをしていた。それより聞きたいことがあんだけど。いいかな？」

			「はい」

			　いったん魔力関連の話はやめて、いったいなにがどうなっているのかを聞くことにした。

			　そう、俺たちはこの新大陸の情勢については、まったく知らない。

			　ここがどういう地名で呼ばれているのかさえ、知らない。

			　というか、よく言葉が通じたな。……文字も読めるといいけど。

			　で、聞きだした情報は以下の通り。

			・ここは、大陸中央に位置する場所で、獣人族やエルフ族が、ひっそりと暮らしている数少ない村の１つ。

			・襲ってきたのは南方にあるジルバ帝国という、人間至上主義の国。やっぱり、戦ばかりしている国らしい。

			・ダンジョンについては、この村では遺跡として認識されていて、獣人族やエルフ族たちにとっては神聖なものらしい。

			・魔力、魔術に関しては、ルナからの情報通り。魔術を使うには莫大な魔力が必要なので、魔術が実戦段階で使える者は、どこの国でも重宝される。

			・獣人族、エルフ族は、現在、この大陸で数が少なくなっている。だが、魔力の扱いや身体能力強化、魔術の発現に長たけている者が多いので、奴ど隷れいとして使役されることが多い。数の関係で劣勢を強しいられているが、個人個人の力は人族より上らしい。

			・今回、この村は、男たちが他よ所その村が襲われていると聞いて出払っていたところを襲われてしまった。

			　細かい情報はまだまだあるが、とりあえずはこんなところだろう。

			　とりあえず、コールで全員を集めて協議しないとな。

			　この村でもう少し情報を集めるのか、それともどこかへ移動をするのか。

			「おーい、皆聞こえるか？」

			『あ、ちょっと待て!?　話を聞けって!!』

			『俺たちが村を襲ったわけではない!!』

			『っぐ。ユキ、この村の男たちが帰ってきたようです!!　襲ってきますよ!!』

			　げっ!?

			　勘違い系か？　お約束すぎるわ!!

			「リエルたちは大丈夫か!!」

			『えーっと、こっちは私たちが獣人だから、そこまで警戒されていないけど。私たちを保護してるつもりみたいで動けないよ』

			『はい。今、襲っている人族を倒すとか言ってます……』

			『……こいつら、ぶちのめしていい？』

			「カヤ、待て。まずは話し合いを優先な!!」

			　って、アスリンたちはどうした？

			「シェーラ、アスリン、フィーリア、ラビリス、聞こえるか!!」

			『はい、大丈夫です。私たちも獣人で子供に見えますし、特に危害は……』

			『お兄ちゃん、気を付けて。お兄ちゃんとリーアお姉ちゃんは人だから』

			『です、兄様、気を付けてください』

			『そうよ。ユキが万が一にでも怪け我がをしたら、この人たちを皆殺しにしそうだわ』

			　ひぃぃぃいいい!!

			　一番の問題は、俺が傷を負うことになりましたよ!?

			　というわけで、なんとか俺は傷を負うことなく、相手を殺さずに宥なだめる必要ができて、今に至る。

			　リーアも俺の傍そば付きの人間なので、他の男に攻撃されている。

			　彼女は鎧よろいのチートがあるので、そこまで苦労してないようだが。

			　俺の装備は布の服程度の服なんだよな……。

			　鎧でも着ることを考えるかな。

			「ちょこまかと!!　人族のくせに、身体能力で獣人の俺とやりあうつもりか!!」

			「だから、話を聞けって!!　俺は、この人たちを助けただけだ。なあ!!」

			「セット、落ち着いて!!　本当にこの人たちは……」

			「脅おどされて、無理やり言わされていることに、なんの意味があるか!!」

			　ダメだこりゃ。

			　作戦変更だ。いったんボコって距離を置こう。

			　そうしないと、埒らちがあかない。

			「全員、ダンジョン前に集合。邪魔する奴は、死なない程度にやっちまえ。後で治すから大丈夫だ。もう、会話じゃ埒があかない」

			『『『了解』』』

			　俺は、セットとかいう、おっさんウサミミダンディの攻撃を紙一重で躱かわし、カウンターで殴って一発で沈めた。

			　距離を開けるとか、そんな面倒なことをする理由もない。

			　そもそも、地力が違いすぎるのだ。

			「……あ、あぐっ」

			　ウサミミダンディのセットは、あまりの痛打に言葉も出ないようだ。

			「えーと、お名前はなんでしたっけ？」

			「あ、その、ナーヤと言います」

			　子持ちエルフの人妻は、ナーヤさんと言うらしい。

			「じゃ、ナーヤさん。この人たちの説得を頼みます。話もできなさそうなんで、とりあえず私たちはダンジョンの前にいます。落ち着いたら来てください。そこで痛そうにしてる人も、あとで治療はしてあげます。ま、襲わないって条件つきですが」

			「……申し訳ありません」

			　とりあえず、ナーヤさんたちに説得を任せよう。

			　リーアを見ると、そっちもあっさり終わったのか、俺を待ってる状態だった。

			「じゃ、いったんダンジョン前に戻るか」

			「はい、そうですね。彼らに落ち着いてもらわないと、どうしようもありませんし」

			　２人でスタスタと歩き始めると、後ろからザーギスが追いかけてきた。

			「ちょっと待ってください。私を置いていくつもりですか？」

			「いや、お前、つっ立ってただけだろうに」

			「ですね」

			「いや、これでも魔力の調査とか、動きの確認とかしてましたよ!?」

			　あ、そういや、こいつって研究者だったっけ？

			　戦わないから、さぼってるだけかと思ってたわ。

			　ダンジョンへ向かう途中、やはり村の別の男たちが３回ほど襲ってきたが、そのまま返り討ちにしておいた。

			　誤解で襲ってくるんだから、これぐらいは我慢しろよ。

			　普通なら死んでたんだから、運がよかっただろ？

		

	
		
			第１５４掘　とりあえず、どうしようか？

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「「「申し訳ありませんでした!!」」」

			　いっせいに頭を下げる男衆。

			「ふんっ」

			　１人だけ簀す巻まきにされてそっぽを向いているのは、俺の一撃で沈んだ、セットというウサミミダンディだ。

			「こら、あんた!!　命の恩人にその態度は、なんだい!!」

			　奥さんなのか、体格のよい……いや、お腹のふくよかな女性がセットに拳を振り下ろす。

			　ゴン！

			　体重の乗った一撃だ。

			　うん、あれは痛いぞ。音的にも重低音だったし。

			　案の定、ウサミミダンディは、あまりの痛さに簀巻きのまま転げ回る。

			　痛む場所を押さえられないと、そうするしかないよな。

			「謝罪は受け入れます。ところで、この村の代表者はどなたでしょうか？　改めてお話をお聞きしたいのですが」

			　そう、大事なのは、これからどうするのかということ。

			　ジルバ帝国というのがどんな国なのかは知らんが、その兵士をひっ捕らえたのだ。

			　こいつらの処遇を決めないといけないのだが、一応、村の人たちにも話を聞いて決めないとまずいだろう。

			　人数は大したことないとはいえ、帝国の一部隊が全滅したのを知ったら黙ってはいないだろう。いや、逃がしても報復行動に出るだろうから、どのみちメンドクサイのは一緒だ。

			　村人がこの村を捨てて逃げるならよし……じゃねーな。

			　ダンジョンはここにあるんだし、どのみちこの拠点は守らないといけないわけか……。

			　くあー、もうどうでもよくなってきたな。

			　いや、落ち着け。

			　この村人たちが移動するなら、この地域一帯は、ダンジョンの能力を行使して防衛を鉄壁にできるから、とてもやりやすくなるな。

			　村人が残るとすると、村人に配慮して戦ったり、ダンジョン機能を制限したりしないといけないよな……。

			　いっそ、村人が残るって言いだすなら、ウィードに送るか？

			　そんな感じで考えていると、集まった村人たちの奥からキリッとした老婆が出てきた。

			「わしがこの村の代表、長老のエーテリじゃ。今回、村を救ってくれたことは誠に感謝する」

			　そう言って、老婆が頭を深々と下げる。

			　俺たちの中に人間がいるからって、特に忌避感はなさそうだな。

			　それとも、年の功で隠しているのか？

			「して、ユキとか言ったのう。なにを聞きたいのじゃ？」

			「そうですね。俺たちは別の大陸から――あなたたちが大事に祭っている遺跡から――来たので、こちらの情勢に詳しくないんですよ。捕らえたジルバ兵を、どう扱うべきなのかも聞かないといけません。というか、全員を捕縛しましたが、これでは結局、ジルバ帝国が本腰を入れてこの村に来る日も遠くはないと思うのですが、どうでしょう？」

			「ふむ……お主らが遺跡を通ってきたというのは、俄にわかには信じがたいが、ジルバ帝国が黙っていないというのは、確かにお主の言う通りじゃ」

			　長老がそう俺の言葉を肯定すると、周りの村人が騒ぎ出す。

			　そりゃ、仕方ないよな。

			　これから定期的に、ジルバ帝国の先兵が来るかもしれないんだから。

			「静かにせい!!　この御仁とまだ話を続けておる。この村を捨てるか守っていくかは、おそらくじゃが、この人たち次第じゃろうて」

			「どういうことですか、長老!!」

			「なに、簡単じゃよ。たった10人やそこらで、ジルバ帝国の兵３００人をあっと言う間に抑えてしまいよった。見た感じ、おそらく本気でもなかったようじゃのう」

			　あらら、このご老体、凄すさまじい観察眼をしてますな。やりにくいわ。

			「はっ!!　３００程度、俺たちにかかれば簡単よ!!　長老、こんな奴らの手助けなど要いらぬわ!!」

			「セット。そう言うのは、せめてこの御仁に圧勝してから言うてくれ。さっきは、ちょいと本気になったこの御仁に、一撃で沈められていたしのう」

			「ぬぐぐぐ!!」

			　セットのおっさん、現実を見ろや。気持ちは分からんでもないがな。

			「でじゃ、お主の話が本当ならば、遺跡から出入りしておるのじゃし、ここを守らないとまずいのじゃろう？」

			「はい、その通りです」

			「なるほど。それで、わしらがどう動くのかを聞きたいわけじゃな？」

			「はい。俺たちは遺跡を中心に動く予定なので、この地域を特定の勢力に奪われるのは遠慮したいのです。ですが、ここに来て……」

			「わしらが、遺跡を中心に村を築いていたと？」

			「ええ。俺たちは、そちらの行動で、取るべき手段がいろいろ変わってきます」

			「ほう？　逃げるか、この村を守り抜いて滅びるか、ぐらいしか選択肢はないかと思っておったが？」

			「そうですね。それに俺たちが付け加える選択肢は、ここに一国を作るか、俺たちの拠点に逃げ込んで安全に暮らすか、ですね」

			　そう話すと、長老は目を丸くしたあと心底可お笑かしそうに笑い出した。

			「うひゃひゃひゃ!!　いや、すまぬ。この歳で、心から笑うようなことがあるとは思わなくてのう」

			「冗談ではなく、大真面目ですが？」

			「それは分かっておるわい。だから、面白かったのじゃよ。お主らが村を守ってくれるなら、村が滅びることはないと思っておったが、わしも随分歳をとったのう。保守的になりすぎじゃな。お主らの力を見れば、すぐにそんな回答は出ただろうに」

			　そこでいったん言葉を切って、長老は俺たちの顔を一人一人眺めていく。

			「うむ。どこからどう見ても、並の魔力ではないのう。確かに、国を作ることは不可能ではないな」

			「無理に付き合わなくていいですよ。俺たちの拠点に移れば安全に暮らせますけど？」

			　むしろ俺としては、そちらを押したい。

			　どう考えても、ここに住人がいたら足手まといだし。

			「いや、よそ者のお主たちにここを守ってもらうのじゃ。手ぐらいかすわい。というか、わしらが今まで守ってきた誇ほこりもあるんでのう」

			　でしょうねー。ありますよね、誇り。

			　というか、いきなりよそ者に村の守りとか任せませんよね。

			「とりあえず、わしはその方向で村の衆と話してみる。お主らは、なにかいろいろできそうじゃしのう。勝手にするがいいさ。明日には正式な返答をするとしよう」

			　そう言うと、長老は村の皆を連れて去って行った。

			　村人たちは、そのまま村の再建に取り掛かり始めた。

			「ふう、とりあえず話は終わったな」

			　モーブが疲れたと言わんばかりに、腰を下ろす。

			「いや、お前はなにも喋しやべってないだろうが」

			「それにしても、私たちはこれからどうしましょうか？」

			　俺がモーブにツッコむと、リーアから質問がとんできた。

			「とりあえず、明日の回答を待とう。まあ、流れ的に守らないといけないだろうがな」

			「そうだね。僕も助けておいて、あとはほったらかしにするのは嫌だもん」

			「ですね。私もそう思います」

			　リエルとトーリは、村の皆を守ることに賛成か。

			　まあ、これから新大陸でいろいろやっていくことを考えると、必要な人材ではあるよな……。

			「……問題はジルバ帝国の動き」

			　そう、カヤの言う通り。そこが一番の問題だ。

			「明日の回答で、ジルバ帝国の動きが決まるだろう。まあ、村に大軍が来るのが、遅いか早いかの差になるだろうが」

			「そりゃ当然だろう。俺たちが、敵なんかふっ飛ばしたからな」

			「……モーブのセリフには同意したくないが、そうなるだろうな」

			「まあ、そうなるでしょうね」

			　モーブが馬鹿を言うが、ライヤやカースの言う通り、結局は敵が来たら撃退するしか方法がない。

			　交こう渉しようという手もないこともないが……。

			「話をしようにも、すでにジルバ帝国の兵士を捕らえてしまっていますからね」

			「……そうね。同じぐらいの勢力なら、交渉の余地はあるんでしょうけど……」

			　シェーラとラビリスは、現状を見て交渉は無理に近いと言う。

			　だよねー。こんな力があるように見えない村に、兵士が捕まったりしたら、全力を挙げてつぶしに来るよね。

			　面めん子つとかのために!!

			　交こう渉しようするのは、何度か撃退してからになるだろうな……。

			　つまり、こちらの力を思い知ったあと、ということだ。

			　それまで、面倒な戦いをしないといけないわけか……。

			「それなら、村がどのような返答をするにしても、こちらはダンジョンの力を今の段階で、無尽蔵に使うわけにはいきません。ですから、予定していた調査をさっさとしてしまって、戦力を整えるべきでは？」

			　ザーギスの言う通りか。ダンジョンを広げて広範囲にトラップを作ろうにも、魔物軍団で押しつぶそうにも、魔力枯こ渇かつ問題や、魔力の減衰による能力変化も調べないと、いざってときに問題になる。

			「戦力を整えるってことは、それに関連した調査を優先ってことか」

			「そうですね。枯渇問題を探るより、とりあえず防衛に使える魔物を調べて、戦力の水増しをした方がよいかと。物資も運び込むだけで手間ですし」

			　だよなー。物資の運び込みはやっぱり魔物が一番なんだが、この魔力枯渇でどうなるか分からないから、初日は連れてくるのはやめたんだけど、これは予定を前倒しにして、さっさと頭数を揃えるか。

			　だって、いきなり戦争しそうなんだから。

			　俺はこの新大陸ではひっそり生きたかった……。

		

	
		
			第１５５掘　おや、魔物の様子が？

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「おい、頑張れ!!　やればできる子だろう!!」

			「……いや、無理だからな。魔力の流失が速すぎる」

			　ウィード魔物軍の中で、トップクラスのスラきちさんの弱音なんて聞きたくなかった。

			「いや、普通に現実を認めてください。おそらく、魔法生物とされる分類の生き物か、魔物かは分かりませんが、魔力をごっそり吸収され続けるので体が維い持じできないのでしょう」

			「お兄ちゃん、スラきちをウィードに戻してあげて。なんか苦しそうだよ？」

		

	
		
			[image: p_245.jpg]
		

	
		
			　くそっ、アスリンにそう言われたら仕方ないか……。

			「じゃ、ウィードの方を頼むぞ」

			「おう、向こうならどうにでもなるからな」

			　そりゃ、魔王ですら、文字通り手も足も出なかったからな。

			　そうやって、スラきちさんが遺跡に消えていくのを見送る。

			　とりあえず、あの会議のあと、セラリアたちとコールが繋がることを確認しつつ、魔物をこちらに送ってもらったのだが……。

			　なんと、レベル50以下の魔法生命体と言われる、魔力で体を維い持じしているスライムやゴースト、まあ実態を持っていない奴とか無形生物なんかは、魔力が急速になくなって消滅してしまった。

			　とりあえず、生き残っている魔法生命体は即座に帰して、そのトップクラスのスラきちさんで実験をしてもらったが、スラきちさんですら、この新大陸での活動は３時間くらいが限界だ。

			「こりゃ、妖精族は危ないか？」

			「でしょうね。妖精族は魔力が主体ですから」

			　ナールジアさんや、コヴィルを連れて来なくてよかったわ。

			「ということだ……」

			　俺は、スラきちさんと一緒に来てもらっていたスティーブの肩にそっと手を置く。

			「なにが、ということっすか!!」

			「いや、スラきちさんは見ての通りでな。現場で指揮取れそうなのはお前だけなんだよ」

			「他にもたくさんいるでしょうに!!　なんで俺っすか!!」

			「いや、他は恐怖の対象になりそうでな」

			　この新大陸、魔力枯こ渇かつ問題で、魔物が極端に少ない。

			　ゴブリンなら、まだ森に入れば見ることはあるが、オークすらほとんど存在しない状態らしい。

			　むしろ、オークなんかは捕獲対象で見世物にされることもあるみたいだ。

			　だから、オーク部隊は働けるが、いろいろ面倒になりそうなので呼んでいない。

			　無論、魔法生命体のデュラハンとかも無理。

			　ブラッドミノタウロスのミノちゃんなんて、こっちに呼んだら討とう伐ばつ軍が組まれかねない伝説級の魔物らしい。

			「まあ、頑張れ。１週間ぐらいで、防衛整えろよ。案は任せる」

			「ひっど!!　時間すくな!!　防衛の案、丸投げ!?」

			「できないわけじゃないだろうに。今までいろいろ教えてきたんだから。ああ、目的はこの村を守れるようにな」

			「いや、確かにできるっすけど、なんか間違ってね!?」

			「言いたいことは分かるが、俺もいろいろ理不尽に遭ってるんだよ。あきらめろ。上司命令だ、恨む相手がいる分ましだろう？」

			「……なんか、すいません」

			「給料はちゃんと、遠征特別給与を上乗せするから」

			「頑張ります。……あの、大将も頑張ってくださいっす」

			「同情するなら代わってくれ」

			「お断りします。じゃ、仕事があるんで、行ってきますっす!!」

			　っち、逃げやがった。

			　ま、これで防衛はどうにかなるか。

			「ザーギス、どう思う？」

			「そうですね。今回送られてきた魔物は、スティーブ将軍が率いるゴブリンですが、数は今のところ村人を刺激しないために50人とちょっとですからね。敵が本格的に攻めてくれば、きついでしょう」

			「そこら辺は、長老が話をまとめたら、さっさと増援を呼ぶさ。まあ、村人を守らなくていいのなら、ダンジョン防衛するだけだし、さっき来たジルバ帝国の兵士ぐらいなら、１万人いようが相手にならん」

			「普通なら、数に押しつぶされるのでしょうが……。ウィードには常識が通じませんからね。いまだ、新大陸の情報はそろってはいないんですが、どうにでもなるでしょう。なにか問題が起これば、逃げるくらいは可能でしょう」

			　それすらできないなら、俺はさっさと新大陸から引き上げるな。

			　死にたくないし、嫁さんを心配させたくないし。

			「まったく、ダンジョンの機能を使えないのが厄やつ介かいだな」

			「いえ、今までが楽をしすぎたんですよ」

			　ザーギスの言う通りだが、たった50人で防衛網を構築するのはキツイだろうな。

			「明日にはスティーブが防衛の資料を提出するだろうし、それを見てからの判断にはなるが、最悪は銃器を使ってここは守るか」

			「あの、異世界のけた違い兵器群ですか……。あれを防衛に使うなら、余程じゃない限り落ちることはないでしょうね」

			　守るだけなら、良いだろう。

			　現代兵器というチートは、とても扱いづらい。

			　ルーメルで使われた戦車群もそうだが、使った本人はまったく身動きが取れなくなってしまった。

			　誰でも使えるというのは、さらに争いを広げる可能性があるのだ。

			　だから、管理は厳重に行わないといけない。

			　ま、ルーメルの戦車に至っては自前で生産する力はなさそうなので、タナカという能力者をひたすら表に出さず、奥の手にすることを選んだようだがな。

			　俺も、そんなことにならないように、現代兵器を扱っていかなくてはいけない。

			　俺の場合はＤＰで取り寄せられるからな。

			　あ、魔力実験で分かったことだが、ＤＰで取り寄せた物は魔力で構成されているわけではないらしい。

			　ルナが自身の力で作った本物なので、魔力枯こ渇かつにも影響されない。

			　この新大陸においては、無類の強さを誇ほこる武器となるだろう。

			　間違っても盗まれたりしたら、大きな被害だけで済めばいい方で、その兵器が生産され始めたら、新大陸は地球で起こったようなプチ世界大戦になるだろう。

			「しかし、管理をどうするかね……」

			「ダンジョン機能での検索や監視ができませんからね。ひたすら書類提出での使用許可と、対面での受け渡し、保管庫の厳重管理ですかね？」

			「それぐらいだよな……」

			　やっぱり、ダンジョンというチートがないと危険が増すな……。

			　現代世界は、こんなものの管理をよくやってたよな。

			　まぁセキュリティの技術とかも、トンデモないものばかりだからな。

			　さすがに俺にその手の知識はないから、こっちで構築のしようがない。

			　いや、将来的にはできるだろうが、今はどう考えても無理だ。

			　科学研究班にウィードのセキュリティ部門でも作るか？

			　いや、無理やな。いまだザーギスが、電気で電球つけるぐらいしかやってねーし。

			　俺だって、ラジオを分解して構造がなんとなく理解できるレベルだ。

			　現代技術の結晶である電子部品を、この世界の技術で今から作るのは土台無理な話だ。

			「できることはこのぐらいか……、そう言えば他の皆はどうした？」

			「普通に休んでますよ、ほら」

			　横で、俺たちの会話を聞いていたリーアが指をさす。

			　その方向では……。

			「肉焼け、肉!!」

			「そうだそうだ!!　もっともっとだよ、トーリ!!　僕がお腹減ってるんだから!!」

			「野菜も食べろ、モーブ」

			「ライヤさんの言う通りだと思うよ？　バランスよく食べないと」

			　どこから取り出したのか、バーベキューセットを取り出して焼き肉を始めてやがる。

			　あー、アイテムボックスの代わりにアイテムバッグを持ってきてたな。

			　そういえば、魔力枯こ渇かつの影響はないのか？

			「不思議ですね。魔力を駆使して作ったアイテムは、そのまま利用できるみたいですね？」

			　ザーギスも同じ疑問にたどり着いたのか、首を傾げている。

			「どうだろうな。まだ魔力が切れていないのか、それとも、魔力は切れてても取り出すまでは使えるのか……」

			「なるほど、そういう考えもあるわけですか」

			「というか、そもそも魔道具はどうやって動き続けてるんだ？」

			「それはいろいろですね。魔物から取れる魔石を電池みたいに使ったりとか、空気中の魔力を勝手に吸収して永続的に使えるようにしているとか……」

			　うーん、やっぱりこの魔力が枯こ渇かつしている新大陸は、いろいろ発見があって面白い。

			　これも十分な資料になるだろう。この世界に魔力枯渇問題を認識させるための……。

			「あー、気が遠くなる……。放り出してぇ……」

			「やめてください。魔力で大半を構成されている生物が死ぬ危険性が、現実味を帯びてきました。魔力量で状態が変化する私のような魔族も、他人事ではないのですから」

			「ああ、そう言えばそんな話だったよな。で、そっちの体調とかは？」

			「少し息苦しいという感じでしょうか？」

			「ふむ……。ステータス変化は？」

			「今のところありませんね」

			「気のせいって思いたいな……」

			「ですね。明日、起きられなかったりするのは勘かん弁べん願います」

			「永眠ね。ある意味、安楽死じゃね？」

			「死にたくないですからね」

			「分かってるって。とりあえず、今は飯を食って明日に備えよう」

			　俺はそう言って、目の前で焼肉を食っている皆に混ざって楽しんだ。

			　ああ、いろいろ考えることが多そうだ……。

		

	
		
			第１５６掘　村の決断と対策

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　俺たちは今、長老の家に集まっている。

			　どうやら、村の答えが出たようだ。

			　まあ、どっちに転ぶにしろ、俺たちはここを守る選択しかないのだが。

			　だって、ウィードとの連絡口だし、手放すわけにはいかない。

			　むしろ、村の人たちがここを捨てて、他よ所その土地に逃げてくれるのが一番いいんだが。

			　そうすれば、自由にこの拠点を改造できるしな。情報漏ろう洩えいも身内だけだから、普通より固いセキュリティ――なんて現代の言い方にはほど遠いが――で、それなりに守れるだろう。

			「済まぬな、お主ら。結局、丸一日かかってしまったわい」

			「いえいえ、村を移動するか残るかの一大事ですから、むしろ早いかと思いますよ」

			「まあのう。平時ならそれも当然じゃが、戦の足音が迫っている今、長々と会議をしているわけにはいかんからな。本来であれば、お主らがやっている防壁作りは、わしらがやらなくてはいけないのじゃが、感謝するわい」

			　そうそう、防衛関連はスティーブ率いるゴブリン部隊に任せて作らせているが、本来であるなら、ここの村の人たちが真っ先にやらなければいけないのだ。

			　これから、敵の後続や援軍がすぐに来ないとも限らない。

			　だから、村を守るにしても村から逃げるにしても、時間を稼ぐ機能が必要なわけだ。

			　ただ、逃げるだけでは芸がない。村に侵入しづらくして、逃げる時間を稼いだり、守りを固めるのだ。

			　まあ、場合によりけりだけどな。逃げる時間がなくなってしまえば、元の木もく阿あ弥みでもある。

			　何事もバランスが大事ってことだよな。

			「で、皆さんの答えは？」

			　俺は辺りを見回して、会議に参加していたと思われる面々の顔を見る。

			「ふむ、結論から言おうか。わしらは、この村を守ると決めた」

			　うわー、めんどくさいわ。

			　今後、この人たちと折り合いをつけていかないといけないなんて……。

			　村になにか作るだけでも交こう渉しよう事が必要になるのか……もう、なんで面倒な方向ばかりに傾くかね。

			「じゃが、この村を守るには、絶対にお主らの協力が必要不可欠じゃと、会議でもそういう結論に至った」

			　それは当然だろうよ。

			　俺らのことが要いらねーって言うなら、村が滅びるまでウィードの方に引きこもることにするわ。いい理由になるしな。

			「そうですか。ですが、俺たちには俺たちの目的があります。そっちの都合に合わせるわけにはいきませんよ？」

			　これを言っておかなくてはいけない。

			　正義や義憤でこの村を助けた……のはリエルたちを含めて結構いそうだが、俺たちの本来の目的はそうではない。

			　ここに縛しばられる理由はないのだ。というか、この村の一員になったつもりはない。

			「分かっておるわい。お主らに庇ひ護ごを求めることになるのじゃ。この村を捨てろ、女を差し出せなどの無茶を言わなければ、そちらの方針には従うことを約束するわい。お主らも遺跡を守らなくてはいけないのじゃろう？　お主らがいない間は、わしらが責任をもって遺跡を守ると約束する」

			　いや、防衛部隊くらい残して行くけどな。

			　長老さんの約束よりもよっぽど確実だ。

			　でも、向こうからすると、なるべくこっちに無茶を通されないための交こう渉しようのつもりなんだろうな。

			　パワーバランスは最初からこっちにしか傾いていないのだが。

			　片や村、こっちはウィードという小国とだけ聞くとたいした差がないように思えるが、ウィードはダンジョンのスキルを駆使して運営し、大国を口先三寸で動かせる権力を持ち、個人の実力もとびぬけている。

			　本人たちは村を自営で守っているつもりなんだろうが、俺たちの庇ひ護ご下に入ったということは、ウィードの支配下になったと言っても間違いじゃないんだよな。

			　問題は、俺たちがいつウィードの重鎮だと話すかか……。

			　長老を含めて、村の人たちは旅人ぐらいしか見てないだろうからな。

			　ゴブリンを50ほど連れて来たとはいえ、それに対してあまり不思議がってもいなかった。

			　こっちではゴブリンでもそれなりの値段で売れるらしいから、換金用に捕まえたとでも思ったのだろう。

			　まあ、お忍びでどっかの偉い人が来ているのでは？　と考えたりもしただろうが、この新大陸の人間は人間至上主義が普通らしいからな。リエルたちと普通にいる俺たちを、どこかのお偉いさんとは思えなかったのかもしれない。

			「そこら辺を協力してもらえるならありがたいですね。お互いに足を引っ張っても意味がないですし。とりあえず、今、ゴブリンたちにやらせている村の防衛計画なんですが、詳しよう細さいを決めたいので、村の大きさとかを教えてもらってよろしいですか？」

			「ああ、そう言えばいつのまにかゴブリンを捕らえてきたようじゃな、見た感じ立派な武具をつけておる。さぞや高く売れるかと思いきや、お主ら傭よう兵へいか何か？」

			　ああ、そっち方面か。

			　なるほど、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよなら傭兵ってのは稼げるだろうし、ゴブリンという替えが利くであろう兵士は戦争にはもってこいってことか……。

			「いえ、まあ……似たようなもんです」

			「それにしても、ゴブリンたちに女を宛あてがってはいないのじゃな。女がいないと、いずれは不満が爆発していなくなるぞ？」

			「そういう方針にはしていませんので」

			「なるほどな。傭兵とはいえ、そこら辺の義理を通しているというわけか。風に聞いた噂では、お主らのようにゴブリンを連れて、戦で女を捕らえてはゴブリンの繁殖道具に使っている傭兵団もいるらしいからのう」

			　うん、その傭兵団は戦略的には正しいのだろう。

			　人手の補充はなかなかきかないからな。人道的には別だが。

			　というか、スティーブを筆頭にこのゴブリンたちはレベル１００超えで、単体でもブラッドミノタウロスのミノちゃんを超える性能を有している。

			　なので、いちいち補充を考えるだけ無駄なんだよな。

			　あ、武装については、現代兵器はもちろん持たせていません。

			　わざわざ、剣と鎧よろいにしております。まあ、ナールジアさんと妖精族、ドワーフ族のお手製だから性能は段違いなんだが。

			　ちなみに、ウィードのゴブリンたちは、前時代的な隊たい伍ごを組んで突撃ー!!　なんて戦い方はしない。

			　そんなことをすれば、銃撃や砲撃の的になるって散々教えたからな。

			　だから、この50人――ウィードの人たちはウィードに住んでいるゴブリンを匹ではなく、人と数えている――で大勢の敵相手に戦うなら、徹底的にゲリラ戦をすることになる。

			　そもそもレベルが馬鹿みたいに高いので、個人個人の身体能力が優れていて単体でも十分戦えるのだ。

			　スティーブに至っては、セラリアやクラック、デストといった連合軍の将軍たちを指導して鍛きたえ上げたほどのレベルである。あ、セラリアに関しては絡まれただけだが。あの嫁さん、バトルジャンキーだから。

			　囲まれてもジャンプで離脱はお手の物だし、そもそもジャンプで簡単に離脱できるぐらいの状況なら、そのまま敵を相手にして全滅させられる。

			「ウィードのゴブリンはゴブリンにあらず」と言われているゆえんである。

			　しかし、傭よう兵へい団ねー。

			　どうしたものか、これからそのつもりで振る舞うか？

			「ま、お主らが傭よう兵へい団でなくても関係ないわい。ジルバ帝国の兵たちを捕縛してしまったのじゃ。ここら一帯の地域では、敵と認識されるじゃろうな」

			「じゃ、全員処刑してしまえばいいじゃないですか。村としても安全ですよ？」

			「その件もあるのじゃよ。防衛計画と言ったじゃろう？　我らとしては、お主らがいる間にジルバ帝国の恐怖から解放されたいと思っておる。じゃから、あの生き残りは半分を人質、半分を解放してジルバ帝国と本格的にことを構えようと思っておるのじゃ」

			　おいおい。

			「お主らも、なにか理由があって旅をしているようじゃが、あのジルバ帝国をどうにかしない限りは、この大陸を自由に歩き回ることもできん。わしらの方も、他の獣人たちの生き残りに声をかけて戦力を集める。どうか、わしらに力を貸してはくれんかのう」

			「……と言いつつ、すでに何人か逃がしてるな？」

			「おや、ばれてしまったかい。許しておくれ。このままお主らを手放せば、わしらはもう逃げ続けるしかない。これが、わしらが大陸で生き残る最後のチャンスじゃと思っておる」

			　くそ、結局こうなるか。

			「はぁ、まあこの遺跡は守りきらないといけないしな……。いいか、みんな？」

			　俺はそう言って後ろを振り返る。

			「おう」

			「いいよー」

			　などなど、全員が乗り気だ。

			　こうなっては後には引けないので承しよう諾だくし、居残り組に説明したのだが……。

			『あら、おめでとう。これで一国の王ね。妻として私も嬉しいわ。無論お腹の子もね』

			『いやー、お兄さんにしては行動が早いですが、ようやく頑張る気になったんですね』

			『どうか、同族であるエルフたちの地位向上や、安全の確保をお願いします』

			『うー、戦争か……。妾わらわも手伝いたいぞー!!　最近、家でじっとしてばかりだからつまらぬ!!』

			『まあまあ、お腹の子に障さわるわよ、デリーユ。ルルアもついて行きたかっただろうに我慢してるんだから……』

			『ぬぐぐぐっ!!』

			『旦那様。私は旦那様や仲間が無事ならそれでいいです。どうかドッペルであれ、お体を大事に。なにかあれば、すぐに私が回復魔術を使いますから、帰ってきてください!!』

			『私も皆様の無事を祈っております。そして、旦那様は栄光をお掴みください。それだけの功績をすでになしていらっしゃる。家で寝ている旦那様たちの本体はちゃんと面倒を見ていますので、存分に暴れてくださいませ』

			　と、全員が賛成のご様子。

			「よし、スティーブ。１か月中にジルバ帝国が攻めてくるだろうから、防衛の対策は任せた。これ、資料な。ちゃんと修正してこいよ」

			「はぁ―――!?」

			　あきらめろ。

			　俺は俺で、ウィードから物資を輸送する手続きをしたり、長老との交こう渉しよう事もあるんだからな。

			　お前、軍事は本職のようなものだから大丈夫だろう？

			「あー、情報の収集もしないといけないんだが……これは人族だけで行く必要がありそうだな……めんどくせえ」

		

	
		
			第１５７掘　運命の出会いはいりません

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「はい。私、ユキは、ただいまジルバ帝国領と思われる、ある街に潜入しております」

			『あの、ユキさん。一応、真面目な潜入ですし……番組リポートじゃないんですから』

			『いいじゃん、トーリ。こっちの方が楽しいよ？』

			『あのね、いい？　リエル、分かってると思うけど、私たちがドッペルで人族の体を使えなかったから、ユキさんとリーアだけを敵の街に潜入させることに……』

			『分かってるって、大丈夫大丈夫』

			『本当かな？』

			　と、２人の会話からも分かるが、ドッペルの体にも弱点があった。種族が違うなどあまりに本体と違いすぎる体に入ると動かしづらいのだ。

			　感覚があまりにも変わりすぎるらしい。

			　俺も、体のサイズや造形を変えるぐらいはしていたが、種族までは変えたことがなかったからな。

			　確かに、ウサミミやネコミミを動かす感覚とか分からんわ。

			　モーブたちもドッペルに慣れたばかりというのもあって、上手くドッペルを使いこなせないのでついて来ていない。

			　リーアは、戦闘時の勇者装備よりも簡素な鎧よろいを着たドッペルでついて来てもらった。

			　俺は、キユに似たドッペルの体を使っている。

			「冗談でコールしたとはいえ、酷ひどいな」

			「……はい。匂いがキツイです」

			　ここはまさに、中世ヨーロッパと言った感じだ。

			　いや、行ったことはないけど、１００年戦争の時代とかこんな感じだったんじゃね？

			　大通りを外れて少し路地を覗けば、糞尿の匂いが漂ってきて、人の死体すら普通に転がっている。

			　群ぐん雄ゆう割かつ拠きよで大陸中で争っていることを考えると、当然の光景と言えるのかもしれない。

			　この街はジルバ帝国領で、フェイルと言うらしい。

			　つい３か月前に、隣接するエーナリア聖国からジルバ帝国が勝ち取ったという話だ。

			　少し街の人に聞いただけで、これだけの情報が手に入った。

			「あとは、酒場か。情報を集めるなら定番だよな」

			「はい。酒場か、宿屋が情報を集めるにはいいと思いますけど」

			「あ、宿屋もあったな。というか、まずは寝床を決めて、宿屋の店主に話を聞くべきかな？」

			「たぶんそれがいいと思います。どこに酒場があるのかも知らないですし」

			　いきなり酒場に行って揉め事に巻き込まれるのも嫌だしな。

			　リーアの言う通り、宿屋なら客で来た俺たちを邪険に扱うとは考えにくいから、宿屋を捜さがしてからいろいろ情報を集めるべきだな。酒場は最後って感じでいいだろう。

			　日の出てる時間に行っても仕方ないしな。

			「しかし、宿屋はどこにあるのかね～。とりあえず、そこの店で聞いてみるか」

			「はい」

			　とりあえず、目に映った店へと足を運んだ。

			「へい、いらっしゃい。なにか武器をお求めって……感じじゃねえな、兄ちゃん」

			「あ、そう見える？」

			「なんとなくな。その着込んでる鎧よろい、新品だろ？」

			「ああ」

			「そっちの姉ちゃんのも新品で上等な品だ。なかなかの腕の奴が作ったんじゃねえか？」

			「おお、それは当たりだな。知り合いで、腕のいい人に頼んで作ってもらったんだよ」

			　腕がいいどころか、チート級だけどな。

			「ま、ちょいと宿屋を探していてね。よし、このナイフをくれ」

			　俺はそう言いつつ、投げナイフ用に作られたものなのか、ひと束いくらで売っているナイフを手に取る。

			「分かってるじゃねえか。銀貨１枚と鉄貨が30枚だ」

			「ほい」

			　俺は財布から、言われた金額を出した。

			　この新大陸には、銅貨より価値の低い鉄貨というものが存在している。この鉄貨は１００枚で銅貨１枚になるようで、あとのお金の単位は一緒で、10枚で繰り上げになる。

			　向こうの大陸でも、昔、鉄貨が存在していたらしいが、魔物の相手や戦争による需要で、鉄は基本、武器や農具に化けてしまったらしい。

			　鉄貨がないと細かい計算もしなくていいぶん簡単だとも言えるが、日本で１円や10円を使っていた俺としては、１００円単位の銅貨しかないのは、少しこう、もやっとする。

			　あ、今持っているお金についてだが、捕まえたジルバ帝国の兵士から巻き上げた。

			　まあ、お前の物は俺の物ってことで。命があっただけマシだと思ってくれ。

			「宿屋か……兄ちゃんたちの希望はなにかあるかい？」

			「そうだな。ただ寝るだけの宿じゃなくて、飯が美味うまいところかな」

			「それなら、この通りを東に行ったら、ラビットっていう宿屋がある。そこがおすすめだ」

			「ありがとな。また、なにかあったら来るよ」

			「毎度あり。傭よう兵へい稼業で死ぬんじゃねえぞ。そんな歳で命散らしても面白くねえからな」

			「分かってるって」

			　そう言って、武器屋を後にする。

			「人の好よさそうなおじさんでしたね」

			「ああ、わざわざ死ぬなよって声をかけてるしな。商売の一環かもしれんが、変な噂話は流さないだろうよ。信用が落ちれば、向こうも商売に関わるからな。なにかあれば、あそこに話を聞きに行くのもありだな」

			「はい。とりあえずは、宿屋に行くんですよね？」

			「そうだな、どっちが東か知らんが、歩いていれば分かるだろうよ」

			　街に住んでいる人たちは、感覚で方角が分かるだろうが、俺たちはこの街に来たばかりだし、少し歩いているとどっちが西で東かなんて分からなくなる。

			「お、運がよかったみたいだな」

			「本当ですね。ラビット、確かにおじさんが言っていた宿屋です」

			　適当に選んだ道を歩いていると、おっさんが言っていたラビットという看板を見つける。

			　そのまま俺たちは宿屋に入った。

			「おう、いらっしゃい。泊まりかい？　それとも、食事かい？」

			　中に入ると、人の好さそうなおっさんが出迎えてくれた。

			　武器屋の髭ひげもじゃと違い、優男風のおっさんだ。

			「食事つきの泊まりで頼む。２人部屋な」

			「おう、それなら１泊銀貨３枚だ。高いと思うだろうが、それなりの料理を出す」

			「武器屋のおっさんも言ってたが、料理、楽しみにしとくよ」

			　俺はそう言って、銀貨を９枚置いた。

			　３日いれば、それなりに情報も集まるだろう。

			「なんだ、あいつの紹介か。こりゃ、手を抜けねえな。晩飯はこれから鐘が２回鳴った後からだ。営業時間は４回目までだから、それまでに下の食堂に来てくれ」

			「分かった。部屋は？」

			「２０４号室だな。ほら、この鍵かぎだ。なくすなよ。鍵代で銀貨１枚もらうからな。部屋は階段を上がって右だ」

			「ありがとな」

			　鍵を受け取って、リーアと一緒に２０４号室へと入っていく。

			「ふむ、よくやってると言うべきか、ちゃんとした宿だな」

			「はい、向こうでもなかなかないと思いますよ？」

			「俺はウィードしか知らんしな」

			「あれが異常なんです」

			　２０４号室はベッドが２つ、間にテーブルが１つ、クローゼットが１つというなんというかビジネスホテルみたいな感じだ。

			　木造でベッドは普段のものと比べるべくもないが、掃除は行き届いているし、リーアの言う通りいい宿なんだろう。

			「よっと、いったん休むか」

			　担いでいたバッグをベッドに放って、座る。

			　リーアもバッグを床に置いて、向かいのベッドに座った。

			「そう言えば、少し聞きたかったことがあるのですが、いいですか？」

			「なんだ？」

			「この偵てい察さつの件も含めてですけど、あの村の人たちは、少し失礼すぎると思うんですけど」

			「ああ、それな。まあ向こうの立場を考えれば当然だろう」

			「当然なんですか？」

			　今回の偵察も、元はと言えば、あの村の人たちが勝手に兵士を逃がして、俺たちが戦わざるを得ない状況にしてしまったのが原因だ。

			　俺たちからすれば理不尽なことかもしれないが、村の人たちからすれば、それしか手がないんだよな。

			「そうだな……あのまま兵士を全員処刑したとして、二度と兵士が来ないと思うか？」

			「それは……あり得ないと思います」

			「だよな。逆に逃がしても、すぐに大勢の敵が来るのは分かるよな？」

			「はい」

			「じゃ、村を捨てて逃げるしかないわけだ。だけど、今回は俺たちの加勢があって被害なくジルバ帝国を撃退できたわけだ。だから、縋すがったんだろう」

			「縋った？」

			「そう、俺たちを逃がさないようにして、自分たちが独立するチャンスにしようと思ったわけさ」

			「でも、勝手に人質を解放したりするなんて、無む謀ぼうが過ぎませんか？」

			「そりゃ、俺たちが村人を助けたから、その点では甘く見られているだろうな。だから、人質を勝手に逃がしたわけだ。俺たちが自分たちに手を上げないと踏んでな」

			「なるほど」

			「向こうとしては、今回の戦果は周辺地域にいる獣人やエルフなどを集めるのに、いい宣伝になるだろうからな。でも、あの戦いで中心になった俺たちがいないのに集めても、敗色濃厚だろう？」

			「そう、ですね」

			「だから、俺たちを確実に自分の側に引き込むために、ああするしかなかったのさ。俺たちがよその国の重鎮なんてことは知らないしな。便利な傭よう兵へいだくらいに思ってるみたいだし」

			「納得です。そういうことなら、ああするしかなかったのですね」

			「まあ、不満がないかと言えばあるが。そもそも、見捨てずに手助けしたのは俺たちだからな。ある程度まで面倒みろってことだ」

			　最初の一手で俺たちが厄やつ介かい事に首を突っ込んだんだ、まあ仕方ないと思うしかない。

			　不利な点ばかりじゃないしな。

			「今日はとりあえず晩ご飯を楽しみにして、飯を食いながらここの店主や店員と話して情報でも集めよう」

			「酒場は、行かないのですか？」

			「んー、酒場で得られるのは、基本裏情報みたいなもんだしな。時間がないなら仕方ないが、今は時間もあるし、俺たちで表の情報を集めよう。今のところ、俺たちに撃退された兵士の話は出てないしな」

			「そういえばそうでしたね」

			　そう、なぜか逃がした兵士たちがこの街にいるはずなのに、街は戦の準備などで慌ててはいなかった。

			　まだ情報を整理中なのか、別の問題が起こっているのか、それともお偉いさんが言った通り誰かが独断で兵を動かしていたので、説明に時間がかかっているか。

			　というか、酒場で裏情報を聞いても、今の俺たちでは真偽の判断ができない。

			「ま、明日明後日でしっかり情報集めよう」

			「分かりまし……」

			　ドゴンッ！

			　そんな音にリーアの返事はかき消された。

			「なんだ？」

			「なんでしょう？」

			　２人そろって窓を覗く。音からして、近場の音だ。

			「あそこだな」

			「あそこですね」

			　音の発生場所はすぐに分かった。だって、砂煙が派手に上がっているから。

			「行ってみるか」

			「暇ひまですし、いい暇つぶしになると思います」

			　飯の時間までやることもないので、たまには自分が当事者でない騒動の野次馬になってみることにした。

			　音のした場所に到着すると、すでに多くの人だかりができている。

			「この程度の攻撃も防げないような奴は、私の隊にいらん」

			「ぐうっ」

			　目の前では、エメラルドグリーンの髪を肩まで綺き麗れいに伸ばした女性が……エメラルドグリーン!?　相変わらず変なカラーが多いな、この世界!!

			　というか、エメラルドグリーンって分かるかな。宝石みたいな感じだよ。

			　あと、なんだよ、その装飾過多な鎧よろい。

			　装備の意味あるの？　お腹出てるよ、意味不明なんだが!!

			　そして、隣の!!　その緑髪の側近さんみたいなのは金髪なんだけど、こっちも髪型が片側ポニーテールだ。

			　お前、それで戦場に行くつもりかよ、せめて普通のポニーテールにしろよな。

			　鎧は妙に胸が大きくしてあるけど、中身は本物だろうな？

			　あ、うちの嫁さんも片方だけドリルなんだけど、まあお姫様だからよしとしてくれ。

			　いかんいかん、女性陣のツッコミに必死になってたわ。

			　大事なのは、この騒動の原因を……そう思って、様子を窺うかがっていると、側近みたいな人が前に出てきて、倒れた男の前に立つ。

			「さあ、早くどこへなりと行きなさい。我が姫様はこれから、戦へと赴おもむくのです。邪魔をしないでください」

			「邪魔だと!!」

			　倒れていた男が立ち上がる。

			　後ろで見ていた男の仲間らしき人たちも、集まってきてその側近に近づく。

			「そもそも、その姫さんが強いのは当たり前だろうが!!　その魔剣があるんだからな」

			　男がそのエメラルド……めんどい、緑髪の女性が持つ剣を指さす。

			　ほう、あれが魔剣ね。

			　あの姫さんがどれだけ強いかは知らんが、あの魔道具はこの大陸でも機能するんだな。

			　今までの情報収集によって分かったが、魔道具ですら、チート級や魔石を入れ替えるタイプ以外は、魔力枯こ渇かつの影響でただの物になってしまった。

			　だから、あの姫さんが持つ魔剣とやらは、この新大陸では珍しい物だ。

			　研究のために譲っては――くれないだろうな……。

			「はぁ、それ以前の問題だと言っているのです。お前たちなぞ、姫様の手を煩わずらわせることもない。私１人で十分だ」

			「なんだとぉぉ―――!!」

			「姫様が構ってやりたいと仰おつしやったので、黙って見ていましたが、自分の実力も計れない相手にこれ以上時間はかけられません。いいですね？」

			　男たちを無視して、後ろの緑髪の姫さんに説教じみた感じで言う。

			「すまんすまん。もうジェシカに任せるから許してくれ」

			「はぁ……」

			　あー、なんかあのジェシカとかいう女性、セラリアに振り回される俺や、スティーブの姿と重なるぜ!!

			　と、その会話でとうとうキレたのか、男たちが武器を抜いて姫さんとジェシカに飛びかかる。

			「「「死に晒さらせ―――!!」」」

			　いや、不意打ちで声出すなよ。

			　緑の姫さんは宣言通り自分からは手を出さず、後方に飛びのいてジェシカに任せる。

			　ジェシカも、自分の言ったことが間違いでないと証明するように、あっと言う間に剣を抜いて、手加減をしつつ５人を沈めた。

			　まあ、結局、一瞬で５人の男が地にひれ伏す結果となった。

			「「「おおっ―――!!」」」

			　野次馬たちが歓声を上げる。

			「うむ、こういうのも悪くないではないか。なあ、ジェシカ？」

			「こういうことをすると、この街の衛兵が困るのですがね……」

			　――そんなふうに２人は雑談をしていたのもあって、反応が遅れた。

			「わらうなあぁぁ!!」

			　魔術師だったらしい倒れ伏した男の１人が、魔力を杖つえに集めて、なぜか野次馬に向けてそれなりの大きさのファイアーボールを放ったのだ。

			「なっ!!」

			　ジェシカが驚きの声を上げる一方、緑の姫さんは魔剣を抜いてなにか対処するつもりのようだが……。

			「危ないから、観客に撃ち込むなよ」

			　俺がレジストしたから問題なし。

			　魔力枯こ渇かつの応用で、前方の魔力を空にすることにより魔術を打ち消す方法だ。

			　ま、相殺した方が簡単だし、空間の魔力を空、つまりゼロにする空間制御は不便すぎる。

			　今回は観客、いや野次馬に被害が及ばないためにその手段を取った。

			　いや、俺の方向に飛んできたのが一番の原因だが。

			　他の方向ならほっといたわ。

			「さて、騒動も終わりのようだし、帰るか」

			「はい、そうですね」

			　俺たちは男たちが衛兵に連れて行かれる姿を見て、その場を離れようとしたが……。

			「待ちなさい、そこの男」

			「へ？」

			　衛兵に説明をしていたジェシカが、俺になぜか声をかける。

			「姫様が……」

			「お前、私のモノにならんか!!」

			　横から緑の姫さんが割り込んできて、そうのたまった。

			　なに、このフラグ。

			「いえ、晩飯がありますんで帰りますね。ほれ、行くぞ、リーア」

			「え、あの……はい。失礼します」

			　リーアも姫さんとジェシカに頭を下げて、俺の後をついてくる。

			　よし、自然に別れたぜ。

			「……いいのですか、姫様？」

			「はっ!?　あまりにも普通に断られてしまったので、呆然としてしまった」

			「ええ、私もいささか驚きました。旅の者なのでしょうか？　私はともかく、姫様のことを知らないなんて」

			「ジェシカ、追うぞ!!　あの男と一緒にいた女、たぶん、お前と同等かそれ以上だ。絶対に配下に入れるぞ!!」

			「え!?　それほどですか!!」

			　２人がそう会話をしながら走ってくるが、俺たちは目をくらませるためにすでに路地に入ったところだった。

			　会話は風の魔術で聞いているがな。

			「お前も気が付いてなかったか。さっきの馬鹿者が撃った魔術を消したのは、私ではない。あの男だ」

			「!?」

			「しかも、私の魔剣の技ごと魔術を消し飛ばした。そこまで威力がなかったとはいえ、あれを即座にやってのける実力は惜しい!!」

			「確かに、その通りです。確か、あっちに曲がりました」

			「よし、行くぞ!!　そう遠くには行ってないはずだ!!」

			「はい!!」

			　へえ、俺のしたことに気が付いたってことは、それなりに実力はあるのかね？

			　ま、とりあえず２人が路地に入ったタイミングで大通りに出て、のんびり宿屋へ帰る。

			「いいのですか？」

			「今日ぐらいはのんびり晩ご飯を食べようや」

			　俺はそう言いながらも、野次馬根性を出したことを後悔していた……。

			　好奇心は猫をも殺す。

			「はぁ」

		

	
		
			第１５８掘　情報収集と魔剣の姫

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「いやー、それなりに美味うまかったな」

			「そうですね。胡こ椒しようと塩がありましたし、凄すごい宿屋ですよ」

			　リーアの言う通り、この宿屋は料理に香辛料を使っていた。

			　まあ、香辛料といっても胡椒だけだが、中世ヨーロッパじゃ黒い宝石とまで言われたくらいのものだ。

			　この宿屋がどれだけ料理に気合いを入れているか、よく分かる。

			　……ウィードと比べちゃダメだけどな。

			「飯も食ったし、今日は大人しく寝よう」

			「そうですね。さっきの人たちが、まだ探し回っているかもしれませんし」

			　まぁ、明日になっても解決しそうにないよな、その問題は……。

			　あの緑の姫さんは、セラリアみたいなバトルジャンキーの匂いがする。

			　ジェシカとか言われていた部下は実直で真面目だったから、あの姫さんの命令通り、今でも俺たちを捜索していると思う。

			　群ぐん雄ゆう割かつ拠きよでは、ああいう活発な姫様が好まれるから、国としては士気を上げるいいマスコットだろう。

			　美人で、強くて、人望もある。

			「こっちの体はドッペルに任せて、ウィードで晩ご飯作らないといけないしな」

			「なんというか、遠い場所に来ているのに、日帰りなんですよね」

			　リーアが、微妙な顔をする。

			　いいじゃん、日帰り。

			　と言うか、妊娠組をほったらかしにはしたくないし。ちゃんとご飯のバランスを考えて作らないと、お腹の子供にどんな影響があるか分からない。

			　あと、個人的には疲れるし遠出はしたくない。

			　家でのんびりゲームしてる方がいいよな、財布的にも時間の使い方的にも。だって、自宅ならなにかあってもすぐに行動できるじゃん。

			　旅行先で仕事先からの電話で萎なえたり、戻らないといけないって思うと嫌じゃん。

			　あ、緑の姫さんのことは皆には内緒にしておいた。

			　魔剣のことやあの勝ち気な性格なことを教えると、武闘派妊娠組は戦いたがるだろうし、内政妊娠組はいろいろ考え込むことになるだろう。

			　すべては妻とお腹の子のためである。

			　遠征組は、他のことについても確実な情報が集まるまでは、迂う闊かつなことは話さないようにしている。

			　今回のことにしても、村のことにしてもだいたい事後報告だ。

			　報告を聞いたところ、ウィードの方は特に異常はないようだ。

			　連合軍は無事に旧魔王城を中心に防衛機能を構築したし、リリアーナと協力して、後退してくるルーメル侵攻軍を内部から切りくずし始めている。

			　ランクスについては完全に前国王の面影は消えて、タイキ君を中心に新しい国を建て直している。

			　タイキ君本人は自由気ままな、と言うか地球への帰還方法を捜さがしに旅に出たいのだろうが、あそこまでやったんだ、しばらく自由な時間はないだろう。

			　ウィードやガルツへのお礼もあるし、大変だろうな。表立って動くとめんどくさいって例だ。

			　飯を作ったり、ウィードの状況を聞いたり、妊娠組の容態を確認したり、雑談をして、その日を過ごす。

			　翌朝、普通に朝飯を作って食べてから、普通に（？）新大陸のドッペルへと戻った。

			「よし、今日も頑張って仕事するか」

			「そうですね」

			　うん、仕事だな。職場へ通う感じ。

			　結局、異世界に来ても飯を食うためには働かないといけない。

			　それで納得しよう。

			　地球じゃ、俺たち以上に仕事で世界中飛び回っている人だっているんだ。それこそ俺みたいにチートもなしに、外国語を覚えて交こう渉しようして、ちゃんと稼いでいる立派な人がたくさんいる。

			　俺なんか、そんな人たちから見れば楽な方だよ。

			「じゃ、こっちの体も朝食を済ませて、宿屋の人に話でも聞きましょう」

			「だな。面倒だが、ドッペルもダンジョン外じゃ飯食わないといけないしな。ついでにリーアの言う通り情報でも集めるか」

			　ドッペルは変化する前はのっぺらぼうというか、軟体動物といいますか、魔法生命体なのだが、一度変化するとその種族で固定される。

			　当然、食べ物も食べて、排泄もするようになる。

			　まあ、そうじゃないと、変化して仲間に入り込むなんてのは無理なんだが。

			「おう、よく眠れたか？」

			「ああ、飯は美味うまかったしな。ベッドも綺き麗れいだったし完かん璧ぺきよ」

			「そりゃ、よかった。そら、椅子に座れ。朝飯持ってきてやるよ」

			「ありがとさん」

			　空いている椅子に、リーアと一緒に座る。

			「なあ、おっさん。結構、席が空いてるな？　もう他の人は飯食ったのか？」

			　俺はガランとしている食堂を見て、料理をしているおっさんに声をかけた。

			「いや、お前さんたちを含めて、今宿を取っているのは３組だけでな。知っての通り、宿代が高いからな」

			「それでよくやっていけるな」

			「ま、宿屋よりも飯屋で食ってるしな。昼になるとここは凄すごいぞ。客でごった返すからな」

			「そういうことか、納得だ」

			「朝は見ての通り、ほとんど誰もいないがな。この時間を使って昼の仕込みとかもやっている。ほら、朝飯だ」

			　目の前に、朝食が並べられる。

			　パンとベーコンらしきものとサラダ。まあ、一般的な洋食だな。

			　この朝食を前にしてご飯が食べたいと思う俺は、生きつ粋すいの日本人なのだろう。

			　ないものを言っても仕方ないし、普通に食べる。

			「なあ、おっさん。他に宿をとってる奴らはもう飯を食べて出ていったのか？」

			「ん？　出ていったのは１組だけだな。もう１組は……おう、朝飯、食べるかい？」

			　俺が質問をしていると、もう１組の客が食堂に来たようだ。

			　ちょうどいい。朝飯を食べながら、それとなく情報を集めてみるか。

			「なあ、よければ一緒に飯でも食って話を……しない！」

			　振り返って相手を誘ったところで、言葉はそのまま否定形になった。

			　だって、仕方ないじゃん。その相手が……。

			「ああ!!　お前、こんなところにいたのか!!」

			「まさに灯とう台だい下もと暗くらしですね」

			　緑の姫さんとその従者だったからだ。

			　あー、なんだこのフラグは。誰かフラグを折る方法を教えてくれや。

			　俺はのんびり情報収集したかっただけなんだが。

			　おお、神よ!!

			　ＯＨ、ＭＹ ＧＯＤ!!

			　……あ、この世界の神ってルナだったわ。祈るだけ無駄だな。

			　いや、違うか。ＭＹがつくから、俺の神、つまり……なにも信仰してないからな、えーと、天照大御神あまてらすおおみかみでいこう。

			　日本人だしな。

			『それ、私だから』

			　今、俺の神は死んだ。

			『なんでよ!!』

			　さて、どっかの面倒しか持ってこない駄女神はほっといて……。

			「……なんで普通に俺たちの使ってるテーブルに座っているんだ？」

			「お前から、食事に誘ってきたのだろう」

			「いや、しないって言ったからな？　拒絶の意思をこめて」

			「私には聞こえなかったな」

			「まあまあ。ユキさん、どのみちこの状況じゃばれていたでしょうし、お話くらいは聞いていいのでは？」

			　リーアの言う通りか。

			　同じ宿にいた以上、この状況はいずれ起こっただろうし、前倒しになったと思うべきか。

			　こうなったら、こいつらから情報を引き出してやる。

			「ほう、お前はユキと言うのか。隣の女は名を何というのだ？」

			「私は……」

			「やめろ。自分から名乗らない奴に、名乗る理由はない。飯食うぞ」

			「分かりました」

			「お前たち、いささか無礼がすぎるのではないか？　姫様がお聞きになっているのだぞ」

			　無視して俺たちが飯を食べ始めると、従者さんが呆れたような、少し怒ったような感じで話しかけてきた。

			「いや、お前たちが誰だか知らないし。自分は名乗らないのに相手に名乗らせるのが、この国の礼儀なのか？」

			「いや、自ら名乗るのは当然だが……」

			「なら、礼を欠いたのは間違いないな。町で会ったときの様子からして有名人らしいが、俺たちはお前たちのことを知らん。というか、知っていたとしても名乗るのが当然じゃないのか？」

			「……」

			「あっはっはっは!!　生真面目なジェシカを相手に、常識で攻めて口を封じるとはな。まあ、旅をしているのであれば、私の詳しよう細さいは聞いたことがなくて当然か。風の噂ぐらい聞いたことがあると思うが……」

			　そう言いながら緑の姫さんが席から立ちあがり、魔剣と思われる剣を引き抜いた。

			「私が、ジルバ帝国の風姫騎士、マーリィ・ヒートだ」

			「いや、知らんがな。で、そっちの従者さんは？」

			「お察しの通り、姫様の従者をしているジェシカといいます。先ほどは失礼をいたしました」

			「まあ、そこの姫さんが暴走したのは分かってるからな。気にしてはいない。と、こっちも自己紹介でもするかね。名前は、さっき聞いての通りユキだ。旅人だな。傭よう兵へいになるかどうかは考え中だ」

			「私はユキさんの妻でリーアと言います。ユキさんと同じく旅人ですね」

			　なぜか、２人が俺たちの自己紹介を聞いて固まる。

			「どうした？」

			「あ、いや。恋人ではなく、妻だったのか」

			「夫婦で旅人とは珍しいですね。あ、どこかに定住するつもりで？」

			　ああ、そういうことか。

			　確かに結婚すれば、子供とかもできるだろうし、どこかに定住するのが当然なんだろう。

			　いや、定住してるけどね。ウィードから出勤って感じですよ？

			「あー、なんだ、その……な」

			　なんて言ったらいいものか。

			　夫婦だと、旅しているのが不自然だな。これはまずったか。

			「それなら私に任せろ。私の部下になれば生活は安定するし、家はジルバ帝国の首都に構えられるぞ？」

			　あーあー、やっぱり言いだしやがった。

			　だよな。ぶらぶらしている人材がいれば、上に立つ者としては確保したいよな。

			「戦争に加担する気はないんで」

			「はい、それより安全な場所とか、それにつながる情報が欲しいのですが」

			「むう、私の直感が、お前らの腕をほっとくわけにはいかないと言っているのだが……」

			「姫様、お気持ちは分かりますが、この２人は聞いての通り夫婦なのですから、争いに巻き込むのはどうかと」

			　ふむ、無茶を言うタイプでもないのか。

			　ま、リーアの誘導で大陸の状況も聞けるだろう。

			「うーん。惜しい気もするが、仕方ないか。だが、機密にかかわるようなことは教えられんぞ」

			「いえ、とりあえずどことどこが激しく争っているとか、これから戦が起こりそうだとか、それぐらいでいいのですが」

			「それなら、私がお教えしましょう。姫様はそういう機密と一般情報を分けるのは苦手ですから。先ほどは失礼をいたしましたし、そのお詫びと思ってください」

			　上手くいったな。

			　コールとボイスレコーダーで音声を録音して、あとで皆に聞かせよう。

			　情報は大事だからな、生の声ってのはニュアンスとかもあるから、他の皆が聞けば俺たちと違う感想を持つかもしれないしな。

			　それから小一時間ほど、ジルバ帝国主観ではあるが、簡単な周辺情報は聞けた。

			　まあ、細かい違いはあれど、ルナの事前情報通り群雄割拠みたいだな。

			　ここ10年ほど国盗り合戦をやってるんだと、ジルバ帝国は。

			「そう言えば、なんでその風の騎士姫だっけ？　あんたみたいのが、２人でこんな宿に泊まってるんだ？」

			「あ、私も不思議でした。えーと、マーリィさんは、高貴な方ですから他に取り巻きの兵士とかがいるのでは？」

			　そうそう、なんでこんな宿に姫と呼ばれる人と従者しかいないのか？

			　普通に考えれば変じゃね？

			「あー、兵士は連れて来ているぞ。２５００ほどな」

			「姫様!!　それは……」

			「あー、兵士の出入りなぞ見れば分かるだろ？　機密というほどでもない。というか、馬鹿の後始末なんだから機密もクソもないだろう」

			「まあ、そうですね」

			「ん？　兵士をそんなに集めて戦でも行くのか？」

			「どうだろうな、身内の後始末と言ったところか。ああ、なぜ２人で街の宿にいるかだが、その後始末の関係だ」

			「どういうことでしょうか？」

			「簡単です。その不祥事を起こした相手のところに行ったのですが、責任の押し付け合いで私たちに媚こびを売るぐらいしかしないので、うっとうしくて出てきました」

			「ジェシカの言う通りだ。まあ、危険はないとは言わんが、昨日見ての通り私たちより強い者などそうそういないし、その程度で死ぬならそこまでだったと言うことだ」

			「姫様は、もう少し言動に気を使ってください。旅人の彼らだからいいものを、ジルバ帝国の民に聞かれでもしたら民が不安になります。姫に勝てるものなど存在しないのです。死ぬなどと言うのはやめてください」

			　ふーん、どこも同じだね。

			　責任をとるのは嫌だもんね。そして、たらいまわしや媚を売られるのも面倒だよな。

			　結局、時間がかかるだけだし。

			「後始末の原因や理由は聞かないが、その後始末で兵士を連れて向かう場所がどこかは聞いていいか？　間違っても、そっちの方向には近寄りたくないからな」

			「言っていいのか？」

			「構わないでしょう。間違って巻き込まれでもしたら、助けないといけませんし」

			　ジェシカの許可が出て姫さんが口を開く。

			「場所は、獣人やエルフが住むと言われている森と平原の境だな。遺跡のあるところだ」

			　おいおい、次はいきなりジルバ帝国の切り札、エースが相手ですか。

		

	
		
			第１５９掘　まっとうに戦いますよ？　無論俺たちが戦いやすいようにな

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　俺は現在、偵てい察さつを終えて遺跡に戻っている。

			　あの後、予定通り３日ほど過ごし、姫さんの相手をしながら多方面から情報を集めた。

			　その結果を亜人の――この新大陸では人族以外をまとめて亜人と呼んでいるらしい。蔑さげすみの意味が強いだろうけどな――長老たちに情報を告げた。

			「……ということだ。最終的な数字は数えていないが、俺が聞いた話は２５００程度だな」

			「……２５００か」

			　口を開いたのは長老のみ。

			　会議に参加している他のメンバーは、乱暴者のセットですら沈ちん黙もくしている。

			「村の戦える人数は、せいぜい70かそこら。お主らが１００ちょっと……か」

			　あれからゴブリン部隊は増員しています。

			　便利だしね!!　いろんな意味で!!

			「女子供を投入しても、２００がいいところじゃ」

			「さすがに、この傭よう兵へいを１００加えても３００じゃ、どうしようもないんじゃないか？」

			　長老が告げる戦力差を認めたセットから、逃げ腰の言葉が出た。

			　いや、この前の勇ましさはどこにいったよ、亜人たち。

			「そう言えば、他の亜人たちと連携を取るとか言ってなかったか？　兵士たちを捕まえてから２週間は経っているだろう。反応は？」

			「それがのう。お主らの手を借りるのが嫌なのか、それとも勝てると思っていないのか、返事がよくない。様子を見ているのう」

			「ふーん。こっちとしては迷惑な話だが、その判断も間違いじゃねーよな」

			　だって、勝てるかもしれないってだけで自分たちの命を危険に晒さらしたくはない。

			　しかも、信用できない人族の俺たち傭よう兵へい団が指揮を執とるわけだからな。

			「それでも、何人かは集まってきているんだろう？」

			「ああ、各村の協力の返事は乏しくても、集まってくる者はいる」

			「なら、それでなんとか今回は凌しのぐしかないだろう。今回、多勢に無勢な状況をどうにかしたら、様子見の連中も変わるだろうしな」

			「確かにのう」

			「敵もすぐに来るわけじゃない。準備もあるし大勢での進軍だ。普通に歩くのとはわけが違う。あと１か月は時間があるだろう」

			　ここの大陸でも、主な移動手段は馬だ。

			　でも、新大陸は群ぐん雄ゆう割かつ拠きよだから、戦でも使う馬はとても貴重。

			　ちなみに、長老たちには伝えていないが、ジルバ帝国からすると、今回の亜人討とう伐ばつは予定外だったらしい。

			　実は、亜人の村への襲撃はジルバ帝国の軍幹部がよその国との戦闘で失態を犯して、その尻拭いとして亜人を滅ぼすか、捕らえるかするつもりだったらしい。

			　この新大陸では亜人は差別の対象だが、それには理由がもちろんある。

			　原因を調べたわけではないが、ルナが言う通り魔力枯こ渇かつで亜人の出生率が下がって数が少なくなっている。

			　亜人は、人族に比べて魔力を上手く使えるようになった個体で、そのおかげで獣人は身体能力、エルフは魔術に長たけている。

			　で、魔力枯渇以前はウィードが位置する大陸のように、人族と共存していたらしいのだが、魔力枯渇が原因で少なくなり始めると、数が減ったことで獣人族の国やエルフの国が成立しなくなったわけだ。

			　いや、少数民族になったので、人族の国が攻め落したと言うべきか。

			　魔力枯渇で魔物という共通の敵が少なくなったので、人族にとっては個体として自分たちより優れている亜人たちが次の脅威になった、と言うのが差別の始まりではないかと睨にらんでいる。

			　ジェシカから人族の歴史を、長老から亜人の歴史を聞いた結果の予想だけどな。

			　つまり、亜人を討とう伐ばつすることは、この大陸では魔物を退治するのとあまり認識が変わらないらしい。

			　討伐できればそれなりの名声を得られるわけで、攻めてきた貴族の武官さんはそれが目的で、女だけでいるところを狙ったわけだ。

			　俺たちが来なければ上手くいったのにね!!

			　あー、俺たちもなんでそんなタイミングで来てしまったのか。

			　とまあ、その結果、その貴族は亜人の討伐に失敗。連れてきた兵士３００人近くが捕まってしまったわけだ。

			　それが国で問題になった。

			　人族同士の戦で忙しい時に、一応、自分の領地とされている地域の亜人を刺激してしまったわけだからな。国の内側での騒動が起これば、ジルバ帝国の他国への侵略は速度が落ちて困るのだ。

			　結果、風姫騎士というジルバ帝国でも指折りの騎士を送り込んで、早急な解決を望んだというわけだ。

			　ちなみにマーリィ本人は、隣接するエーナリア聖国への侵攻軍筆頭将軍だったのに、後方を脅おびやかされたことで戻って来たと言っていた。

			　本当に後始末だよな。

			　これが、今までの流れだ。

			　細かい情報としては、２５００の兵士が風姫騎士の直属だということ。

			　兵士の質はジルバ帝国でもトップクラスとの噂。

			　普通なら勝ち目はないわな。普通ならな。

			「１か月か……」

			　俺が言った言葉を、ようやく噛みしめるように呟つぶやく長老。

			「そう、１か月だ。逃げるなら、半月前ぐらいから行動しないと追いつかれる可能性がある。ギリギリまで考えていると、物を持って逃げることができなくなるぞ」

			「逃げると言ったら、お主らはどうするのじゃ？」

			「最初から言ってるだろう。俺たちは遺跡から来たって。あそこを守らないといけないから、俺たちはここから動くつもりはない」

			　さっさと逃げてくれ。

			　そうすれば、足を引っ張られる心配もなくなる。

			　よそから援軍も来てるし、そいつらが俺たちの指示に従うかも心配だ。

			「本当に、あの遺跡から来たとでも言うのか？」

			「遺跡じゃなくてよその土地だがな。世の中は広い。長老が知らない世界が、まだまだたくさんあるんだよ」

			「……お主らは、退ひかずにその２５００の敵を迎え撃つと？」

			「おう」

			　いや、もう仲間には連絡済みだし、スティーブに防衛陣の構築変更もしてもらっているしな。

			　あと１週間くらいで完成するんじゃね？

			　２５００どころか10倍の数でも止められる構築をしてるけどな。

			　スティーブにやってもらったのは、遺跡の防衛構築じゃなくて、２５００に対応する防衛構築だ。

			　遺跡――ダンジョンの防衛構築はすでに完了している。

			　この新大陸の戦術や戦闘手段では、落ちる可能性がゼロに近い、ルール違反と言っていい場所になった。

			　ダンジョンの中は俺のお手の物だし、ダンジョンに近づくまでは現代兵器の砲火を浴びることになるし、これで負けるなんて考えられない。

			「お主らの意思はよく分かった。ひとまず会議をしたいのじゃが、いいか？」

			「構わない。というか、俺たちの邪魔さえしなければ、結果報告すらしなくていいぞ」

			「邪魔とはどういう意味じゃ？」

			「この後起こる敵軍との戦闘では、最初から亜人たちと連携する気はない。こっちのことを不審がっている連中に背中は預けられんし、足を引っ張られる方が迷惑だ。それなら最初からお互い別々で動けばいい」

			「ふむ、確かに……。お主らの動きにはついていけん。下手に連携を取ろうとするのは邪魔にしかならんか」

			「１か月みっちり軍事練習するならともかく、これからは、よその村からどんどん血気盛んな奴らが集まるだろうしな。そっちはそっちでやってくれってことだ」

			「……お主の言うことにも一理あるが……その場合、わしらはお主らに先陣を任せて、村の防衛に徹するぞ？　様子を見させてもらう。お主らが勝てそうならこっちで勝手に参戦する。負けそうなら、お主らに敵を任せて逃げるかもしれんぞ？」

			　よし、俺の予定通りだな。

			「だから、それも勝手だ。邪魔をしなければいい。逃げることに関しては今さらだな。勝手に捕ほ虜りよを逃がして、俺たちの逃げ道をふさいだくせに」

			「……」

			　沈ちん黙もくする長老を放っておいて、俺とリーアは会議場所を抜けた。

			「よかったのですか？」

			　リーアは先ほどの会話を心配しているようだ。

			「リーアは俺たちが負けると思うのか？」

			「いえ、そっちではなくて、一応協力体制ですし、あっちの顔を立てた方がいいのでは？　お互い勝手に動いたら、どのような結果になっても……私たちが大勝しても、あの人たちの戦果にはなりませんよ？」

			「だからだよ。これで逃げるなら、俺たちはジルバ帝国の兵士を捕らえて自由に交こう渉しようができる。逆に、最後まで俺たちに任せて村の防衛をしていれば、俺たちに頭が上がらなくなる。今までの非礼も含めてな。万が一、なにか適当な理由をつけてこっちの邪魔をしてくるようなら、処理する」

			「ああ、そういう意味で、後ろにいていいって言ったのですね」

			「そういうこと。後ろで勝手に動いてくれるのが大事。向こうは、村の男もよその村の者たちも俺たちの働きを見ていない。だから、今回は、戦線を意図的に俺たち傭よう兵へい団と村人軍に分けて見せることが大事なわけ」

			　そう、俺たちの強さを敵に知らしめるのも大事だが、いまだに不信感のある村人たちや他所よそ者にも見せるためでもあるのだ。

			　これで逃げるのなら、俺たちを見捨てたという風評も広がるし、ダンジョン一帯を俺たちの手中に収められて万々歳。

			　逆に、後ろでずっと見ているなら、俺たちの実力を見て、心までとはいかないが表向きに逆らうようなことはできなくなる。俺たちが、戦いの要かなめだと認識するからな。

			　心配事は、俺たちが戦っている最中に村の防衛から出てきて戦果を横取りされることだが。

			　そんなことはすでに予想して戦場作りをしている。それを村人で突破できるなら、最初から亜人はこんな扱いになっていない。

			「でも、到着までひと月ですか……どうしましょうか？」

			「いや、リーアたちも忙しいぞ。魔力の実験をやらないといけないんだから」

			　敵が来ないからと言って暇ひまではない。

			　魔力の研究はもちろん、フェイルの街へ行って情報収拾を継続的にする必要がある。こっちは車があるから、移動に１日ぐらいしかかからないしな。

			「とりあえず、時間は有限だ。やれることはやっていこう。ウィードの方もあるし、ひと月時間があるのはありがたいな」

			「そういえばそうですね。ラスト国――旧魔王城都市――のルーメル侵攻軍の方に気を向ける時間ができたのはありがたいですね」

			　さーて、風の姫さん、どこまで頑張ってくれるかなー。

			　いやー、久々の大規模戦闘でスティーブたちも張り切ってるし、頑張ってくれや。

		

	
		
			第１６０掘　魔剣の姫と傭よう兵へい団？

			　

			　ｓｉｄｅ　マーリィ・ヒート　ジルバ帝国所属：風姫騎士

			「姫様、明日の午前中には亜人の村へ到着します」

			　テントの中でジェシカがそう報告を告げた。

			　相変わらずマメな性格だ。今回の戦は戦とも呼べないものになるだろう。

			　もともとは手を出したこっちが悪いのだが、こちらの兵士を捕ほ虜りよに取ったのはまずかった。

			　さっさと殺してしまって口を封じればいいものを。

			　おかげで亜人たちは、自分たちの首を絞めたも同然になってしまった。

			　私が率いる部隊が討とう伐ばつに赴おもむくことになったのだから。

			「村人たちの様子は？」

			「はい、逃げてはいないようです。この前の戦いに勝って、調子に乗っているのでしょう。迎げい撃げき準備をしているようです」

			「はぁ、彼らももっと頭を使えばそれなりに生きられただろうに……。いや、追い込んでしまった人族の私が言うべきではないか」

			「姫様が気にされることではないかと。彼らを調子づかせて放っておけば、ジルバ帝国の村や街に攻め込みかねません。これは民を守るためでもあります」

			「分かっている。だが、殲せん滅めつはしないぞ？　向かってくる奴だけ倒して、あとは逃がす」

			「それがいいでしょう。数で劣っているとはいえ、一応、あの馬鹿貴族の兵士のほとんどを捕らえたのです。死にもの狂いで抵抗されても被害が大きくなるだけでしょう。上層部も、向かってきた敵の首だけ渡せば納得してくれるでしょう」

			「お前は真面目すぎる。私は女子供を斬りたくないだけなのだがな」

			「それを通すための言い訳です。普通なら殲滅が基本なんです。禍か根こんを残すことになりますから」

			　なんだかんだ言って、私の希望を通すために動いてくれるのだから、いい部下だと思う。

			「ふむ。予定通り、明日は早朝に進軍を開始。夕方までには片をつけるぞ。さっさとエーナリア聖国への侵攻軍と合流しなくては」

			「はい。ですが、少しお耳に入れたいことが」

			「なんだ？」

			「敵の中に、人族と思わしき人影を見たと斥せつ候こうから報告が上がっています」

			「ほう。逃げてきた兵士からも同じ報告があったな」

			「ええ。戯たわ言ごとかと思っていましたが、事実だったようです」

			「傭よう兵へい団か、人数は？　我がジルバ帝国の私の部隊とやり合おうというのだから、それなりの数はいるのだろう？」

			「はい、数は１５０ほどです」

			「ほう。個人所有でその数は凄すごいな」

			「ですが、大多数はゴブリンのようです」

			「なんだと？　まさか血けつ戦せん傭よう兵へい団ではないだろうな？」

			　血戦傭兵団。

			　文字通り、血を降らせる戦いをする傭兵団だ。

			　ゴブリンを大量に使役しているのだが、ゴブリンに相手の動きを止めさせ、ゴブリンごと敵を切り裂いて戦果を挙げる戦いをする。

			　戦いの効率だけなら、繁殖しやすいゴブリンを使うのはとてもいい。

			　だが、それにはゴブリンを増やすための母体がいる。

			　血戦傭兵団は、敵軍や敵の街や村から女を戦利品として集め、ゴブリンの子を孕はらませて戦いに投入しているのだ。

			　実力と結果を出しているのでいまだ引く手数多あまただが、私個人としては、あの傭兵団はいけ好かん。

			「いえ、血戦傭兵団はエーナリア聖国のさらに先の方で暴れているので、ここにはいるはずがないです」

			「ふむ、なら別の傭よう兵へい団か？」

			「おそらくは。しかし、なぜ亜人の側についているのかは不明ですが」

			「逃げ帰ってきた兵士の言う通りであれば、少数でかなり強いみたいだな」

			「はい。ですが、こちらは２５００もの数に加えて姫様もいます。負けるようなことはないかと」

			「……ふむ。確かに状況的には負ける要素は少ない。だが、気を引き締めていけ。少数なら少数なりの戦い方がある」

			「分かっています。夜の警備を増員しておきます」

			「頼むぞ」

			　ジェシカがテントを出て行くのを見送って、私は行軍に持ち込んだワインを飲む。

			「ふう。まったく、こうも戦ばかりだと、楽しみはこの酒ぐらいだな」

			　木のカップに満たされたワインの表面に自分の顔が映る。

			「このワインを、もっともらっておくべきだったかな」

			　このワインは、フェイルの街で出会ったユキとリーアが旅先で手に入れた物を譲ってもらったものだ。

			　いや、情報提供のお礼替わりと言った方が正しいか。

			　彼らとはわずか３日ほどであったが、それなりに毎日楽しく一緒に過ごした。

			　軽く手合わせもしたが、ジェシカといい勝負をしていた。

			　私の部隊でも上位に食い込めるだろう。

			　惜しいかな、彼らは夫婦で安住の地を求めていたので、部下に引き入れることはできなかったが。

			　彼らがいれば、少しはこの退屈も紛れただろうに。

			　その日は結局、夜襲もなく平穏に過ごすことができた。

			　

			「どう思う？」

			「さあ、たったあれだけの人数でやり合うつもりなのでしょうか？」

			　翌日、予定通り早朝から行軍を開始したが、なんと敵が出てきたのだ。

			　進軍予定地の遺跡がある村よりも10キロほど離れた草原で、敵と対峙することになった。

			　だが、その数が問題だった。

			　見た感じ、たったの１５０ほど。

			「しかも、編成がゴブリンだけか？」

			「いえ、斥せつ候こうによれば、数人の人と亜人が混ざっているようです」

			「ふむ、ならそいつらが指揮官か」

			「そう考えるのが当然かと」

			「では、ここに出てきた理由はなんだと思う？」

			「それは、村の住人を逃がすためでは？　予想より大規模な軍勢が来たので逃げに徹したものかと」

			「それなら、少数でこちらに来たのは分かるな。あいつらは足止めか」

			「ですね。しかし、それもある意味好都合です」

			「だな。ここで奴らを打ち取れば、亜人は村を捨てて逃げるし、我らも首が取れるから逃げた者を追う理由もない」

			「無理に村を攻めなくてよくなりました」

			「だな。村を基礎に防衛体制を整えられていたら、さすがにこちらにも被害が出る。だが、この平地での戦いであれば、我らが圧勝できるだろう」

			「心配なのは目の前の敵が囮おとりで、後方を突かれる可能性ですね」

			「そうだな。しかし、この平原で裏を取ろうとしてもすぐ気付く。一応、後方に防衛部隊を展開しておけ」

			「はっ」

			「横殴りは各々で対応させろ。それができないような鍛きたえ方はしていない。我らは目の前の敵を粉砕する!!　素早く瓦が解かいさせて討ち取れば、後方をつく意味もなくなる!!」

			　私はそう告げると、馬を蹴けって敵へと走らせた。

			「全軍、姫様に続け――!!」

			　ジェシカが声を張り上げ、私の軍も動き始める。

			　すまない。どこの傭よう兵へい団かは知らないが、敵になるなら排除させてもらう。

			「敵が動いたな。だが、遅い!!」

			「敵が動いた!!　しかし、動きが緩かん慢まんだ。姫様の後に続いて、敵の部隊を真っ二つにしてやれ!!」

			　敵は私たちが突撃を開始したのを見て、ようやく散開し始めた。

			　遅すぎる。

			　しかも、私が率いる突撃部隊５００騎を止めるのに散開を選ぶとは、なにを考えている？

			　悪手すぎるぞ。

			　このままでは、軍や部隊、大人数での抵抗ができず数に押しつぶされる。

			「まあいい。まずはゴブリン、お前が手始めだ!!」

			　私は一番に敵に斬りかかった。

			　斬り捨てるつもりだった。

			　そのまま、次の敵をなで斬りにするつもりだった。

			「おそいっす」

			　そんな声が、ゴブリンから聞こえた気がした。

			「は？　ぐっ!?」

			　気付いたときには、私は馬上から投げ出されていた。

			　なにが起こった!?

			　すぐに魔剣の力を使い、風で体勢を整え無事着地する。

			「ほい、邪魔っす」

			「がっ!?」

			　着地した瞬間、ゴブリンの剣で私はあっさり弾き飛ばされた。

			　反射的に魔剣を盾にしたが、それで後退させられるとは……なんだ、あのゴブリンは!?
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			「ほほう。反応できるとは。大将の言ったように戦闘民族みたいっすね」

			　ゴブリンが、こちらを見て褒ほめるように呟つぶやいている。

			　というか、言葉を喋しやべるゴブリンだと!?

			　我ら人の言葉を理解する魔物は、伝説の中にしか存在しない。

			　そのどれもが、ドラゴンやミノタウロスと言った完全な化け物だ。

			　しかし、目の前の魔物はただのゴブリン。

			「さてさて、なにやら驚いているようっすが、おいらも仕事があるっす。そのまま攻撃してこないなら、こっちからはなにもしないっすよ」

			　そう言って、そのゴブリンが駆け出した。

			「姫様!!　大丈夫ですか!?」

			　ジェシカがようやく私に追いついてきた。

			「っ!!　まて、来るな。下がれ!!」

			　そう、ジェシカが引き連れていた突撃部隊もこちらに来ていた。

			　あまりにも現実離れしていて、考えが回らなかった。

			　あのゴブリンは他のゴブリンを引き連れて、ジェシカたちの方へと走っている。

			　つまり……。

			「「「ぎゃあぁっぁっぁあぁあ!!」」」

			　血しぶきが飛ぶ。

			「なんだ。あの女の人以外は雑ざ魚こっすね」

			　そのゴブリンの仕事は、敵を倒すこと。

			「ほい、予定通りに適当にやっちまうっす!!」

			「「「へーい」」」

			　やる気のない返事とともに、散開したゴブリンが周りを囲んでいる私の部下たちを切り捨てていく。

			「貴様が指揮官か!!　覚悟しろ!!」

			　私が走って追いつく前に、ジェシカが私を叩き落としたゴブリンを指揮官と睨にらんで剣を向けていた。

			　まずい、アレは格が違う。ジェシカでは相手にならない。

			「おおっ―――!!」

			　私は魔力を注ぎ込み、魔剣の力を使う。

			　風姫騎士の由来となる、風を刃とした剣による遠距離攻撃。

			　確実にゴブリンの背を取ったのだが……。

			「ほいほい、もうちょっとネタは考えないとだめっすよ？　そして、このお姉さんは俺と同じ匂いがするっす」

			　あっさり、風の刃を短剣で切り裂き、無効化された。

			　ついでに、ジェシカも一合の下、叩き伏せられた。

			「ぐぅぅ……」

			「うん、気絶していないのは見事っす。そこで、ご褒ほう美びをあげるっす。俺は指揮官ではあるっすけど、大将じゃないっす。そんな職業はまっぴらごめんっす」

			　意味が分からない。

			　あのゴブリン以上の指揮系統があるのか？

			　いや、そんなことより、突撃部隊が壊滅しかけている。

			　なんとか、撤退を……。

			　私の体は無傷に近い。あの指揮官ゴブリンを避けて、他から突破をかければいい。

			　数はいまだにこっちが上なのだ。

			　戦いにはなっていないが、逃げることぐらいはできる。

			　私はそう思って、指揮官ゴブリンから離れ、他のゴブリンに襲われている兵士を助けに行く。

			「すまない、ジェシカ!!」

			　今、ジェシカを助けるために、あの指揮官ゴブリンと戦うのは愚ぐの骨頂だ。

			　まずは他の弱いゴブリンを蹴け散ちらして、囲んで叩き潰す。

			「あー、うん。そこまで世の中、甘くないっすよ？」

			　指揮官ゴブリンは、私が離脱したのを追わず、そんな言葉を投げかけてくる。

			　その言葉を疑問に思う暇ひまはなかった。

			「どけぇぇえぇえ!!」

			　少しでも早く、多くの部下の命を救わなければ!!

			　ガキィィイン!!

			　そんな甲高い音が響く。

			　私の魔剣が、ただのゴブリンに止められていた。

			　あの指揮官ゴブリンではない。

			「おおっ？　こちら、デルタ04。ちょっと強い姉ちゃんと交戦。周りを頼む」

			　愕がく然ぜんとした。

			　私をして、ちょっと強い？

			　これは……まずい。

			　あの指揮官ゴブリンの言葉がようやく頭で理解できてきた。

			　確かに、甘かった。

			　この軍の中で一番強い私が、敵の一般兵と鍔つば迫ぜり合いをしている。

			　この事実が意味するところは……。

			「撤退!!　撤退しろ!!　１人でも多く逃げ延びろ!!」

			　勝ち目など微み塵じんもなかった。

			　敵が散開した意味は、こちらの兵を引き込むため。

			　なにせ、ゴブリン１匹が私と同等かそれ以上。

			「あー、すいませんっす。もう終わっちゃいましたっす」

			「え？」

			　私が必死に一般兵と切り結んでいると、先ほどの指揮官ゴブリンが声をかけてくる。

			　終わった？　どういうことだ？

			　私の力が抜けたのを確認したのか、切り結んでいたゴブリンがそのまま後方に下がる。

			　私は魔剣を持ったままの手をだらりと下げ、辺りを見回す。

			　血の海だった。

			　横たわっているのは、見覚えのある鎧よろいを着た人族ばかりだ。

			　ゴブリンの死体など、どこにも見当たらない。

			　微かすかに血まみれの鎧が動く。

			「生きているか、しっかりしろ!!　すぐに本陣に連れていって治療してやるからな!!」

			　そう言って部下を担いで、本陣に目を向けたところでようやく気が付いた。

			「……あ、ああ」

			　本陣の旗が折れ、煙けむりが上がっていた。

			「うわぁぁぁぁぁあああああ!!」

			　私は完全に負けていた。

		

	
		
			第１６１掘　まっとうな戦い？　裏側

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「というわけだ。頑張れ」

			「頑張れじゃねーっすよ!!　馬鹿にしてますか？　してるっすね、大将!!」

			「いや、できると思うんだけどな」

			「むーり!!　いくらなんでも、２５００の兵士を向こうに回して、俺たちゴブリン隊だけで抑えろとか!!」

			「別に、全滅させろとか、１年持たせろとか言ってるわけじゃないんだし。小一時間ほど敵の目を引けばいいだけ」

			「死ぬっす!!　おいらたち死んじゃうっす!!　酷ひどい!!　死んで来いとか、あまりにも無情っす!!」

			「いや、調べた結果は言っただろう？　相手の風姫騎士が一番レベルが高くて72だ。他は30前後。それに比べて、スティーブは３００超え。部下ゴブリンも１５０から２００と、まあ、お高い!!」

			「どこかの通販番組みたいに言ってもだめっす!!　数が違いすぎるっす!!　万が一を考えろって、大将はいつも言ってるじゃないですか!!　レベル３００超えしてても、種族としての能力が低いっすから、セラリア姐さんに負けますけどね!!」

			「たまには勝ってるだろう？」

			「たまにっす!!　ええい、なら銃くださいっす!!　それなら全滅させてみせますっす!!」

			「馬鹿、そんなことすれば目立つだろう。現代兵器はダンジョン防衛のときのみだ。それ以外はこっちの文明レベルにあわせろ。剣と魔術な」

			「ひいぃぃぃぃいぃ!!　なんという時代錯誤!!　今時、剣と魔術なんて流は行やらないすっよ!!」

			「流行ろうが流行るまいが、とりあえずやるしかない。俺たちの立場を明確にするためにもな」

			　今回は１５０前後で、風姫さんの軍２５００を相手にしないといけない。

			　現代兵器を使えば楽勝だが、それでは禍か根こんを残す。

			　俺たちを監視――もとい後方から様子をうかがっている亜人や、攻めてきた風姫さんの軍のどちらともにだ。

			　そんな武器を使ったから勝てたのだと、敵も味方もそう言う奴が出るだろう。

			　だから、今後の展開がスムーズに行くように、こっちが実力で勝ったと思わせなければいけない。

			　いや、現代兵器を使うのも実力の内なのだが、だいたい負ける奴は、単純に自分たちが及ばなかったのではなく、敗因として相手との相違を探そうとする。

			　いや、戦力分析としてはとても正しいのだが、それを盾に言い訳しても結果は変わらない。

			　俺たちが強硬姿勢のままこの新大陸を席巻するなら、それでもいいが。

			　お生憎様、目的はそんなことではない。

			　だから、正面から、いや、相手が自分たちが有利だと思えるような状況で敵を叩き潰す。

			　敵さんは、地力が違うと理解するだろう。

			　理解不能な現代兵器で殲せん滅めつされるのとは違い、確実に理解する。

			　絶対的な力の差があると。

			　日和見していた連中も同様に理解するだろう。

			　……と、そんなふうにスティーブには説明したんだよ。なのに……。

			「いやっす。いくらセーフゾーンのレベル帯とはいえ、新大陸でなにが起こるか分からないし、その風姫騎士さんっすか？　それが持ってる魔剣もよくわからないっす。不確定情報が多すぎるっす。それで、部下に囮おとりになれなんて言えないっすよ」

			「なんだかなー。誰に似たんだ？　その安全対策重視は？」

			「大将にですよ」

			　俺ってこんな感じだっけ？

			「だけどさー、スティーブたちが正面に行ってくれないと、僕たちが側面をつけないじゃん。なにか代案あるの、スティーブ？」

			「じゃ、リエルの姉さんが正面に一緒に立ってくださいよ。少しでも多い方が安心できるっす」

			「いやいや、獣人であるリエルやトーリ、カヤは奇襲側に回らないとダメなんだって」

			「なんでっすか？」

			「亜人がいたから敵の先陣を止められたって、日和見している連中が言いそうだから」

			「あー、なるほど。敵じゃなくて後ろの方が問題になるっすね」

			「そういうことだ。かと言って俺やリーア、モーブやアスリンたちがスティーブたちに協力するわけにもいかん。奇襲はあくまで、俺たち傭よう兵へい団がやったことにしないといけないからな」

			「そうしないと、リエル姉さんたちの戦果だと、日和見連中が駄々こねるわけっすか」

			「ああ。少しでも面倒事は減らす方向がいいだろう？　それに敵には、攻めやすいと思わせなければいけないしな。ゴブリンだけの部隊と俺たちが混ざっている部隊と、どっちが警戒するだろうな？」

			「奇襲をしたいこちら側としては、侮あなどられやすいおいらたちの部隊だけの方がいいですね。なにせ、この新大陸でもゴブリンの強さ階級は低いみたいですから。敵さんは喜んで蹴け散ちらして、すぐに後方の援護に回るか、そのまま村に行こうとするっすね」

			　ゴブリンで構成されるスティーブの部隊は、どこからどう見ても最高の囮おとりになるのである。

			　というか戦力評価としては、風姫騎士さんの軍相手では１００回戦って98回は勝てるぞ。スティーブの部隊だけでな。

			　２回の敗北は、スティーブたちの自爆。滑すべって転んで頭打って死ぬとかな。

			　そもそも、レベル的にスティーブたちに致ち命めい傷しようを負わせられるのは魔剣を装備した姫さんのみ。

			　ほかは痣あざくらいできるだろうが、よほど一方的にやらせない限り致命傷にはならない。

			　だって、ナールジアさんお手製の一般装備風のチート武具一式を装備してるんだよ、ゴブリンたち。

			「はぁ、分かったっすよ。俺たちが死んだら、お墓にはシーザーサラダを添えてください」

			「それ、お前の好物だよな。つか、ゴブリンだから肉とかもっと他のにしない？　なにエリスの好物と被ってるんだよ」

			「ゴブリンだって野菜が美味おいしいんだもの!!　あと、大将の嫁さんと好物が被ったのを文句言われても、どうしようもないっす。つか、エリスの姉さんの好物は大将だと思いますよ？」

			「なに、その好物!?　俺は食い物じゃねえよ？」

			「いや、多分食い物に見えてるっすよ？」

			　それは別の意味でだろう？　エリスは、夜は凄すごかったからな。

			「そこはもう置いておこう。とりあえず承しよう諾だくしたな？」

			「ええ、やるしかないっすよ」

			「よし、なら褒ほう美びをやろう」

			「いや、普通にこれで同じ給料だったら暴動ものっす」

			「給料よりも、いいものだ」

			　俺がそう言うと、アスリンたちが入ってくる。

			　今回は、彼女たちも作戦に参加する。

			　いつまでも後方待機というのは甘やかしすぎだと、他の嫁さんたちに怒られたからだ。

			　だから、今回のスティーブの囮おとりはアスリンたちを助けるためでもあるのだ。

			「おや、これはアスリン様」

			　アスリンは名づけの親でもあるので、スティーブたちは俺以上に彼女に敬意を払っている……っておい。

			　アスリンを連れてきた目的は簡単だ。

			　俺以上に敬意を払っているなら……。

			「難しいお話はよく分かんなかったけど、スティーブたちが頑張るんだよね？」

			「まあ、そうです」

			「うん。ありがとう。スティーブたち、頑張ってね」

			「「「頑張ります!!」」」

			　スティーブの後方に控えていた他の指揮官ゴブリンたちが盛大に返事をする。

			「でも、無理はだめだよ？　みんなで帰って美味おいしいご飯を食べようね」

			「「「了解しました!!」」」

			「あ、できれば敵の人も殺さないようにしようね。きっと家族の人が泣いちゃうから」

			「「「わっかりました!!」」」

			　アスリンが言い終わると、ゴブリンたちがいっせいに散って、あちらこちらで怒声が響く。

			「お前ら、いいか、この戦いは俺たちの頑張りにかかっている!!」

			「アスリン様が、美味しいご飯を一緒に食べようと言っている!!」

			「いいか、決して死ぬな。アスリン様を泣かせるようなことをするな!!」

			「「「了解!!」」」

			　などと、こうしてゴブリンたちの士気は最高潮になり。

			　結果、ゴブリン部隊が風姫さんを含む突撃部隊を消滅させた。

			　そのおかげで、俺たち奇襲部隊は余裕で後方の本隊を粉砕。本陣を陥かん落らくさせた。

			　もちろん、敵は１人も逃亡さえできなかった。

			　まあ、奇襲部隊の方に俺たちがいたから、ある意味こっちが本隊だよな。

			　

			　あとは、風姫さんとどう再会を果たすかかね。

		

	
		
			第１６２掘　交こう渉しよう……の前にひと騒動。

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　とりあえず、風の姫さんは呆然自失状態なので、交渉以前の問題。

			　いったん落ち着くのを待って話すことになったので、まずは日和見していた長老たちのところへ行ったのだが……。

			「よくやってくれた!!　信じていたぞ!!」

			「援軍も出さなかった奴が、よく言うよ」

			　長老の横で、いつもこちらのことを非難していた男が調子のいいことを言ってきたので、嫌味を言って黙らせる。

			「すまぬな。村としては安全策を取らせてもらった」

			　長老が深々と頭を下げる。

			「いや、そっちの選択は間違ってないと思うぞ。ただ、さっきみたいに手のひら返しされると、あれだろう？」

			「だろうな」

			「とりあえず、俺らの実力は分かってもらえただろう？　今回の件で俺たちが手に入れた捕ほ虜りよは、俺たちで自由に扱う。そっちの意見は取り入れないから、そのつもりで」

			「なんだと!?」

			「はぁー。敵対したいのなら好きにしろ。そっちがこっちの邪魔をするなら容よう赦しやはしない。共同作戦での戦果ならともかく、今回は俺たちが単独で得た戦果だ。勝ち取った捕ほ虜りよも物資も、俺たちが自由に使うのが当然だろう？」

			「道理じゃな。こちらは様子見でまったく支援をしていない。それで、お主らから戦利品を横取りするようなことはあってはならん。この者の横暴は許しておくれ」

			「別に実害がないならいいさ。まあ、変に手を出してくるなら、こっちで対応させてもらうがいいか？」

			「なにかあった場合は、なるべくわしを通してくれると嬉しい。おぬしも村の反感は買いたくなかろう？」

			「度が過ぎれば別だな。俺たちがこの村を殲せん滅めつした方が楽だと思わないように頑張れ」

			　別に、こっちが命をかけてまで村を守りたいかと言われれば、ノーである。

			　だって、こっちの防衛目的はあくまでも遺跡、ダンジョンの死守だからだ。

			　その害にしかならないのなら、敵と違いはない。

			「……お主らにとっては、わしらはオマケのようじゃな」

			「なんだ、今気が付いたのか？　そっちだって、こっちを都合のいい傭よう兵へい団だと思ってただろう？　さっきの戦闘も、援軍すら出さずに日和見で逃げる準備もしてたんだから」

			「そう言われると、なにも言えんな」

			「長老!!　なにを好き勝手に言わせているのですか!!」

			　１人の若者が吠ほえる。

			　いや、好き勝手って、そっちが好き勝手したのが先だろうに。

			「落ち着けい。先に、わしらから傭よう兵へいたちを縛しばり付けるようなことをしたのじゃ。好き勝手やったのは、どう考えてもわしらの方じゃ」

			「しかしっ!!」

			「しかし、どうする？　この傭兵団相手に一戦でもするのか？　わざわざ２５００もの軍を１５０で退けた相手に？」

			「それは、そこにいる我らと同族がいたからできたことです!!　人族の戦果ではありません!!」

			「はぁ、たった３人の獣人族が２５００を殲せん滅めつしたなどと報告は受けていないがな。ゴブリン１００匹が、突撃してきた騎馬隊を粉砕。その後、側面にいた奇襲部隊50ほどが本隊を殲滅したとのことだ」

			「それは誇こ張ちように決まっています!!　きっと、彼女たちのおかげですから。この人族たちは関係ありません」

			「誇こ張ちようか。わざわざ監視にやっていた村の仲間が、そんな報告をするかのう」

			　あーあ。なるべくこういうことがないように調整したつもりだったのに、やっぱりこういう問題は出てくるのね。

			「で、報告が誇張で、この獣人族の３人娘がそれを成し遂げたとしても、傭よう兵へい団の戦果には変わりない。それを奪うのか？」

			「違います。そもそも、その娘たちは無理やりその人族の男に使われ……」

			　ドーン!!

			　文句を言っていた猫耳獣人族の若者が、壁を突き破って外へ飛びだした。

			　いや、リエルにふっ飛ばされたんだが、村の人たちには、いきなり若者が吹っ飛んだようにしか見えないだろうな。

			「そろそろ黙ろうか？　僕、ちょーっと助けたのを後悔し始めたかも」

			　リエルが拳を降ろすのを見て、やっと村の人たちはリエルがなにかをして、若者が飛んでいったのだと把は握あくしたようだ。

			「私もです。同族のよしみで指示を無視して助けましたが、その結果が、これとは……」

			「……ユキ、交こう渉しようなんか必要ない。最初から、私たちに従うか、従わないなら出て行けって方針にするべきだった。こいつら完全に舐めてる」

			　トーリもいつになく厳しい意見を言って、村人をゴミのように見ている。

			　カヤに至っては、恐怖政治を推おし進めるべしと村の対応にたいそう腹を立てている。

			　つまり……ひぃぃぃいぃぃいい、この３人娘、キレてるよ。

			「というか、ユキさんを馬鹿にするとか論外すぎるんだけど。人の旦那を馬鹿にして、さらに人の戦果を寄越せって？　ばっかじゃないの!!」

			「リエルの言う通りですね。ユキさんがまだ笑っていますから、なにもしませんが、万が一、ユキさんの顔に影でもさそうものなら、覚悟してもらいます」

			「トーリも甘い。私はその場合、お前らを殺す。というか、私たちを倒すよりもユキを倒すことの方が困難」

			　あ、戦果云々よりも、俺がぞんざいに扱われたことが問題なのね。

			　ここに、アスリンたちがいなくてよかった。

			　俺が馬鹿にされただけでリテア戦では暴走しちゃったからな。今頃血の海になってそうだよ。

			「リーアは大丈夫そうだな」

			「え、殺していいんですか？」

			「ダメだからな!!」

			　あ、だめだ。リーアも頭に血が上っているみたいだ。

			　このことは妊娠組に言うべきじゃないな。この村がなくなる。

			「まあ、このように、そちらの言動でこっちは少し冷静さを欠いているようです。いったんここは引きましょう。わざわざ助けた命を、自分たちで摘つみ取るはめになるのは嫌ですからね。そちらでじっくり話し合ってください」

			　俺たちはそう言って会議場所から離れた。

			　まあ、選択肢としては逃げるか従うかしかないんだけどな。

			　リエルとかトーリとかカヤが、抹殺宣言しちゃったし。

			　これで、また平等な関係を……なんて言ったら大爆発するよ。うちの嫁さんたちが。

			　だけど、血の気の多い、人族に恨みを持っている亜人たちとしてはあの反応は自然なんだろうな。

			　気持ちは分かるが、その選択をとると死ぬはめになるぞ？

			　説得をしないといけない長老は大変だね～。やっぱりなにごとも、のんびりやれる役職がいいよね。

			「あ、ユキさん、お帰りなさい。マーリィさんがようやく冷静になってくれましたよ」

			　帰るとシェーラがそう報告してくれた。

			　シェーラは、この中で俺以上に王族としていろいろ経験があるから、現場指揮の力、カリスマ性といった面では遠征メンバーの中で随一である。

			「そうか、じゃ、行ってみるか」

			「ええ、お願いします。私たちでは怯おびえられてしまって、お知り合いであるユキさんやリーアさんなら、会話になるかと」

			「怯おびえてる？」

			「はい。だって、10分の１以下の敵に、逆に殲せん滅めつさせられたんですから。それに、マーリィさんは直接スティーブさんと戦ったようですし、力の差を実感してるんでしょう」

			「分からなくはないが、大将がそんなんでいいのかね？」

			「よくはありませんが、仕方のないことかと。治療したときに聞いた兵士の話によると、マーリィさんは今まで負けなしらしいです。築き上げたものが、あっという間に崩れさったのだと思います」

			　魔剣頼りでレベルを上げていた弊へい害がいかね。

			　自分と拮抗、少し強いぐらいの相手とは今までやり合っただろうが、俺たちは文字通り規格外だしな。

			「とりあえず、会うだけ会ってみるか。リーア、俺は姫さんと会ったときのドッペルと入れ替わるけど、先に行ってるか？」

			「そうですね。女性同士ですし、先に行って話でもしてみます。シェーラさん、代わりにユキさんの護ご衛えいを頼みます」

			「任せてください」

			「えー、護衛は外さないの？」

			「「ダメです」」

			　俺はどこまで大事にされてるんだろうな。

			　たまに１人になりたいときもあるんだが、自宅でしか１人になれないんだよな。

			　外に一歩でも出るとリーアが引っ付いてくる。

			　なんとか撒まけるとは思うが、そのあと大目玉だしな。

			　さっさとドッペルと入れ替わって、いや、ドッペルからドッペルへの入れ替わりなんだが……ややこしいな。

			　新大陸では、俺のそっくりさんドッペルと、変装用ドッペルがいるってことだな。

			　と、アホなことを考えていないでリーアの所にさっさと行くか。

			　シェーラに俺の護ご衛えいをやらせていると、他の部署の仕事が止まってしまう。

			「うーす。リーア、どうだ？」

			「あ、ユキさん」

			「ああっ!!　お前がこの傭兵団の指揮官だったのか!!　というか、どうやって私たちを追い抜いた!!」

			　飛びかかろうとしてくる姫さんを、リーアがあっさり捕まえる。

			「ぐえっ」

			「マーリィさん、一応、あなたは捕ほ虜りよなんです。私たちのリーダーに対してその振る舞いはやめてください。今度こそ首と胴が離れますよ？」

			「ぬぐぐぐ……」

			　ふむ、見た感じは元気そうだな。

			　村の方もあれだし、ようやく交こう渉しようが進められるかな？

			　

			　さーて、どんなことを交渉しようかなー。

		

	
		
			第１６３掘　交こう渉しようと勝負

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　さて、マーリィこと風姫騎士さんこと、俺からすれば姫さんだが、ようやく喋しやべれる元気が戻ったみたいだな。

			　俺に飛びかかろうとするんだし、怯おびえていたってのはどこにいったんだろうな？

			「リーア、離してやれ。とりあえず、姫さんは俺たちをここで襲うことはないだろう」

			「分かりました。まあ、襲えるほど力の差があるとも思えませんが」

			「ぬぐぐっ……」

			　姫さんは悔しそうにしながらも、椅子に座り直す。

			「とりあえず、怪け我ががなくてなによりだ」

			「私たちをどうするつもりだ？」

			「いきなり本題に入るか？　先ほどまで怯えていたと聞いたが？」

			「それは、亜人が主に対応していたからな。私個人としては差別などないが、人全体としては山ほど差別をしてきた。報復で殺されてもなにもおかしくないほどにな」

			「そういう意味でか」

			　確かに、モーブたちは女性の扱いはしたくないと言って、スティーブたちとダンジョンに戻ったし。

			　ゴブリンたちも実際被害を与えた中核だから、怪け我が人の移送ぐらいしか手伝わなかった。だから、トーリたちが姫さんたちの世話をしたことになるのか。

			　そりゃ、怯おびえても仕方ないか。

			「ま、それなら今は普通に話せるわけだな？」

			「だな。問題はない」

			「じゃ、お前らの扱いだが、一応、俺たち傭よう兵へい団が単独で撃破したから、鹵ろ獲かく物資や捕ほ虜りよについてすべての裁量権が俺にある」

			　いや、ほとんどいらねーけどな。

			　普通なら「お金だー、食べ物だー、女だー」って騒ぎになるんだよ。

			　本当に傭兵団として、この大陸基準の生活をしていたらな。

			　だが、こちらはダンジョン経由で物資は好き勝手に調達できるし、部下は給金をちゃんと支払われるから満足（？）している。

			　つか、この大陸の金をもらっても、ウィードで使えないから意味ないよな。ゴブリンたちが買い物できる場所なんてウィードくらいだし。

			　女も犯されるようなことはない。ゴブリンたちは、そんなことよりのんびりしたいというのが口癖だ。

			　あれだ、野生のゴブリンと違って安全な生存圏が存在していると、繁殖活動が控えめになるのでは？　とギルドマスターやら、ザーギスが言っていた。

			「では、私たちを亜人たちに引き渡すことはないのだな？」

			「そこは考えものなんだよな。俺たちは今、亜人と少し揉もめてるんだよな」

			「どういうことだ？　お前たちは亜人に雇われたと思っていたのだが？」

			「雇われるっつーか、脅おどされてたってのが正しいかな。亜人たちは、俺たちがジルバ帝国を退けたから、これを利用して、各地に分散している亜人を集めるつもりだったんだよ」

			「なんだと？」

			「で、姫さんの前に来たジルバ帝国の兵士を実際にやったのは、俺たちだったわけだ」

			「つまり、お前たちを確保するためにわざと兵士を逃がしたわけか」

			「ああ」

			「なるほどな。おかしいと思っていたんだ。私の率いる軍でさえすべて捕縛か殺害されたのに、なぜあの馬鹿貴族の兵士が逃げ出せたのかと」

			「あ、そこ、誤解があるぞ。捕縛はしたが殺害はしていない。全員生きてるぞ。暴れたり逃げられたりすると面倒だから、重傷は負わせたけどな」

			　それぐらいの実力差があったわけだ。

			「……もはや、お前たちにとって、私たちはお遊戯の相手だったというわけか」

			「そこは置いておけ。今は姫さんたちの処遇の話だ。俺たちの立ち位置は分かったか？」

			「ああ、お前たちは亜人から抜けるわけにはいかなかったんだな。ということは、私たちが、ジルバ帝国に亜人たちは敵ではないと報告するなら解放してくれるのか？」

			「いや、お前、結構馬鹿だろう？　一応、ジルバ帝国の最高戦力である姫さんを含め、姫さんの直ちよつ轄かつ軍が全滅したんだ。これを成し遂げた俺たち傭よう兵へい団を、ジルバ帝国の皇帝か誰かは知らんが、ほっとくと思うのか？」

			「ちっ、そっちも馬鹿ではないようだな」

			「なんだ、試すとか随分余裕があるな。いっそ、１人、目の前で殺してやろうか？」

			「なっ!?」

			「ま、立場上、へりくだるわけにもいかないのは分かってるけどな。主導権はこちらが握ってるんだ。妥協点を探すのはいいが、人を試すような言動はやめとけ。こっちとしては、そちらを本当の意味で全滅させてもいいんだから」

			「……ジルバ帝国と戦争になるぞ」

			「報告する奴がいればな。全滅するのになにをいってるのだか。逃げ帰ってきた前の兵士は、利害関係で有う耶や無む耶やにするだろうし、それに、攻めてくるなら全滅させるけどな。こっちを攻めようと思わないぐらいにボコボコにな」

			「勝てるつもりなのか？」

			「いや、２５００で１５０に負けた奴が言うなよ」

			「それはそうだが、帝国の保有戦力は30万を超える。その一割でも来れば防ぐ術はないだろう？」

			「ある」

			　ないわけないし。もういよいよまずいときは、現代兵器のオンパレードになるしな。

			　つか、ウィードの保有戦力とやりあうはめになるのを分かってないんだろうな。

			　数で言うなら、即座にジルバ帝国とやり合うなら呼び出せる数はレベル１００台の魔物が１万ほど軽く呼べる。

			　この時点ですでに勝負にならんのだが、俺たちという最大戦力も加わるし、なにをどうしても、俺たちを倒すには、俺たちと同等の技術力があってようやく叶かなう話だ。

			　現状の剣と魔術では、遥か彼方だな。

			「ま、といっても好き好んで戦争したいわけじゃないから。姫さんがこちらのことを黙っててくれるなら、解放してあげよう」

			「なにをどこまで黙っていればいいのだ？」

			「そうだな。俺たち傭よう兵へい団のことは全般的にか？　いや、いずればれるしな。うーん、情報封鎖する意味はないよな。どうせ情報が伝わってさらに軍が動くとしても、２、３か月はかかるだろう？」

			「それは当然だ。だが、私と同じ魔剣使いがくるぞ、必ず。個人では私に劣るが、連携すれば私だって凌りよう駕がする」

			「へえ、他に魔剣があるとは思わなんだ」

			　いや、予想はしてたけどね。

			　つか、なんで剣限定なんだよ、使いづらいだろうに。

			「その魔剣使いを含めた万を超える軍だ。それを倒せると？」

			「あー、うん。多分余裕」

			「なんだと!!」

			　あ、つい本音が出てしまった。

			　魔剣が脅威なわけないじゃん。

			　スティーブでも余裕でどうにかできたのに、嫁さんや俺がどうにかなるわけない。

			　ついでに、別の意味でも無意味だ。

			「私は魔剣の力をほとんど使うことなく敗北したが、次はそうはいかんぞ、他の魔剣使いは私が敗れたと知っている。最初から全力でくる!!　甘く見るな!!」

			「いや、甘く見てるのはそっちなんだが……。そうだ、解放条件を決めたぞ」

			　面白い条件を思いついた。

			　結局、姫さんを殺しても逃がしても、遅かれ早かれ敵はこの村に来るだろう。

			　だが、殺せば亜人が喜ぶだけだし、俺たちへの対応がお粗末すぎるから、そんなことはするだけ無駄だ。

			　ただ逃がしても、姫さんたちがジルバ帝国に報告しに帰ったあと取って返してくる。

			　こっちは村人が逃げる可能性がある分、楽になるが、捕ほ虜りよを逃がしたとばれれば亜人との関係が悪化する。この新大陸の魔力枯こ渇かつ原因を探らないといけないから、ここで不和になるのはよろしくない。枯渇の原因が亜人たちと関係していたら目も当てられない。

			　捕虜でずっと確保したとしても、結局は敵が来るし、捕虜の面倒を見ないといけないから労力と物資の無駄。

			「なんだ？　どうすれば解放してもらえる？」

			「魔剣を持った状態で、俺と勝負してもらおう。それで勝てたら無条件に解放してやる。負けたらジェシカがいいかな、ジェシカを俺たちの捕虜にもらう」

			「は？　破格というか、その条件に何の意味がある？　ジェシカの件もだ。お前の好みなら、今すぐにでも組み敷けばいいだけだろう？」

			「はあ、嫁さんがいるので、他の女性はもうお腹いっぱいです。ただ、事務処理とかいろいろ便利そうじゃん、ジェシカ」

			「ああ、ジェシカは事務能力も凄すごいぞ。私は頼りにしている」

			「なら問題ないな。ジェシカを奪われたくなければ、俺に勝つことだ」

			「いや、違うぞ!!　お前らに何の意味があるのかを聞いてるんだ!!」

			「どう転んでも、俺たちはどこかから目をつけられる。正直ならなるべく敵を作りたくない。今後の目的に支障が出るからな」

			「そういえばさっきも言っていたな。好き好んで戦争に参加したわけではないと。傭よう兵へい団の言うことか？」

			「さあ、そこまで話してやる義理はないね。とりあえず、姫さんたちを殺してジルバ帝国と完全に戦争状態になるのは、勘かん弁べん願いたいわけだ。亜人の方とも険悪になるのは避けたい。だから、姫さんは逃げたことにしてやるわけだ。まあ、ただ逃がすのは芸がないし、魔剣使いの情報でも手に入れようと思ってな」

			「……そういうことか。魔剣使いへの対策を考えるために必要というわけか。分かった、その提案受けよう」

			　

			　こうして、姫さんと一騎打ちをすることになった。

			「で、何を考えてですか？」

			「ザーギスも気が付いてるだろう？　今、姫さんに返した魔剣、調べてどう思った？」

			「異常ですね。あれだけ魔力を吸い上げて、あの程度の力しか発揮できないなど」

			　そう、あの魔剣を調べて凄すごい違和感があった。

			　ナールジアさんが作るエンチャント武器とは質が違うのだ。いや、方向性か？

			「俺が調べた結果を教えておく。それと、この戦いを見逃すな。いいか、あの魔剣についてる緑の宝ほう珠じゆだが、あれは形と色は違うがダンジョンコアだ」

			「は!?」

			「しかも、それなりに魔力を……ＤＰを溜めこんでいる。今まで戦争で使ってきたんなら、まあ当然か」

			「……なるほど。魔力を過剰に吸い上げているのは、ダンジョンコアの作用ですか？」

			「いや、詳しくは分からん。だから、あの魔剣は手元に置いておくのはやめておきたい」

			「ですね。あれが本当にダンジョンコアで魔力を吸い上げているのなら、魔力が豊富な私たちの傍そばに置いておくわけにはいきません」

			「ああ、壊すことも考えたんだが……」

			「なにが目的で魔剣があるのかわからない今、下手に壊したり、所有者を変えるのは得策じゃないでしょう。ああ、だから戦闘で情報を集めろと」

			「そういうことだ」

			　俺たちが魔剣のことで話し込んでいると、姫さんもジェシカと話を終える。

			「すまない、ジェシカ。必ず勝って見せる」

			「姫様……。信じております」

			　悲壮だね。

			　でも、条件は破格なんだけどね。負けてもジェシカ１人が俺たちのところに残るだけだし。

			「さて、勝負と行きましょうか」

			「ふん。今度は全力で行かせてもらう。あの戦いのように上手く行くと思うな」

			　姫さんはすでに魔剣を抜いていて、風が吹き荒んでいる。

			　埃ほこりが飛ぶからやめてくれませんか？

			「では、立ち合いは私、リーアとジェシカさんが務めます。殺してもＯＫですが、戦闘不能とこちらが認めればそこで終了ですから、ご理解ください」

			　お互いに頷く。

			「行きますよ。始め!!」

			　リーアが手を振り下ろすと、姫さんが魔剣をその場で振るう。

			「お前らが強いのは分かった。だが、遠距離ではどうかな？」

			　魔剣が振り下ろされると、風の渦、竜巻みたいなのが俺に向かって伸びてくる。

			　これって切れるのかな？

			　だけど、予想の答え合わせをすることはなかった。

			「き、消えた!?　風が!?　なんでだ!!」

			　そう、俺の使った魔力無効化フィールドのせいだ。

			　普通、竜巻は上から下に伸びる。

			　だから、魔力がなくなった空間ではその姿を維い持じできずに霧散してしまうのだ。

			　まあ、竜巻は、科学的には、発達した積乱雲に上昇気流を伴う高速の渦巻きが発生し、それが地上付近にまで伸びたものだとされている。

			　これをちゃんと踏まえて、姫さんの前に積乱雲を作って、上昇気流と地上地点を俺に設定すれば、魔力がなくても効果が続くのだろうが、魔力万能でのお任せがすぎるので、こんなものだ。

			「これは、お前がファイアーボールと私の魔剣の風を消した時の技か!?」

			　へえ、２回見ただけでそれに気が付くってのも優秀だよ。

			　ま、ネタバラシしてやるほど優しくはないけどな。

			「さて、こっちから行くけどいいか？」

			「ぐっ、なら、複数でどうだ!!」

			　姫さんがまた魔剣を振るうと、複数の竜巻がこちらに向かってくる。

			　だが、甘い。俺は魔力無効化フィールドを使っているんだ。

			　複数でこようが、そこを通過するのならすべて無効化される。

			「な、なぜだ!?」

			「これで分かってもらえたかな。そもそも魔剣使いがいても戦況には関係ないんだ。甘いもくそもないんだよ。そして……」

			　俺は姫さんの位置を魔力無効化フィールドにする。

			　さあ、魔剣は作動するのかね？

			　枯こ渇かつ状態じゃないぞ。その空間は完全に魔力がない。

			「……？　こないのか、ならば魔剣よ!!　力を解放しろ!!」

			　最初から全力でこいよ。

			　ああ、あれかね？　魔剣の力を解放すると使用者にダメージがくるとか？

			　俺が期待して攻撃を待っていたのだが……。

			　しーん。

			　何も起こらない。

			「なぜだ!?　なぜ魔剣が動かない!?」

			　あー、その魔剣も無効化フィールドの中では、ただの剣なのね。

			　魔力自体は奪うものじゃないから、枯渇現象はないけど、放出系はまったく使えなくなる。

			　さて、情報集めはもういいか。

			「じゃあな」

			「え？」

			　手加減はしたが、腹部への一発で姫さんは崩れ落ちる。

			「勝負あり!!　よろしいですか、ジェシカさん？」

			「……はい、姫様の負け……です」

			　ふう、これで厄やつ介かい払いができるな。

			　ジェシカをなんとか指定保護して、こっちに引き込もう。

			　この遠征メンバーはどうも事務系が足りないからな。

		

	
		
			第１６４掘　脱走、そして村との交こう渉しよう

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「とりあえず、武器は半分程度と、食料も半分といきたいところだが、携行できるだけだな。それじゃないと脱走じゃなくて手引きを疑われる」

			「……ああ」

			　姫さんはあの後すぐ気が付いたが、やっぱり元気がない。

			「間違ってもこちらに手出しするなよ。村人にもな。そうなると、抵抗したと判断してやっちまわないといけなくなる」

			「分かって……いる」

			「はぁ、このままじゃ話にならんな。ジェシカ、携行できる食料で街まで持つか？」

			「……はい。おそらく問題ないかと。多少足りないでしょうが、飢うえて死ぬようなことはないはずです」

			　俺の後ろに控えているジェシカに状況の判断をさせる。

			　いやー、便利だね。現地の人って。

			　もちろんリーアも控えているよ。ジェシカが殿中でござる!!　って言わない保証もないしな。

			　いや、俺に傷がつくとは思えんのだが。

			「……ジェシカ、すまん」

			　姫さんが悔しそうに言葉を出す。

			「いえ、姫様、本来であれば私たちは全員打ち首か、女は全員慰なぐさみ者になるところです。私の身１つで皆が無事なのであれば、なにも文句はありません」

			「……私が負けなければっ」

			「お気持ちは嬉しく思います。ですが、約束を反ほ故ごにすれば、今度こそ全員討ち取られてもおかしくありません。どうか冷静に。私は大丈夫です、ユキをこの体で籠ろう絡らくして、姫様の前に部下として連れてきましょう」

			　え、なにそれ怖い。

			　冗談なんだけど、一番俺たちと敵対しなくて済む方法はこれなんだよな。

			　モーブたちやスティーブ相手でも可能性はなくはないが、裏での権力は俺が一番だしな。

			　まさに鶴の一声で方針が変わる。

			「……そう、か。ああ、その日を楽しみにしてる!!　達者でな。万が一、子供ができても、その子には辛く当たるなよ？」

			「無論です。子供に何も罪はありませんから」

			　子供ができること前提ですか。

			　いや、捕ほ虜りよで女となれば、逃げだせないように身重にして、情が湧わく子供を作らせるのが一番か？

			　それってある意味、捕虜でありながらそれなりの身の保証がされる地位だよな。俺の女になればだが。

			　そんなつもりはないっすよ。今で手いっぱいなんだし、嫁さんが半数近く妊娠して夜の相手が減ったとはいえ、それでも毎日なんだよ。

			「とりあえず、ジェシカをそんなふうに扱うつもりはない。まあ、そちらが攻めて来たら扱いが悪くなるかもしれんな。上手い言い訳を考えて、ジルバ帝国を説得してくるこったな」

			「こちらとしても、お前たち傭よう兵へい団と勝負するのはやめておきたい」

			「しかしだ、この失敗で姫さんが処刑される可能性はないのか？」

			「可能性がゼロとは言わないが、ほぼあり得んな」

			「そうですね。あり得ません」

			「なんでだ？　一応、上からの命令での討とう伐ばつだろう？　失敗ならそれなりに処しよ罰ばつがあると思うけどな。それとも、討伐したと報告するつもりか？」

			「はい、姫様は討伐したと報告するつもりです。と言うか、そもそも討伐対象がいなかったとするつもりです」

			「ああ、亜人が逃げ出した後だったとか、逃げた兵士が嘘をついてたとかか？」

			「そうだ。前者だ、逃げ出していたことにするつもりだ」

			「貴族の生存者はどうするつもりだ？　いろいろべらべら喋しやべるぞ？」

			「そこは心配いりません。そもそも、その貴族の独断のせいで私たちが動くはめになりましたし、私たちが嘘だと言えば黙るしかありません。さらに言うのであれば、その討とう伐ばつの際、軽くオークが出たということにして、というかオークを１匹討伐させてもらいましたし、私はその戦闘で死んだということで報告します」

			「そうすれば、私の軍にも被害が出たということは、オークを討伐したということで不利にはならない。貴族が私が嘘をついていると言っても信じてもらえないだろう。というか、一応一緒に脱走する予定なんだ。わざわざ自分の首を絞めるようなことはないだろう」

			　ふむふむ、オークを１匹倒したのは戦果のためなのか。

			　戦闘訓練かと思って、一番弱い召しよう喚かん陣で呼んだ入りたてでよかったわ。

			　俺のオークたちもスティーブ部隊と並ぶ戦力だからな。

			「しかし、そちらはいいのか？　私たちが脱走したら亜人たちに疑われるのでは？　私たちと話を通したとか？」

			「それなら一緒に逃げるのが手だな」

			「あ、それはそうだな」

			「こっちは向こうに兵士を逃がされたという実例があるからな。しかもわざわざ、俺たちの戦果に文句を言ってきたから、捕ほ虜りよの監視を村の人と組んでやっている。だから、逃げ出す際は適当にお前らが、亜人たちが油断したとでも叫んでくれ。それでこっちの立場は悪くなりようがない。というか、わざと亜人たちに監視をすべて任せてるときに逃がすから、ＯＫ」

			「なるほど。それならお前らの立場は悪くなりようがないな」

			「あとは、逃げ出せるかどうかは姫さんたち次第だ。亜人は多少なら倒しても構わんしな」

			「分かった」

			　そういうやり取りをして俺たちは別れた。

			　後は結果を御覧じろ。

			　

			「人族が逃げたぞ!!」

			　１人の村人から声が上がる。

			「何をやっていた!!」

			「すまん、少し目を離した隙に!!」

			「皆を集めろ!!」

			「ダメだ、人族の数は村の人数より多いんだ、どうにもならん!!」

			　夜、予定通りの時刻にそんな騒ぎがこちらに聞こえてくる。

			　さて、こちらも顔を出すかね。

			「なにかあったのか？」

			　まったく白々しい。

			　他の嫁さんやモーブたちも知らんふりで、初めて騒動を知ったような顔だ。

			「お前たちか、あの女の軍が脱走した!!　どうにかならんか？」

			「は？　こんな暗がりで２５００もの相手を捕縛できるか。というか、すぐに村の皆は集まって防御態勢を整えろ!!　攻めてくる可能性もあるぞ!!」

			「ぐっ、その通りだ、私は村の皆を集める!!」

			　そう言って見張りにいた１人が駆けだす。

			「さて、予定通りだな。こっちは建前上警戒態勢を取って引きこもるぞ。ある程度時間がたったら、村長に話を聞きに行こうか」

			「分かりました」

			「おっけー。僕、あの人たちがどんな顔するか楽しみだよ」

			「……ふふふ、どんな顔で謝ってくるのかしら？」

			　リエルとカヤは素直に腹黒いが、トーリは返事をして無表情だから逆に怖えぇ。

			　

			「さて、なにがあったのか説明してくれるか？」

			　俺たちは２時間後、暗闇の中、長老宅へ呼び出された。

			「……もう分かっていようが、お主らが捕らえたジルバ帝国の兵士が……そこの女を除いて逃亡した」

			「原因は？　そちらに警備を任せていた時間だったが？」

			「……警備を務めていた若者が、剣を振って時間をつぶしていたところ、振り方を馬鹿にされて、木剣を渡して勝負して、そのまま倒されたのが原因じゃ」

			　おいおい、警備もくそもないな。

			　まあ、村人なら当然か……。

			「それから、数は向こうが圧倒的に多い。追いかけるどころか、逆に攻撃されないように必死に守りを固めていたわけじゃ」

			「それは俺たちも同じだが……。さて、この始末、どうつけてくれるのか？　交こう渉しよう材料を逃がしたどころか、これじゃ、敵はさらに数を増やして戻ってくるぞ？　俺たちも逃げるのはさらに難しくなったな。というか、ここら一帯の亜人たちは殲せん滅めつされるんじゃないか？」

			　さてさて、どういう返答をするのか楽しみだな。

			　逃げるならこっちは勝手にやるし、後日顔を合わせれば、今回の失態を逆手にとれる。

			　協力を求めるのなら、もうこっちと対等とはいえない。失敗が多すぎる。傘下に入るような形にしか受け入れられない。状況的に。

			「……今回の失態でわしらは後がなくなった。だから、お主らをリーダーにして従う。亜人を生き残らせて欲しい。頼む。どうか、わしらを助けてくれまいか」

			　こっちの傘下に入る選択をしたか。

			　これはこれで、今後ほかの亜人たちとの交こう渉しようが楽になるか。

			　それ以上にデメリットも多そうだけど、それはなんとかするしかないか。

			　もともと、先に手を出したのはこっちだし、邪魔にならない限りは面倒を見よう。

			「話は分かった。なら、しっかりと働いてもらうぞ？　というか、俺たちの指示や傘下に入るのが嫌な奴は、この村から出て行け。足を引っ張られるのは、今回で最後にしたいからな」

			　俺はそう言って、辺りを見回す。

			　亜人の皆さんは俺の視線を受けて、怯ひるんでいる奴もいるが逃げ出したりはしない。

			「女を差し出せとか、無茶な要求はするつもりはない。だが、死にたくなかったら俺の指示に従ってくれ。まずは、逃げた敵が反転して攻撃してきても大丈夫なように防壁を作る。農作業に出る女子供以外は参加してもらうぞ？　いいな!!」

			「「「応!!」」」

			　

			　返事だけはいいな。

			　さて、どうなるのやら。

		

	
		
			番外編　新大陸　魔力研究録

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　さて、村は脱走のどうのこうので慌ただしいが、俺たちは別の問題で忙しい。

			　早急に片付けないといけないことがあるからだ。

			　それは何か？

			　ズバリ、魔力関係の話である。

			　俺がこの世界へ飛ばされた原因であり、これを究明することこそ、本来の仕事である。

			　簡単に魔力枯こ渇かつの原因が分かれば、俺が呼ばれることもない。

			　この世界規模の環境問題を解決するのは、綿密な研究と最低数十年単位の情報の集積が必要だ。

			　原因が人為的なものでない限りは、いや、人為的であっても、本当に人為的だったのかという確認のためにも、結局は、最低数十年単位の時間を要するだろう。

			　とはいえ新大陸で安全に動けるようにするためにも、現状のルールというやつはさっさと調べる必要がある。

			　現状のルールというのは、魔力枯渇の原因ではなく、俺たちが魔術を行使したりする際のルールのことだ。

			　これが分からなければ、思わぬトラブルに巻き込まれ、ウィードが損害を被るかもしれない。

			　この新大陸の環境は、ウィードのメンバーにとっては新環境であり、未知の場所。早急にルールを見つけ出さなければ、俺たちが危険なのだ。

			　さて、今までに分かっていることだが、この新大陸はすでに魔力枯こ渇かつの影響が目に見えて現れていて、亜人と呼ばれる――俺たちのウィードでは獣人と呼ばれる人種――の出生率が極端に低下している。また、魔術を行使する際には、ウィードのある大陸に比べて、およそ20倍の消費魔力を必要とし、魔術を扱える人口もかなり少ない。

			　しかし、これらはあくまでも間接的に耳に入った情報だったり、俺たちの体感によるというだけで、真偽については不確実だった。それが、ここにきて外部の人間――亜人ではない、この大陸を席巻している人間――と接触したことによって数値的な情報でも確認ができた。

			　ジェシカという、優秀な秘書みたいな人材が確保できたのも大きい。

			　この手に入れた情報をしっかり分析することによって、このウィードと繋がっている村から離れて行動をすることが正しいのか？　できるのか？　ということが判断できるわけである。

			　で、その研究を担になっているのが……。

			「どうだ、調子は？」

			「ええ。多少はマシになりましたね」

			　そう返答したのは、ザーギス。青白い顔をしているが、別に病気というわけではない。

		

	
		
			[image: p_353.jpg]
		

	
		
			　彼は魔族という種族。元々生まれた種族に関わらず、ある歳で魔力値が一定以上あると魔族になるという推測が立てられているが、明確なところは分かっていない。極端に魔力が高く、魔術による攻撃手段が多いこの世界では、魔族の力は各国にとって脅威だ。

			　ちなみに、魔王という魔族の王と人族たちの王がしのぎを削っていたというのが、最近までの話だったが、今は違う。

			　いろいろあって人族と魔族は和解。ザーギスは魔王の配下で四天王だったが、その知力と開発力が買われてめでたくウィードに引っ張ってこられた、というわけだ。

			　研究大好きな男にとっては、ここまで恵まれた場所も存在しないし、俺にとっても魔力研究のために必要な人材だったので、お互い利害関係が一致し協力してもらっている。

			　無論、仲も良くさせてもらっている。

			　何せ、ウィードの主力メンバーは女性ばかりだからな。

			「その調子ってのは、どっちの意味でだ？」

			「どっちの意味でもですよ」

			　どっちの意味というのは、現状把は握あくの進捗状況とザーギス自身の体調だ。

			　彼は魔族であり魔力を大幅に上げた人間なので、魔力が枯こ渇かつしているこの大陸では、息苦しさを感じていたらしい。

			　実際、スライムなどの魔力ありきの生命体――魔力生命体というべき魔物――は、すぐに体を維い持じできず消滅してしまった。

			　そのためウィードからは、肉体を持ち生物として成立している魔物しか連れて来れなかったのだ。

			　おそらく、ナールジアさんやコヴィルといった妖精族も、魔力で構成されているので、この大陸に来れば消滅していただろう。

			　これが、俺たちの恐れる不測の事態の１つだ。

			　まあ、死に直結するような事態はそうそうないと思うが、なるべく情報を集めて慎重を期したいという気持ちは分かるだろう。

			「調査した結果の報告ですが、まずは、私というか、魔力生命体を新大陸でも維持する簡単な方法が分かりました」

			「というと？」

			「簡単ですよ。酸素ボンベです。いや、酸素じゃないから〝魔力ボンベ〟ですかね。それを身に付けるんです。これです」

			　ザーギスがそういって、指につけている指輪を見せる。

			「厳密には、潜水服や宇宙服に近いものですね。魔力による密閉をして、魔力の減少を抑えています。私もこれを付けてから、息苦しさがなくなりました」

			「やっぱりというべきか」

			「まあ、予想通りではありますね。問題点としては、これがボンベという点です」

			「制限時間か」

			「はい。私はこれがなくても息苦しいだけですが、魔法生物たちにとっては、なければ自らが消滅する危険性のある命綱です。常時運用には厳しいですね。まあ、いろいろ試作して時間を延ばして見せますよ」

			「頼む」

			　結局、スラきちさんたちの運用は厳しいか。

			　あの軟体生物たちは敵の裏をかくことについては、ウィードのメンバーの中で随一だったんだがなー。

			　スティーブやジョンに頑張ってもらうしかないか。

			「もう一つですが、マーリィとかいう魔剣使いが率いていた部隊のおかげで、数値的なデータ検証はかなりマシになりました。実用的な数字と言えるでしょう。細かい報告は書類にまとめていますが、どうしますか？　聞いていきますか？」

			「ザーギスの口から聞きたい」

			「はい。分かりました。さすが、と言うべきですかね。私はマスターについて来て正解だったようです。リリアーナ陛下も悪くはないですが、こういうのは理解ある方の方がいい」

			「マスターはやめろって言ってるだろ。ゲイだと疑われる」

			「失礼。まあ、こうやって研究成果を認めてもらえるのが嬉しいということは理解していただきたい。陛下はどうも、こういうことには疎うとかったので」

			「仕方ないだろ。こういう研究ってのは、興味のない人にとっては意味不明だしな。見てすぐ分かる結果しか認識しないからな」

			「研究というのは牛歩なのですがね。日進月歩のように分かりやすく結果が出るなら、誰も困りませんよ」

			「ま、金を出す方としては、結果が欲しいだろう」

			「理解はできますけどね。ないものねだりというやつですよ。……と、話がずれましたね」

			　ザーギスは愚ぐ痴ちをこぼすのをやめて、きりっとした顔で再び口を開いた。

			「マーリィ配下の２５００名を調査した結果、魔力消費量が20倍というのはほぼ間違いないでしょう」

			「ほぼっていうのは？」

			「やはり、微妙な相違があります。ですが、平均すると20倍ですから、おそらく魔力の使い方に慣れていないことなどや、魔力節約などへの慣れなどで誤算があるんだと思います」

			「つまり、俺たちがこのまま外に出て魔術を行使する際は、20倍を目途にって思っておけば問題ないのか」

			「はい。ユキがリーア殿とドッペルで街へ出た場合も魔力変化はありませんでしたから、魔物でも肉体があるものは、魔力が急になくなるということはなさそうですね。そういう話も、配下の人たちは言いませんでしたから」

			「そうか」

			　これなら、外に打って出るのも問題はないか。

			　準備をしておかないとな。

			　ずっとこの村にいてもどうしようもないし。

			　マーリィたちを逃がしたことで、討とう伐ばつ隊が遅かれ早かれ来るだろうし、それに乗じて出て行くのがいいかな？

			「まあ、あくまでもです。例外も多々あるでしょうから、魔術が使えなくなったときを考えて銃器の携帯は必須ですね。スキルの使用は制限されていないようですから」

			「そこが不思議だよな。なんで魔術は20倍の魔力が必要なのに、同じ魔力を使うスキル展開はなにもペナルティがないんだろうな」

			「さあ、現状ではなんとも言えませんね。私の見解であれば言えますけど、聞きますか？」

			「頼む」

			「おそらく、ユキはダンジョンの魔力無効化地帯とこの新大陸の魔力枯こ渇かつを同じように考えていませんか？」

			「ああ、同じようなものだろう？」

			「いえ、厳密には別物です。ここは魔力を吸収する量が多いのであって、魔力そのものを無効化しているわけではありません」

			「あ、そういうことか。つまり、魔力自体は出せるし、スキルは使えて問題ないのか。でも、それにしたってスキルだけ魔力消費が変わらないのは不明だな」

			「はい。まあ、スキルに使う魔力がほとんど変化ないというのは、細かいところは分かりませんが、もともと体の内にあるモノを出すのであって、魔力で新たに創造、作り出すわけではないからではと、推測を立てています」

			「あー、なるほどな。確かに魔力無効化地帯でも、スキルの放出系は封じられても肉体の中では使用できるからな。じゃあ、スキルそのものを封じるのはどうすればいいんだろうな？」

			「恐ろしいことを考えますね。ある種の才能の封印ですか。しかし、今までの話からまとめるに、体内の魔力への干かん渉しようができれば、スキルを封印することも可能でしょうね。まあ、個人個人で魔力は千差万別ですし、魔力を使わないスキルもあります。それに合わせてというのはなかなか……」

			「難しいな。まあ、今はそれでいいか。まずは、新大陸でいろいろと動くにあたって問題がないかが大事だからな」

			　スキルを封印するチートスキルは欲しいが、まずはできることからだな。

			　というか、頑張って開発しようって話だからチートじゃないよな。努力の結晶だ。

			「ですね。そっちの研究は暇ひまなときにやっておきますよ。ああ、あと少し本題から外れますが、報告したいことがあります」

			「なんだ？」

			「その情報収集の対象とした２５００名ですが、それなりに鍛きたえていたのでしょう。レベルは平均20ほどです。十分私たちの故郷でも兵士として活躍するでしょう。魔力もレベルに応じてしっかり増加しています。20倍の負荷がかかるとはいえ、初級魔術のファイアーボールくらいなら数発打てるほどの魔力があります」

			「そりゃ、そうだろうな」

			「ですが、彼らの中で魔術を使えるのは、魔術部隊のみでした」

			「いや、魔術を使うのには才能がいるとかじゃなかったか？」

			「中級や上級魔術はその通りです。自然の摂理に見合うように、想像、イメージをしなければ膨大に魔力を持っていかれますからね。ですが、初級魔術については別です。私たちの旧大陸では、誰だって教われば初級魔術は使えるのです。まあ、教わるのにお金はかかりますがね」

			「……それで、ザーギスが言いたいのは、試しに彼らに魔術を教えて使わせてみたってことか？」

			「その通りです。才能の有無もあってイメージできない人もいましたが、半数は数日のうちにファイアーボールが打てるようになりました。本人たちも驚いていましたが、適正な魔力があれば魔術は誰でも使えるということです」

			「なるほど、そりゃそうだろうな。使えないって言われて、もう職場も決まったあとで別の職場適正が増えるみたいなことは考えないだろうからな」

			「でしょうね。まあ、使えるといっても本職よりは圧倒的に下です。ですが、これは研究するにふさわしい内容だと思いますし、ユキにとってもいい交こう渉しよう札ふだになるでしょう」

			「だな。兵士全員とまでは言わなくても、一部の兵士が簡単な魔術を使えるようにしてやれるってのは、この新大陸ではかなりの交渉札だな」

			　国のお偉いさんたちは、喉から手が出るほど欲しいに違いない。

			「いいところで使わせてもらう」

			「そうしてください。と、忘れていました。魔力とは関係ありませんが、銃器はちゃんと動作するのですか？　こんな変な環境です。いざというときに銃器が使えないのも困りますよ？」

			「ああ、そっちの確認はスティーブたちがやっている。特に問題なく動作しているみたいだな。というか、ある意味こっちの方が心置きなく演習できるから、ありがたいけどな」

			「それはよかったというべきか、こっちが災難だというべきか迷いますね。しかし、やはりその話を聞いても、この大陸は魔力に関すること全体に影響が出ているのが明白なようですね。科学上は何も問題が出ていない」

			　ザーギスはそう言って、部屋を照らしている蛍光灯を見る。

			「蛍光灯は普通に動作しますが、空中から魔力を集積して発光するこっちのランプはこの通りです」

			　テーブルの上に置かれているランプは明かりが消えている。

			「ただの置物かと思ったわ」

			「魔力を注げばまた光りますが、少しの間だけです。効率は良くないですね。電気を使った製品の方が安定します。あと、コアなどの魔力を溜めた魔石を電池代わりに入れるタイプはそれなりに持ちますが、これもやはり消費魔力量は20倍ほどですね」

			「やっぱり、魔力で何かを行使するってことに負荷が掛かっている感じか」

			「ですね」

			「で、根本的な原因は分かるか？　なぜ20倍かかるのか？　とか」

			「さあ、それが分かれば苦労はしませんよ」

			「だよなー」

			　そこが分かればいろいろやりやすいんだけど、そんな都合のいいことはないだろう。

			「ですが、ある程度予想は付きます」

			「この環境自体が20倍ってことだろ？」

			「はい。やはり気が付いていましたか」

			「そりゃな。確信はなかったが、ザーギスの調査結果である程度説明が付くかなーとは思った」

			「それを聞いても？」

			「別に構わない。研究の参考にでもしてくれ。で、つまるところ魔力が20倍掛かるってことは、この新大陸は、単純に魔力自体の濃度がウィードの大陸よりも低いんだろうと予想が付く」

			「それが妥当ですね。証明としては、私たちがウィードの大陸で魔術を使うときには通常消費量になりますから、私たちの体に変化があるというよりも、環境に左右されていると考えるべきでしょう。許可さえもらえれば、村にいるエルフの人々をウィードにでも移して、魔術を使ってもらえればはっきりするんですが」

			「それは、まだ早いかなー。まだまだ厄やつ介かいごとがあるだろうし」

			「そうですか。国相手のことが、そう簡単に収束するとは思えませんがね」

			「やるしかないだろ。結局、この大陸で動くには国の許可が必要なんだからな。いざというときは手伝ってもらうからな。現地の資料とかを調べてもらう予定だ」

			「なるほど。それは適任ですね。村の時みたいな荒事は勘かん弁べん願いますね」

			「何言ってんだか、ダンゴムシ改をけしかけておいて」

			「あの時は、自分で何もかもやる必要があったからですよ。今は無理する必要はないですからね」

			　とりあえず、話がひと息ついたので、お互いにお茶を飲む。

			　はぁ、落ち着くね。

			　そこでテーブルに置いてある、紙の束が目に入った。

			「で、これが、今話した新大陸の魔力枯こ渇かつに関する資料か」

			「ええ。さっき話した内容の詳しよう細さいという感じですね。こちらもちゃんと目を通して意見をもらえれば幸いです」

			「分かった。何か入れ物とかあるか？　さすがにこのまま持っていくわけにはいかん資料だからな」

			「えーっと、書類入れはどこにありましたっけー……。そういえばＵＳＢメモリの方がよくないですか？」

			「お前くらいだよ。ＰＣに完全に慣れているのは。嫁さんたちは文字を打つだけで精いっぱい。いや、エリスとかラッツは普通に使えるけどな」

			「ああ、あの２人なら確かにそうでしょう。まあ、それなら紙媒体の方がいいわけですか」

			「そうそう。どうせ、簡単な報告だからな。会議室でこれをコピーして配って、会議終了後は回収して処分だ」

			「それが一番安全ですね。我らが故郷たる大陸もようやく落ち着いてきたのに、新大陸発見なんかが知られれば、また争いの種ですから」

			「まあ、結局いつかは、新大陸のことを話さないといけないんだけどな」

			「難儀な話ですね。いつ話しても火種には変わりないですからね。同情しますよ」

			「そう思うなら、政治の方の根回しも手伝えや。お前も元四天王で、それなりのコネはあるだろうが」

			「お断りしますね。もともと研究者ということで引き抜かれたわけですし、外交もやれとか契約違反です。そもそも、直接陛下と話ができるようなユキが、コネもくそもないでしょう」

			「１人だけじゃどうにもならんわ。と、まあ、そのときがきてやばそうなら、冗談抜きで動いてもらうからな」

			「それは分かっていますよ。非常事態なら私も手伝うのはやぶさかではありませんし。来て欲しくはないですけどね。そんな事態は」

			「それは俺も同意だ。じゃ、今日はありがとな」

			「いえ、仕事ですから」

			　研究室を出ようとしたところで、ザーギスにふいに声をかけられた。

			「ユキ、20倍薄くなったと予想が立てられましたが、では、なぜ薄くなったと思いますか？」

			「それこそ今回の本題だろ。それが分かれば苦労はしない」

			「まあ、そうですが、これがただ霧散しているなら問題はありませんが、万が一、どこかに集積されているのであれば、大魔術や大きな召しよう喚かんが行われる可能性もあります。それは考慮しておいた方がいいでしょう」

			「だから、早急に新大陸の国々をめぐって調べる必要があるんだよ。逃げるにしても、そのままこっちの大陸にまで影響が出てもおかしくないほど魔力が集まってる可能性があるわけだからな」

			「……それを考慮済みの行動でしたか」

			「こういうのは定番でな。よくある話なんだよ」

			「よくある、ですか。そんな定番は嫌ですね」

			「人はだいたい最終的に考え方が似通るんだよ。一番分かりやすい。量を集めるってのはな」

			「納得ですね」

			　ないよりもある方がいい。

			　ただ、それだけの話。

			　まあ、今回は下手するとちょーっと規模がでかいから、さっさと動く必要がありそうだと、ザーギスの話で分かった。

			　さっさと、各国に潜り込む方法を考えた方がいいな。

			　そんなことを考えながら、廊下を歩く。

			「まあ、なんのかんの言っても、一歩一歩やるしかないんだよなー」

			　大きな問題があろうが、結局地道にやるしかないのもまた事実。

			　残念ながら、俺はヒーローでも勇者でもないからな。

			　適当に歩き回って、探していた問題にぶち当たるような運の持ち主ではない。

			　だから、徹底的に情報を集めて綿密に動いていくしかない。

			　はぁ、まだ来たばかりなのに難題ばかり増えていくね。

			　しかし、ザーギスが言ったような、大規模な魔術や召しよう喚かんなどの線は正直薄い気がしている。

			　なにせ、大陸全体で魔力を集めているなら、これまでにも一度や二度、過去に大災害みたいなものがあってもいいはずだが、そういう話は一度も聞いたことがない。

			　だから、大丈夫だとは思いたいけど、結局はこれも推測でしかない。

			　ザーギスの言う通り、いつでもこの場所を放ほう棄きして逃げる準備はしておかないとな。

			　いや、すでにやばそうなら撤退する準備はしているんだけどな。

			　人為的なもの以外にも、災害とかの可能性もあるってスティーブに知らせておかないとな。

			「魔力ねー」

			　呟つぶやきながら、指に魔力を集めて炎を灯す。

			　まったく不思議な力だ。

			　指は全然熱くならないのに、放射熱の温かさは感じる。

			　地球の科学者全員が目を剝むきそうな新理論であり、未知の元素（？）を利用した技術と言ってもいいだろう。

			　何も考えない人にとっては、なんでもできる素敵な魔法くらいのイメージだろうが、この世界の魔術というやつは、残念ながら燃料問題が付きまとうようだ。

			　酸素がなければ炎が燃えないように、魔術もまた魔力がなければ発動しない。

			「ああ、なるほど。この新大陸は、山頂みたいに酸素が薄い場所みたいな感じでもあるのか」

			　何というか、いい例えが見つかったと思う。

			　これは嫁さんたちへの説明にも使えそうだ。

			　ともあれ、まだまだ魔力枯こ渇かつの原因究明には程遠いといったところか。

			　まあ、世の中一歩ずつというし、地道にやるしかないのは分かってたけどなー。

			　頑張っていきますか。

			　

			〈『必勝ダンジョン運営方法』⑦へ続く〉

		

	
		
			雪だるま（ゆきだるま）

			はい。お久しぶりです。六巻目で舞台が変わります。物語はまだまだ半ばでもなく序盤。さて、これからどんなことが起こるのかは、今後の楽しみということで。現実も四月が目の前。いろいろ大変でしょうが、それも楽しんでいってみましょう。（二〇一七年四月現在）

			　

			イラストレーション

			ファルまろ

			はじめまして、ファルまろと申します。五月十六日生まれ、豆腐が美味しいところに住んでいます。お茶とコーヒーが好きです。どうぞよろしくお願いいたします！（二〇一七年四月現在）
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			発行人：稲垣潔
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